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クール上司と偽装レンアイ!?










不機嫌な男




　電子機器メーカー、クレイ・コーポレーションの商品管理部では、今日もバイヤーたちが忙せわしなく働いている。

　仕事を取ってくる営業部との打ち合わせ。商品を作る製造部との打ち合わせ。それらを繰り返し、製造に必要な材料や部品を、できるだけ安く買うのがバイヤーの仕事だ。

　私、広ひろ瀬せ 彩あやはバイヤーの仕事をフォローする、アシスタントである。

　サポート的な立場なことと小柄で童顔なせいで、新人と間違えられることがよくあるのだけれど、実は入社後、商品管理部に配属されてから、三年以上が経っている。来月で二十六歳になる私は、もう決して新人とは言えない立場だ。

　だからファッションやメイクで少しは大人っぽく、せめて歳相応に見えるよう頑張っているけれど、商品管理部の仕事はとてもハード。ろくにメイク直しをする暇もなく、時間に追われる毎日を送っている。

　クレイ・コーポレーションは、社員数が千人を超える業界第三位の大手企業で、日本だけではなく、アメリカやドイツなど海外の主要都市にも拠点がある。

　私の所属する東京本社では、主に航空機器やスマホの部品を製造・販売していて、最近はそれ以外にも、医療機器やアミューズメント機器の販売にも力を入れており、扱う材料がすごく多い。

　そんな中での仕入れは、コストを含め、相手先が取引するのに問題ない会社かなども見極めなければならないから、バイヤー業務には深い知識と経験が必要とされる。

　アシスタントの私の一存では、決められないことが多くて、そんな時は、自分がサポートしているバイヤーに報告して指示を出してもらうのだけど……今の私には、それがかなり憂ゆう鬱うつに感じられる。

　私の直属の上司は、無口でいつも不機嫌なチーフバイヤーの神かん崎ざき 葵あおい。

　今から一ヶ月前、七月の大規模な人事異動で横浜支社から転勤してきた彼は、私の三年先輩でまだ二十八歳。だけど、前の部署での実績があるからと、異動してきてすぐに、チーフバイヤーに任命された。

　もとからいる人たちを抑えていきなりバイヤーのトップの地位に就いたから、相当デキる人なんだろうって噂になった。

　でも、私は彼のアシスタントなのに、その実力が発揮されるところをまだ見たことがない。

　商品管理部のメンバーは、部長を入れて十五名。

　横に広いフロアの出入口から見て、一番右手にパーティションで仕切った部長の席があり、左手には打ち合わせコーナーとキャビネットが置いてある。

　中央には広めのデスクを向かい合わせに並べた島が三つあり、その中央の島が私たちの席だ。

　チーフバイヤーの神崎さんは一番窓側の席に座り、アシスタントの私は仕事のやり取りがしやすいようにと、彼の向かいの席に座っている。

　そんな環境だから、普通なら一ヶ月も経てば親しくなりそうなものなのに、彼に限っては例外だった。




　転勤したばかりの頃は、新しいチーフバイヤーに興味を持った皆……特に若い女の子たちが、イケメンな神崎さんと親しくなろうと、何かと声をかけていた。

　確かに神崎さんはカッコいい。バランスのとれた、すらりとしたスタイル。彫りが深い小さな顔。だけど、パーツの形と全体のバランスが絶妙なためか、くどくは見えない。正統派の美形だと思う。

　でも、誰が接してきても神崎さんはいつも素っ気ないし、無表情だった。どんな話題を振ってもノリが悪いし、いつもひとりで淡々と仕事をしている。

　いくらイケメンでも、そんな彼に近づく人はだんだんと減っていき……最近では仕事以外で話しかける人はいなくなっていた。私もいまだにまともな会話をしたことがなくて、正直とても苦手だ。

　彼の周りには、いつも人を寄せつけない〝拒絶のオーラ〟が張り巡らされており、そこに侵入するのはいけないことのような気がして、うかつに彼に近寄れない。

　……とはいっても、仕事では苦手意識を封印しないといけないよね。

　抱えている案件が少し込み入ってしまい、私ひとりでは進められなくなったのだから、神崎さんに相談するしかない。

　私は拒絶のオーラを感じながらも、パソコンに向かっている神崎さんのそばに行き、話しかけた。

「神崎さん、仕入先の選定をお願いします」

〝明るく簡潔に〟と気を遣って言ったつもりなのに、振り返った神崎さんの顔はあからさまに不機嫌だった。眉間にシワが寄っていて、かなり怖い。

　ああ……どうして毎日毎日、機嫌が悪いんだろう。プライベートで何か問題があるのかな？　そうだとしても、仕事に私情を持ち込まないでほしいんだけど。

「仕入れたい材料は？」

　一応、話は聞いてくれるようだ。

「これが詳細のリストです」

　印刷したデータを手渡すと、神崎さんは本当にチェックしているのかと疑いたくなるくらいの早さで目を通し、迷わずに言った。

「ケイテック社が最適だから、見積りをとっておいて」

「え？　でもケイテック社は……」

　私が見積り依頼をためらってしまうケイテック社は、このご時世なのに相場より高い価格を強気で提示してくるところだ。

　他社に比べて、〝優れた品質〟という武器があるから、価格交渉にはなかなか応じてくれないし、気に入らない会社には商品を売らない。

　それでも、ケイテック社の技術が詰まった部品は業界内でも人気が高く、うちの会社も何度か取引を申し込んでいる。残念ながら、まだ値段交渉で折り合いがついていないけど。

　神崎さんは転勤してきたばかりだから、そんな事情は知らないのかもしれない。そう考えて簡単にケイテック社の説明をすると、ちょっと呆あきれた顔で言われてしまった。

「先週からケイテック社も購入先リストに載ってるけど、確認してないの？」

「え、本当ですか？　……でも、誰が交渉したんですか？」

「俺だけど」

「神崎さんが？」

　彼は転勤してきてまだ約一ヶ月。それなのに早速、難しい交渉を成立させたっていうの？

　誰とも仲良くしようとしない、無ぶ愛あい想そうで暗い人だと思っていたけど、少し……いや、かなり見直した。チーフバイヤーに選ばれた実力は本物だったんだ。

　私は神崎さんのことを、思わずじっと見つめてしまっていたようだ。

　彼は怪け訝げんな顔をして言った。

「まだ何かあるわけ？」

「い、いえ……見積りとっておきますね」

　冷ややかな視線と声にビクビクしながら、私は自分の席に戻った。

　ええと、まずは見積り依頼のメールをしよう。リストを見ながら、依頼文書を作成していく。

　作業を続けている途中、パソコンの画面越しに、神崎さんの姿が見えた。

　今まではなんだか怖くて、あえて直視するのを避けていたんだけど、今日はやたらと気になって、目が逸そらせなくなってしまった。

　神崎さんは席にいる時は、淡々と作業していて、ほとんど感情を表に出さない。トラブルで慌てているところも、仕事がうまくいって喜んでいるところも見たことがない。正直、仕事に対する熱意も、彼から感じたことはなかった。

　だから割り切って仕事をする人なんだと思っていたけど、本当は違うのかもしれない。

　入社してから何人かのアシスタントをしてきたけど、あの会社との取引を成立させることができたのは神崎さんだけだ。今まで気づいていなかったけど、神崎さんはきっと何度も交渉したに違いない。

　時々、仕入先訪問のため外出していたのは、今思えばケイテック社との話し合いだったのだろう。

　……やる気のない人ができることじゃない。

　今だって、こうして静かに座っているけれど、心の中は実は熱い人なのかも……全然顔には出てないけどね。

　それにしても、改めて眺めてみると、神崎さんってやっぱり美形……。

　少し長めの前まえ髪がみで隠れがちの瞳は、大きいけれどすっきりとした印象の二ふた重えでとてもキレイで。

　冷たい眼まな差ざししか見たことがないけど、笑ったらもっと素敵なんじゃないかな。そんな顔、一度拝んでみたいかも……。

　つい見入っていると、急に顔を上げた神崎さんとばっちり目が合ってしまった。変なことを考えていたのがバレたのかもしれない。

　慌てる私に、神崎さんはパソコン画面から顔を覗のぞかせ、冷ややかな声で呼びかけてきた。

「広瀬さん」

「は、はい」

「ぼんやりしてないで、早く見積りとったら？」

「……はい」

　仕事はデキるみたいだし、顔もカッコいいって思うけど、この愛あい想その欠かけ片らもない態度にはやっぱり慣れることができない。

　私には、仲良くなれそうにないな……。

　見積り依頼が完了し、ひと息ついていると、また神崎さんに相談が必要な問い合わせが入ってきた。

　神崎さんにあれこれ指示されながら仕事をして、クタクタになった私は、家に帰って即行シャワーを浴びると、力尽きてベッドに倒れ込んだ。




　その夜は、やけにリアルな夢を見た。

　夢には、昼間仲良くなれそうにないって再確認したばかりの神崎さんが現れた。

　どんな内容だったかまでははっきりと覚えていないけれど、夢の中での神崎さんは現実では考えられないほど優しく微ほほ笑えみかけてくる。

　いつもは私に無関心でクールなのに、夢の中の彼は熱っぽく私を見つめてきた。

　私たちはまるで恋人同士のように仲良く何かを話していたのだけれど、突然場面がキスシーンへと変わっていった。

　強く抱き締められながら、唇くちびるを重ねられる。

　初めはそっと触れるように、それからだんだんと深く激しく。息もできないほど苦しくて、でもそれ以上に甘美なキス。

『彩』

　彼はかすれた声で私の名前を囁ささやきながら、私を自分の腕の中に強く引き寄せる。

　身体が熱く、とろけてしまいそう。

　鼓こ動どうが狂ったように速くなって、頭の中は真っ白になって……もう何も考えられない。




　翌朝の五時。

　窓から差し込む夏の日差しが眩まぶしくて起きてしまったけど、目覚めても胸の高鳴りは収まらない。

　な、何？　今の夢……。

　ベッドの上でゆっくりと起き上がりながら、夢の内容を思い出す。

　昨日の仕事中に彼を見直すようなことはあったし、『イケメンだな』なんて改めて思ったりはしたけど、これといって仲良く会話をしたわけじゃない。

　それなのに、どうして神崎さんが夢に出てきたんだろう。

　キ、キスまでしちゃうなんて……私どうかしてる。




　その日を境に私は神崎さんのことが気になり始めた。

　夢で見た優しい微笑みは現実じゃないってわかっているのに、気づけばつい彼を目で追ってしまっている。

　それを本人に気づかれてしまい「何か用？」なんて冷たい視線で、面倒臭そうに言われてしまった。

「はあ」と小さくため息をつき、視線を落とす。なるべく神崎さんを視界に入れないようにしないと。

　それにしても、一度夢に出てきたくらいで、こんなに意識しちゃうなんて……。そういえば以前も似たようなことがあったっけ。

　偶然見たドラマに出演していた芸能人と、なぜか夢で恋人同士になっていて、全く関心がなかったのに、それがきっかけでファンになったことがあった。それと同じようなものなのかな？

　あの時は時間が経つにつれて熱も冷めていったから、今回もそのうち気にならなくなるかもしれない。




　そう思っていたのに、一週間後の夜、再び神崎さんが夢に現れた。

　夢の中の彼は、胸が高鳴るような柔らかい笑顔を私に向けてくる。この前見た夢と同じだ。

　神崎さんは何かを囁きながら、私の肩を自分の身体に抱き寄せる。

　吐息を感じてしまうような至近距離。何も言えない私の唇に、ひんやりした唇を重ねてくる。

　何度も唇を重ね合い、気がつけばこれ以上ないというくらい強く抱き締められて、気が遠くなるような深いキスをされる。

　それは泣きたくなるくらい幸せな感覚で、冷たかった唇はいつの間にかとても熱くなっていて……私は夢中で自分から彼の身体にすがりついた。




　朝、いつもの時間に目が覚めた。次の瞬間、昨夜の生々しい夢を思い出す。

　わ、私って……もしかして欲求不満なのかな？　あんな夢を見ちゃうなんて。しかもこれで二回目だし。

　そんなはずはないのに、唇にキスの感触が残っている気がする。

　ああ、重症かも。確かにここ数年、恋人はいないしキスだってしていないけど、だからって神崎さんとだなんてありえないのに。




　夢の余韻を引きずりながら出社した途端、笑顔とはほど遠い、怖い顔をした神崎さんに一枚の書類を突きつけられた。

「これ手配したの、広瀬さんだろ？　昨日の夜、ミスしてるのに気づいた」

　現実の神崎さんの声は冷たく厳しい。

　彼に渡された書類には、見覚えがあった。千葉工場で使う部品の注文書で、私の名前が記載されている。

　あまり買ったことのない珍しい部品だから、手配した時のこともすぐに思い出せた。これはちゃんと処理したはずだけど……そう思いながら品番から数量の欄に視線を移した瞬間、サアッと一気に血の気が引いた。

　信じられないことに発注数量をひと桁間違えていた。必要数は千個だったのに、一万個も手配してしまっている。

「ど、どうしよう……」

　九千個もの不要品を抱えることになるなんて！

　最適な数を、最速で手配するのがバイヤーとアシスタントの仕事なのに……これは最も許されないミスだ。

　慌てる私に、神崎さんが冷静に言った。

「仕入先に返品するしかないだろ。昨日、もう手配しておいたから」

「え……」

「千葉工場から午後の便で送られてくるから、数を確認して仕入先に送り返しておいて」

「返品できるんですか？　九千個全部を？」

　信じられない。完全にこちらのミスで、普通だったら大量の返品なんて断られるはずなのに。

「交渉した。結構文句言われたけど」

「……すみませんでした」

　神崎さんはにべもなく頷うなずくと、さっさと自分の席に戻ってしまった。

　浮上できない気持ちのまま私も席に着く。

　たくさんの人に迷惑をかけてしまった。仕入先、千葉工場の人たち……そして神崎さん。

　神崎さんは交渉したってサラッと言ってたけど、相当大変だったはずだ。きっときついこともたくさん言われたんだろうな、私のせいで。

　ああ、自己嫌悪。

　仕事もちゃんとできていないのに、あんな夢を見て浮ついているなんて。こんな失敗はもうしないように、今後はもっとしっかりしないと。




　午後になると千葉工場から大量の部品が送られてきた。

　資材保管室で、高く積まれたダンボールに圧倒される。

　確かひと箱に百個入りだから……全部で九十箱！

　実際見るとすごい量で、これをひとつひとつ確認していくなんて、正直できるのか不安でいっぱいになった。

　それでもとにかくとりかかろうと、急いで箱を開いて中身のチェックを始める。九千個の返品を確実にするために、間違いがないようにしっかり数えないといけない。

　午後一時過ぎから必死に作業をして、なんとか半分終わったのは四時過ぎだった。

　このペースだと終わるのは七時くらい？　それからたまっているほかの仕事を片づけると、帰ることができるのは八時くらいかな。

　まだ先は長くて憂鬱になる……今日は部内での飲み会だってあるのに。

　名目は神崎さんの歓迎会。転勤してきてもう一ヶ月以上経つから、今さらな気もするんだけど。

　今まで一度も欠席したことのない部内の飲み会だけど、今日は参加できそうにないな。

　壁にかかった時計をチラリと見ながらため息をついていると、突然声をかけられた。

「あと、どれくらいかかる？」

「え？」

　ビクッとして振り返ると、私のすぐ後ろに神崎さんが立っていた。

「何、驚いてんの？」

　人ひと気けのない資材保管室に、神崎さんの怪訝そうな声が響く。

「あ、あの……」

　まさか神崎さんが来るとは思っていなかったから、慌ててしまう。

　あたふたする私の横をさっさと通り過ぎた神崎さんは、まだ確認前の高く積まれたダンボールの山を見て眉をひそめた。

「まさかまだ半分しか終わってないとか？」

「あっ、はい」

　どうして『まさか』なんだろう。サボらず真面目にやっていたし、私の作業が特別遅いわけでもないと思うけど。

　首を傾かしげる私に、神崎さんはイラ立った様子で言った。

「未開封のダンボールまで開ける必要なんてないだろ？　開封してあるぶんだけ数を数えて、未開封の物はそのまま返品すればいいんだよ。ひと箱百個って決まってるんだから開けなくたって数はわかるだろ？」

「でも、もし百個入ってなかったら……」

　こういった部品は初めから数が足りないことが時々ある。だから返品前に確認するべきだと思ったんだけど。

「仮に未開封の物が数量不足だったとしても、それはうちの責任じゃないって主張できるだろ？　本気で九千個数えるつもりだったわけ？」

「……はい」

　バカにしたような言い方にショックを受けた。私の確認方法は新入社員の頃に先輩から教えられたもので、問題があるなんて今まで考えたこともなかったから。

　でも……確かに神崎さんの言う通り、このやり方は時間ばかりかかって効率が悪い。

「バカ正直なのもいいけど、少しは頭使って仕事しろよ」

「……はい」

　言われっぱなしで悔しいけど、言い返せない。私の要領が悪くて作業に時間がかかったのは事実だから。

　昔からそうだった。頑張っているつもりなのに、肝心なところで失敗したり、人より作業が遅かったりで、要領よく動くことができない。

　落ち込んでいる私の隣で、神崎さんはスーツの上着を脱ぎ、それを簡易椅子の背もたれにフワリとかけた。

「数え終えた部品のロットナンバーを記録したほうがいいから、リストを用意して」

　神崎さんはそう言いながら、シャツの袖をまくる。

　もしかして一緒に作業してくれるの？　神崎さんは私よりたくさんの仕事を抱えていて、とても忙しいはずなのに。

「何ぼんやりしてるんだよ、早くしろ」

「あっ、すみません」

　神崎さんに急せかされ、慌てて数を記入していたリストを手に取り、ロットナンバーを記載するための欄を追加で書き込んだ。

　そうか、こうやって数とロットナンバーを書いておけば、あとで問題が発生した時、調べやすくなるんだ。

　感心しながら数の確認をするため、ダンボールに手を伸ばすと、神崎さんに止められた。

「俺が数えるから、広瀬さんは俺が言った数とロットナンバーをリストに記入していって」

「え、でも……」

　一緒に作業してもらうだけでも恐縮なのに、全部神崎さんに数えてもらうなんて申し訳なさすぎる。

　ためらう私をよそに、神崎さんは先に開封済みのダンボールの、中身の数を確認し、木製パレットの上に積んでいく。

　その作業はとてもスピーディーで、あっという間にリストは数字で埋うまっていく。

　残りが未開封の物だけになると、神崎さんはそれらの中身は数えないまま、パレットの上に運び始めた。

　リストの記入が終わったから、私もダンボールを運ぼうとすると、それを横目で見ていた神崎さんが言った。

「俺が運ぶから、広瀬さんはその辺片づけておいて」

　え……でも片づけることってそれほどない気がするけど。

　辺りを見回していると、神崎さんは作業をいったん止めて言った。

「これ広瀬さんには重かったろ？　そういう時は無理しないで声かけろよ」

　神崎さん……もしかして私のこと気遣ってくれてるの？

　確かに部品の詰まったダンボールは、見かけよりずっと重かった。実は腕も少し痛い。

　神崎さんはそれに気づいて、さっきからひとりで運んでくれていたのかな。

「でも……私のミスですから」

「それでも無理してケガでもされたら困る。今度からはちゃんと言えよ」

「……ありがとうございます」

　感謝を込めて言ったけれど、神崎さんからはこれといった返事は来ない。

　彼は、再び黙々とダンボールを運び始める。

　いつも愛想が悪いし、ミスした時のきつい言葉は怖かったけど、神崎さんって本当は優しいんだ……。

　今日一日ですごく助けられた。失敗をフォローしてくれて、今だってきっとなかなか戻らない私を気にして様子を見にきてくれたんだ……。そうしたら思いのほか重労働だってことに気づいて手伝ってくれて……。

　要領のいい神崎さんのおかげで、すべての確認作業と返品の準備は五時前に完了した。

　最後にふたりでリストのチェックをする。

　書き間違いがあったらどうしようと心配しながら、神崎さんと一緒に数字を目で追っていく。その途中に、ふと気づいた。

　よく考えたら、この資材保管室に神崎さんとふたりきりなんだってことに。

　今さらだけどなんだか落ち着かない。

　ただでさえあの夢のせいで神崎さんを意識しちゃってるのに、意外に優しい一面を知ったことで、さらに気になってしまう。

　チラリと横を見ると、神崎さんは真剣な目でリストを確認している。やっぱり何度見てもイケメンだな。

　無駄な肉のついていないすっきりとしたあごのライン。伏せられた涼しげな目元。

　クールでスマートって形容がとても似合うけど、シャツで見えない二の腕には、意外と筋肉がついていそう。さっきあの重いダンボールを楽々運んでいたし……男の人なんだなって実感する。

　そんな風にやたらと意識している私とは違い、神崎さんは私とふたりきりなんてことは気にも留めていないようだった。

　素早くリストを見終えると、さっさと部屋を出ていった。




　神崎さんのあとに続いてオフィスに戻り、滞っていたデイリー業務を急いで済ませて、なんとか七時からの飲み会に間に合わせることができた。

　会社近くの居酒屋のひと部屋を借り切って盛り上がる飲み会は、いつものことだけど時間が経つにつれて場が乱れ、もう何がなんだかわからない状態になっていた。

　日頃のストレスを発散するかのように豪快に飲む人。疲れてしまったのか眠そうに目を閉じている人。

　主役のはずの神崎さんは早々に端の席に移り、ひとりでスマホをいじっている。

　その様子をつい目で追ってしまっていた私の隣には、いつの間にか商品管理部で最も酒グセの悪い別べっ府ぷ部長がいて……。パワハラ、セクハラの一歩手前まで絡まれている最中だった。

「広瀬、もっと飲め。そろそろ酒にも慣れただろ？」

「はい……」

「お前ももう商品管理部に来て、丸三年だろう？　いつまでもニコニコしてるだけじゃダメだからな。甘えられる時期はとっくに終わってんだぞ」

　すでにお酒に呑のまれ、目の据すわった別府部長にグダグダとしつこくダメ出しをされ続けて、いい加減うんざりしていた。

『放っておいてください！』ってはっきり言って、追い払えたらすっきりしそうだけど、現実の私にそんなことができるわけがない。

　ただひたすら時が経つのを耐えるしかなかった。




　忍耐の一時間が経過して一次会は解散になったけど、別府部長は私を解放する気はないらしかった。

「広瀬、次行くぞ！」

　別府部長は、皆より先に横断歩道を渡り終えていた私を目ざとく見つけると、人目も気にせずしつこく大声で呼びかけて、帰らせまいとする。

　ああ、もう最悪だ。

　最高に憂鬱な気分だけど逆らうことなんてできない。仕方なく戻ったところで、突然後ろからグイッと腕をつかまれた。

「えっ？」

　驚いて振り返ると、目の前に神崎さんがいた。

　神崎さんも付き合い程度には飲んでいたはずだけど、全く顔色は変わっておらず、いつも通りのクールな口調で別府部長に言った。

「すみません。俺たち明日、朝一で仕入先を訪問する予定なんで、これで失礼させてもらいます」

「え？」

　今、『俺たち』って言ってたから〝私も〟ってことだよね？　そんな予定は今、初めて聞いたんだけど。

　戸と惑まどう私を神崎さんは切れ長の目で睨にらみ、黙らせる。それから別府部長に「今日はありがとうございました」と淡々とした口調ながらも礼儀正しく頭を下げ、なぜか私の腕をつかんだまま夜の街に向かって歩き始めた。

　行き交う車のクラクションと、遠くから聞こえてくる楽しそうな笑い声。

　この辺りは駅から少し離れているけれど、オフィスビルが並んでいるから居酒屋がたくさんある。私たちと同じように一次会を終えて出てきたのか、各店の前には多くの人たちがいた。

　そんな人々の間を、神崎さんは私の手を引き、立ち止まることなく進んでいく。

　神崎さんがうまく誘導してくれるおかげで、私は誰にもぶつからない。

　別府部長に強引に勧められてお酒を飲みすぎたからなのか、頭も足元もフワフワしている。はっきりしているのは、神崎さんにつかまれた腕の感覚だけ。

　どこに行くかもわからないし、どうしてこんなことになっているのかもわからないけれど、なぜか不安は感じない。逆らう気なんて少しも起きなかった。




　しばらく歩き、小さな公園に到着すると、ようやくつかまれていた腕が解放された。同時に、頭上から声が聞こえてくる。

「広瀬さん」

「は、はい」

　顔を上げると、神崎さんのキレイな黒い瞳と目が合った。

　ドキリと心臓が跳ねて、身体が熱くなる。

　私の熱とは反対に、神崎さんは冷ややかに言った。

「少しは要領よく立ち回れば？　嫌なら適当な理由をつけて断れよ」

「え……」

　まさかいきなり怒られるとは思っていなかったから、びっくりして何も言えないでいると、神崎さんはうんざりした様子で目を細めた。

「酔っ払った別府部長の相手を一時間以上も押しつけられて、明らかに嫌そうなのに二次会も断れない。見てるこっちがイライラしてくる」

　え……私、そんな不快にさせてしまっていたの？　でも『押しつけられた』ってどう言うこと？

「いつの間にか部長の隣の席にされて、ほかの人は別の席に移動してただろ？　結構あからさまだったけど、本当に気づかなかったわけ？」

「あからさま？」

　そんなこと全然感じなかった。

　でも言われてみれば、今までも別府部長の隣はいつも私だった。

　それは偶然だと思っていたけど、実は、仕組まれていたってこと？　どうして？

「誰だって自分に被害が出ないように立ち回るだろ？」

　神崎さんは私の頭の中を覗いたように言う。

「そうだったんですか……」

　私はずっと損な役回りだったの？　皆わかっていたのに、黙ってたってことなのかな？

　普段それなりに仲良くしている同僚たちのドライな面を知り、寂しい気持ちになってしまう。意地悪をされたわけじゃないってことはわかってる。誰だって、自分を守ることが大切なだけだから。

　でも……考えてみれば同じ条件なのに、神崎さんは助けてくれたんだよね。放っておいても自分は困らないのに、別府部長との間に入ってくれたんだ。

「あの、ありがとうございました」

　感謝の気持ちで頭を下げると、神崎さんは怪訝な顔をした。

「何が？」

「私が困ってるのを見て、助けてくれたんですよね。こうやって連れ出してくれて」

「別に親切で助けたつもりないけど」

　かなりクールな声で切り捨てられてしまい、私は戸惑って首を傾げた。

「明日外出するなんて偽にせの予定まで言って、別府部長から引き離してくれたじゃないですか」

「偽の予定？」

　神崎さんは『何言ってんだ？』という顔をして私を見る。

　その直後、すべてを察したのか呆れたような顔で言った。

「もしかしてメール見てない？　【明日、ケイテック社に行く】って送っておいたんだけど」

「えっ？」

　メール？

　そんなの見た記憶がない。というより、今日は時間がなかったから、重要そうなタイトルのもの以外は確認していなかった。

「ちゃんと見ておけよ。ほかの仕事は大丈夫なわけ？」

「……すみません」

　もう謝るしかない。メールの確認は基本なのに、怠ってしまった私が悪い。

　でも……声をかけてくれてもよかったのにな。

　目の前の席に座ってるんだから、ひと言、『明日出かけるよ』って言ってくれたら話が早かったのに。

　そんな気持ちが顔に出てしまったのか、不機嫌そうな低い声が降ってきた。

「スケジュールにも書き込んでおいたんだけど。自分で二重の確認ミスしておいて人のせいにするなよ」

　神崎さんの言う〝スケジュール〟というのは、商品管理部のメンバーがパソコン上で確認できるスケジュール管理システムのことだ。インターネットで繋つながっているため、予定を書き込むと、部内のほかのメンバーもそれを閲覧できる。

　私は今日、それも見てはいなかった。

「す、すみません……」

　慌てて謝る私に、神崎さんは少し目を細めた呆れたような顔で言った。

「さっき割り込んでまで邪魔したのは、飲みすぎて明日休まれたら困るから。仕入先に『アシスタントも連れていく』って、もう連絡してあるから予定変更はできないし。広瀬さんを心配したとか親切じゃないから」

　そ、そんなわざわざ念を押さなくても！

　こんな時まで〝近づくな〟、〝勘違いするな〟って拒絶オーラを出されて、いたたまれなくなる。

　神崎さんは、どうしてこんな風に、わざわざ人を突き放すような言い方をするんだろう。時々くれる優しさに嬉しくなって、私から近寄ると、すぐに距離を置こうとする。

　がっくりする私を気にも留めず、神崎さんは腕時計を確認すると、あっさりと言った。

「俺、そろそろ帰るから」

「あ、はい……」

　駅まではそれほど遠くないけど、周りは薄暗くて。こんな所にひとり置いていかれるのは心細い。

「あの、駅まで行くんですよね？」

「そうだけど」

『一緒に行っていいですか？』と言いたいけど、拒絶オーラに阻まれて気軽に言えない。

　ためらっていると、神崎さんは面倒臭そうな空気を醸かもしながらも、声をかけてくれた。

「広瀬さんも駅に行くなら一緒に来れば？」

「は、はい」

　神崎さんは私の心細さを察してくれたのか、嫌々って感じではあるけど、隣に並んで歩いてくれた。

　ふと気がついたけど、二十センチくらい背の高い神崎さんと一緒なのに、私は無理することなく、いつもの自然なスピードで歩けている。

　もしかして……神崎さんが私に合わせてくれている？　気を遣ってくれている？やっぱり神崎さんって、本当は優しいよね？

　なんだか嬉うれしくなって、つい呼びかけてしまった。

「神崎さん！」

　神崎さんが私に目を向ける。

「何？」

　勢いで呼んでしまったから、話題を考えていなかった。

「あ、あの神崎さんって、職場の人と仲良くしようとか思わないんですか？」

　何か会話をしたい一心で、咄嗟に出た言葉は、日頃からの疑問だった。

　神崎さんはものすごく嫌そうに顔をしかめる。完全に話題を間違えたようだった。

　もっと天気の話とか、当たり障りのない話題にすればよかったけど、今さら発言をなかったことにはできないから、半ばヤケになって質問を続ける。

「神崎さんって、いつも〝話しかけるな〟ってオーラを出してますよね？　どうしてかと思って」

　私の言葉に、神崎さんは一瞬目を見開いたけれど、すぐにいつもの無表情に戻る。

「会社には友達作りに来てるわけじゃないだろ？　仲良くする必要がない」

「でもコミュニケーションって大事じゃないですか？　関係がよければ、仕事で困った時とかに相談できるし」

「別に困ることなんてないから必要ない」

　困ることないなんて、すごい自信だ。私は……『仲良くする必要がない』なんて、言えないな。

　確かに会社は友達作りの場なんかじゃないけど、困った時は助け合ったほうが知恵を出し合えるし、効率がいいと思う。

　今日みたいに嫌な役を押しつけられることはあるけど、普段は私のほうが皆にすごく助けてもらっている。

　神崎さんと私は、考え方も感じ方もだいぶ違うんだな。やっぱり近寄りがたい……優しさを感じる時は確かにあるのに……。

　人を寄せつけない冷たい横顔を見て、少し残念な気持ちになった。




　次の日は神崎さんに言われた通り、朝からケイテック社への訪問に同行した。

　交渉が難しいと評判のケイテック社との初打ち合わせだから、私はかなり緊張して臨んだけど、予想に反して穏やかで楽しい時間が流れていった。

　ケイテック社の担当者は明るい人で、時々冗談を口にする。

　驚いたのは、それに神崎さんが絶妙な返しをし、さらに会話を盛り上げることだった。

　普段は不機嫌オーラ全開でニコリともしない人が、優しい目をして、明るい声で笑っている。周りがぱあっと明るくなるような笑顔で、いつもの冷ややかな彼はどこにもいない。

　昨夜『同僚と仲良くする必要はない』と言った時の、人を寄せつけない冷たい横顔。

　それらがすべて私の妄想だったのかなって、疑いたくなるような変貌ぶり。爽やかな笑顔は、夢の中で見た優しい彼そのもので、胸が締めつけられるほど素敵に見える。

　見とれてしまい、なかなか目が離せなかった。




　打ち合わせは、終始和やかなまま終了した。

　私はほとんど何も話すことができなくて、空気のような存在だったと思う。でも、神崎さんは大活躍で、難しいと言われるコストダウンの交渉にも成功した。

　ケイテック社を出たあと、少し早いけど昼食をとるため、私たちは近くのファミリーレストランに入った。

　私はナスとベーコンのパスタを、神崎さんはハンバーグセットを注文して、料理が来るのを待つ。

　八月の強い日差しの中を歩いていたから、とても喉のどが渇いていた。お冷ひやを半分くらい飲み、ホッとしてから神崎さんに目を向ける。

　彼は暑さでへとへとの私とは違い、涼しげな顔をして窓の外を眺めていた。

「神崎さん」

　呼びかけると、ゆっくりと私のほうに顔を向けてくれた。

「神崎さんのイメージが変わりました」

　打ち合わせの時に感じた気持ちを素直に言うと、神崎さんは不思議そうな顔をする。

「あんなにノリがいいとは知りませんでした。ケイテック社の担当さん、何度も笑っていて楽しそうで……あの話術があれば、営業部に異動になっても活躍できそうですよね！」

　営業部はうちの会社の花形部署だ。優秀な社員は営業部へ異動になることが多いし、出世する人は、一度は営業部を経験すると言われている。

　神崎さんは優秀だから、いつかは営業部へ行くんじゃないかな。

　そう思っての発言で、私としては賞賛したつもりだったけど……どうやらよくない話題だったらしい。

「営業なんて興味ない」

　バサリと言い切ると、神崎さんは車が行き交うだけで、何も目を引くところのない外の景色に、視線を戻す。ケイテック社ではあんなに生き生きとして明るかったのに、あっという間にいつもの不機嫌な男に戻ってしまった。

　ちょっとだるそうな憂いを帯びた横顔は、とても画えになっていて、つい見とれそうになる。

　でも、相変わらず感じるのは拒絶のオーラ。

　神崎さんの優しい笑顔を見て、つい馴れ馴れしく話しかけちゃったけど、昨夜宣言していた通り、やっぱり私を含めて同僚とは親しくしたくないんだな。

　冷たい横顔を眺めながら、そんなことを考えていると、それまで外を見ていたはずの神崎さんが、「……何？」と私のほうを向いてきた。

「え？　いえ、なんでもないです」

「なんでもないわけないだろ？　さっきから人の顔、ジロジロ見て」

　神崎さんは、迷惑そうに顔をしかめて言う。

　え……私そんなに不快にさせるほど、あからさまに見てたのかな？　気まずくなっていると、神崎さんは追及をさらに深めてきた。

「今だけじゃなく、最近俺の顔を何かと見てるだろ？　言いたいことがあるなら言えよ」

「み、見ていません」

　そんなことを言われるとは思っていなかったから、慌ててしまう。反射的に否定したけど、「嘘うそ言うなよ」と即刻、言い返されて言葉に詰まる。

　だって本当は神崎さんの言う通りだから。

　夢がきっかけで気になり始めて、気づけばいつも目で追ってしまっていた。そうしているうちに、神崎さんの優しい一面を知るなど、新しい発見があって、ますます意識してしまっている。でも、そんなこと正直に言えるはずもないから困ってしまう。ああ、どうやってごまかそう。

　素早く考えを巡らせたけど、何も思いつかない。

　こんな一瞬で都合のいいストーリーを作るなんて私には無理。仕方ないので正直に白状することにした。

「この前、なぜか神崎さんが夢に出てきたんです」

　キスのことは絶対に言えないけど、夢に出てきたくらいなら問題ないよね。よくあることだろうし。

　そう思ったんだけど……神崎さんはとても嫌そうな顔をした。

「なんで俺が広瀬さんの夢に？」

　もっともな疑問だし、それは私も感じていたことだ。

　でも考えても理由なんてないんだよね。

　見ちゃったものはしょうがないし、問題はそのあと私が妙に神崎さんを意識してしまっていること。

　考えないようにしようとは思うんだけど、そうすることで余計に気になってしまうという悪循環で、どうしようもない。夢に見ちゃうのを防ぐ方法なんてわからないし。

　悩んでいる私に神崎さんは「まあいいけど」とあっさり言った。

「え、いいんですか？」

　さっきまでしつこく追及してたのに、どういう気持ちの変化？

「仕事のことで文句でもあるのかと思って聞いたけど、重要そうな話でもないからもういい」

　た、確かにそうかもしれないけど……。

「広瀬さんって単純なんだな。夢に見たくらいで気にするなんて」

　神崎さんがちょっと呆れたように言う。

「あ、なんかやけにリアルな夢だったから」

　ついそう答えてしまうと、神崎さんがすかさず突っ込んできた。

「リアルって？」

「い、いえ……なんでもないです」

『頭のしびれるような濃厚なキスの感触が残ってます』なんて、絶対言えない。さらに呆れられるのは間違いないし。

　神崎さんは怪訝な顔をしながらも、大して興味がないのか、それ以上聞き出そうとはしなかった。

「仕事中は起きてろよ」

　素っ気なく言うと、ちょうど運ばれてきたハンバーグセットを食べ始めたので、食べるのが遅い私は、置いていかれないように慌ててパスタに手を伸ばした。




　その後、会社に戻り、ケイテック社との交渉の結果を神崎さんと一緒に別府部長に報告した。

　ただでさえ難しいケイテック社を相手に、かなり大きな成果だったので、別府部長の驚きと喜びはとても大きかった。

　自分の席に戻ると、机の上には書類が山のように積まれていた。

　神崎さんの机はさらにたくさんの書類に溢あふれていて、整理するだけでも結構時間がかかりそうだ。

『大変だな』と思いながら眺めていると、注文した商品の納期を記した書類が何枚もあるのが見えた。

　そこに記載されている納品日は、管理のため、社内システムに入力するルールになっている。単純な作業で部内の人なら誰でも処理できることなので、不在の人のぶんは皆でフォローすることが多かった。

　私のぶんは誰かが処理してくれているようだったけど、神崎さんのぶんはなぜか手つかずで置いてある。

　あの大量の納期入力をこれからひとりでやるのかな？　もしかして、今までもひとりですべてやっていたとか？

　考えてみれば、直属の部下である私にも大して仕事を振ってこない。

『周りの人に頼らない』って言ってたし、普段から皆と交流しないから、こんな時に気を利かせてくれる人がいないのかもしれない。

　神崎さんはテキパキとした手つきで、早くも書類を分類し始めていた。

　私は思わず身を乗り出す。

「神崎さん、それ私が入力しますよ」

　神崎さんが、作業の手を止めて私を見た。

「なんで？」

「え？　あ、あの、神崎さん忙しそうだし、それは私でもできる作業だから、手伝おうかと思って」

　あれ？　親切で言ったつもりなのに、なんだか喜ばれていないみたい。

「俺のことは気にしないで、自分の仕事の心配しろよ。そこにあるの今日中に処理できるの？」

　神崎さんは、私の机の書類を見ながら言う。

　私も改めて自分の仕事量を確認する。

　見積り依頼が三件と、経費の支払い処理のために作らなければいけない伝票がたっぷりたまっている。それ以外にもデイリー業務があるから、今日中に終わらせるのは結構厳しい。

　私の顔色で答えを察したのか、神崎さんはさっさと会話を打ち切り、自分の仕事に戻っていった。

　なんだか……いろいろと空むなしくなってしまう。要領がよくない自分に対して。いつまでも愛想のない神崎さんに対して。

　私が仕事デキないから、安心して任せられないんだろうけど、私は神崎さんの直属の部下なんだから、もっと使ってくれてもいいのに。頼ってほしいのに。

　内心ため息をつきつつ、私も自分の仕事にとりかかる。

　私の業務のメインは納期管理。毎日更新される手配状況のリストを確認し、スケジュールに遅れが出そうなら調整する。難しい作業じゃないけど扱っている商品の数は膨大で、結構根気がいる作業だ。

　それでもコツコツやる作業は嫌いじゃないから、いつもはわりと集中できるんだけど、今日は目の前の席が気になって落ち着かなくて……。

　神崎さんは勇気を出して話しかけても、わずらわしそうな顔をするし、がっかりする言葉しか返してこない。

　仕事で関わることだって多いし、今日みたいに一緒に出かけることだってあるんだから、もっと心を開いてくれたっていいと思うんだけど……そんなことを悶もん々もんと考えていて、ふと気がついた。

　私、さっきから神崎さんのことばかり考えてる……。

　それに、別府部長に怒られても大して引きずらないのに、神崎さんにちょっと突き放されたくらいで胸が痛くてため息ばかり出てしまう。

　私、神崎さんにだけは冷たくされたくないんだ……。できればもっと仲良くしたいって思ってる……。

　――彼への関心が、どんどん強まっている。




　しばらくすると、神崎さんが会議に出ていったので、ようやく気分が落ち着いてきた。集中し直して、サクサクとリストの確認作業をしていると、後ろから声をかけられた。

「広瀬さん」

「はい」

　聞き慣れない声に振り返った私は、驚きのあまりポカンと口を開いてしまった。

　だって私を呼んだのは、〝社内一〟と言ってもいいほどの有名人、営業部の藤ふじ原わらさんだったから。

　藤原さんは、私より三年先輩。神崎さんと同期で、とても仕事がデキる人だ。社内ではまだ若いほうなのに、役員たちにも一目置かれており、すでにかなりの発言力がある。

　しかも、顔もスタイルも最高レベル。

　身長に比べて小さな顔に、キレイな二重のアーモンド型の目が印象的な、極上のイケメンだ。百八十センチ近い長身に、手足も長くモデルのようなスタイルで、スーツを着こなすセンスも完璧。

　さらに、実家は資産家という噂うわさもあり、とにかく女性が思い描く理想の男性像を凝縮したような人。

　当然のように女性社員からの人気は高く、実は私も憧れていたんだけど、こんなに接近したのは初めてだった……。遠くから見るより、ずっとカッコいい。

「青せい陽よう社しゃの材料の納期について聞きたいんだけど、今いいかな？」

　見とれていた私に、藤原さんは柔らかな笑顔を浮かべながら言った。

「は、はい！」

　緊張して力が入り、変な声になってしまう。

　青陽社は新規の案件で、重要な取り決めは神崎さんがやっている。でも、その神崎さんが不在だから、藤原さんはアシスタントの私に声をかけてきたのだろう。

　藤原さんと直接関わるなんて初めてだから、戸惑ってしまうけれど、彼はそんな私を笑うこともなく、優しい口調で言った。

「このリストを見てほしいんだけど」

「あ、はい」

　渡されたのは商品の受注状況と、それを作るのに必要な材料の手配状況、それから今後の注文の見込数がバランスよく記載されているものだった。

　グラフの配置も見やすくて完璧だ。仕事がデキる人ってこういったリスト作成ひとつとっても、完成度の高さが凡人とは違うんだよね……なんて感心していると……。

「材料の納期が全体的に遅くて、このままだと客先の希望日までに商品を作れないと思う」

　まさかのセリフが聞こえてきて、一気に現実に戻された。

　浮ついた気持ちになっていたけど、藤原さんの用件は材料調達スケジュールへのクレームだったんだ。

　材料の手配が遅れると、工場での商品の加工が予定通りに行かなくなる。するとお客様への納品が期日に間に合わなくなり、会社の信用を落としてしまう。結果、営業部が頑張って取ってきた仕事が台無しになる。

　だから私たちは材料を買うだけじゃなく、納期の確認も毎日しっかりしなくちゃいけない。

　もう一度リストを真剣に確認する。確かに藤原さんが言った通り、材料の納期が遅くて、商品の製造に必要な期間が足りないようだ。

「す、すみません。すぐに調整します」

　慌てて頭を下げる私に、藤原さんは穏やかな顔で頷いた。

「慌てなくていいから。問題があるようならいつでも相談して」

「は、はい」

　優しい言葉にホッとした。

　こちらのミスなのに頭ごなしに責めることもなく、逆に『相談して』って言ってくれるなんて。藤原さんって完璧なイケメンなのに、少しも驕おごったところがなくて、いい人だな。

　営業部に帰っていく藤原さんを見送ってから、私はすぐに青陽社に連絡して、納期の調整を依頼した。

　でも、いくらお願いしてもいい返事はもらえなかった。

　よく考えてみれば、藤原さんの要求するスケジュールはあまりにタイトで、仕入先が希望に沿ってくれないのは、無理もなかった。

　どうしようと悩んでいると、会議を終えた神崎さんが戻ってきて、私の顔を見るなり立ち止まり、眉をひそめた。

「何かトラブル？」

「えっ？　あの……」

　どうしてわかるんだろう。まだ何も言ってないのに。

　驚いていると、神崎さんは私の机の上に置いてあった、青陽社のリストに気づいたようで、手を伸ばしてきた。

「あ、それは私が作ったんじゃなくて……」

「見ればわかる」

　あっさり言い捨てると神崎さんはリストに視線を走らせ、徐々に顔を強張らせていった。

　なんか……怒ってる？　予想は見事に当たったようで、神崎さんは低い声で言った。

「これ作ったの、営業の藤原だろ？」

　な、なんでわかるの？

　神崎さんは私の返事を待たずに、ドアの方向に踵きびすを返した。

「あ、あの、どこへ？」

「営業部。藤原に文句言ってくる」

　え？　あの藤原さんにクレームって……嘘でしょう？

　私が止める間もなく、神崎さんはすごい勢いでズンズン歩いていったかと思うと、ドアを力一杯開けて出ていってしまった。










恋の始まり




　広々とした営業部のフロア。

　神崎さんと私は、今かなりの注目を浴びている。

　いつになく熱くなって飛び出していった神崎さんが心配で、思わずついてきてしまったけど……この視線はいたたまれない。

　神崎さんはそんなことを気にもしていないのか、藤原さんに堂々とクレームを入れている。

「こんな無理なスケジュールを要求されても対応できない」

　神崎さんの言う通りだ。あまりに短納期で現実的ではなく、仕入先も困り果てていた。

「でもその日程が、顧客の待てるギリギリ限度なんだ。うちは医療機器の分野ではまだ実績が浅い。そんな中で新規で仕事を取って継続していくには、難しい要求にも応えて信用を積み重ねていくしかない」

　藤原さんは椅子に座ったまま、神崎さんを見上げて言う。

　突然文句を言われたはずなのに、全く動揺していないし、『あらかじめセリフを練習してたの？』っていうくらい流りゅう暢ちょうに反論してくる。

　藤原さんの貫禄に私は圧倒されて怯ひるんでしまったけど、神崎さんは負けていなかった。

「客先の信用は対応の速さだけじゃ得られない。無理をして品質を落としたら、意味がないからな。商品管理部としては、中途半端な材料を買うことはできない」

　確かにそう。早く手に入るからって適当に選んだ材料で商品を作っても、あとで不具合が出る恐れがある。そうなると会社の信用を下げてしまい、次の注文が入らなくなるかもしれない。

　藤原さんの言っていることも、神崎さんの言っていることもどちらも正しいと思う。立場の違いから対立しているだけだ。

　ただ、状況はあまりにも神崎さんに不利だった。

　営業部のフロアで、人気者の藤原さんを相手にしてるんだから、完全なアウェー状態。『何？　あの人』という視線が痛すぎる。

　いろいろと心配になって、つい神崎さんのスーツの袖をつかんでしまった。

　すると、神崎さんはピタリと口を閉ざし、私を振り返った。

　藤原さんもつられたように私を見る。

　ふたりに見つめられて、一気に心拍数が上がってしまった私に、神崎さんがクールに言った。

「何？」

「あの、そろそろ戻らないと」

「は？　今、打ち合わせの途中なんだけど」

　う、打ち合わせって、これが？

　言ってることはちゃんとしていても、雰囲気は喧けん嘩かだったけど……とにかく一度冷静になったほうがいいと思う。

「そろそろ部内ミーティングの時間なんで……」

　なんとかそう言うと、神崎さんはチラリと時計を見てから、渋々といった様子で頷いた。

「あとで続きするからな」

　藤原さんにそう言うと、スタスタとドアに向かっていく。

　この状況で置いていかれるわけにはいかないから、慌てて追いかけようとすると、藤原さんに呼び止められた。

「神崎のアシスタントは大変だろ？」

「え、いえ、そんなことは……」

　返事に困っていると、藤原さんはニコリと笑いながら言った。

「青陽社の件、無理な日程だと思うけど、できるだけ対応してほしい。営業部ももちろんフォローするつもりだから」

　神崎さんと話してる時の藤原さんは、有無を言わさない迫力があったけれど、私にはとても優しい。

「はい、こちらこそよろしくお願いします」

　ドキドキしながら頭を下げて、すぐに神崎さんを追う。




　意外なことにドアの外で神崎さんが待っていてくれた。

「藤原に何か言われた？」

　藤原さんとの会話を見られていたみたい。

「納期調整、皆で頑張ろうという風に言われました」

　言い回しはだいぶ違うけど、『協力しよう』という姿勢は伝わってるよね？

「は？」

　神崎さんの声が一段と低くなった。冷ややかなオーラを感じてしまう。

「それでＯＫしてきたとか言わないよな？」

「え？　協力するのはいいことかと思って」

　喜んでＯＫしたとは言えない雰囲気を感じ、曖あい昧まいな言い方をすると、神崎さんは盛大なため息をついた。

「あのさあ、波風立てたくないからって、できもしないことを安請け合いすんなよ」

　神崎さんはイライラと言い捨てる。

「すみません……」

「相手の言いなりになって、その場はうまく収まるかもしれないけど、そのあとのこと考えてるわけ？　あとで『ダメでした』ってなったら、もっと揉もめるんだからな」

「はい……」

「何年、商品管理部で交渉やってんだよ？」

　さすがにここまで責められると、激しく落ち込んでくる。

　でも神崎さんにこう言われるのも無理はない。

　普通は、遅くても入社して三年が過ぎた頃にはバイヤーになる。それなのに私は、別府部長の許可が下りなくて、いまだにアシスタントのままだ。

　今、神崎さんが言ったような欠点が致命的で、重要な仕事を任せてもらえないんだろう。

　同期の子たちがどんどんレベルアップしていく中、自分だけが停滞している状態を、前から気にはしていたけど……。

　うなだれている私に気づいたのか、神崎さんは責めるのをやめてくれた。

　でも、代わりに思いがけないことを言いだした。

「誰だって苦手なことはあるから仕方ないけど、今度は邪魔するようなことはやめろよ」

　え？　〝邪魔〟って……なんのこと？

　神崎さんの声に感情はこもっていないけど、私を見下ろす瞳は気のせいか寂しそうに見える。

「俺が藤原に言いすぎるのを止めようとして、袖引っ張っただろ？」

　あ、あれは違う。止めたんじゃなくて、敵だらけの中にひとりって感じになっている神崎さんが心配で、思わずつかんでしまっただけ。『私は味方だよ』という気持ちを表した、無意識に近い行動だった。

　完全に誤解されてしまったようで、さらに凹へこむ。

　どうして私の気持ちは伝わらないんだろう。よかれと思ってしたことが的外れで、何ひとつうまくいかない。

　ああ、落ち込んでなかなか浮上できそうにない。




　とぼとぼと神崎さんの後ろをついていく。

　七階にある営業部から、五階にある商品管理部へと階段を下りている途中、ものすごく大きな足音がして、大柄な男性社員が荷物を抱えて駆け上がってきた。

　目を奪われ、『あっ』と思った時にはすでに遅く、突き飛ばされる勢いでぶつかってしまった。

　落ちる！

　恐怖に身を固まらせた直後、誰かにグイと肩を引き寄せられたおかげで、なんとか踏みとどまれた。

　こ、怖かった！

　同時に頭上から、男性社員に向けたらしい「前見ろよ！」という神崎さんの感情的な怒鳴り声が聞こえてきた。

　驚いて見上げると、すぐ近くに神崎さんの顔がある。私は、抱き締められるようなかたちで神崎さんの腕の中に収まっていた。

「大丈夫か？」

　神崎さんは私を見下ろして言う。

「は、はい……」

　さっきからドキドキしてばかりだけど、今が最高な気がする。普通じゃありえないほど近い距離。なんだかこの体勢に覚えがある……。

　そうだ、夢で似たようなシーンがあった。このあとは確か神崎さんの顔が近づいてきてひんやりとした唇が……動揺のせいか思考が滅茶苦茶になっている。

　これは現実なんだから夢とは違う。でも、私は神崎さんの腕の中から抜け出す気になれなくて、このままでいたいとすら思ってしまう。

　神崎さんの私をじっと見つめるキレイな瞳には、いつもはない熱っぽさがあり、私は魅了されてさらに身動きがとれなくなる。

　そんな私に、神崎さんはしみじみ言った。

「ほんと、鈍いのな」

　パッと腕を離され、思わずよろける私を神崎さんは呆れた目で見た。




　それから一ヶ月。

　神崎さんと藤原さんは相変わらず何かと派手に言い争い、それでも着々と成果を上げていった。

　納期の管理は基本的には私の仕事だけど、今回の青陽社の案件は新規で大口だから、チーフバイヤーの神崎さん自らが、細かな作業も行っていた。

「藤原、また強引な日程入れてきたな」

「なんとかするのがお前の仕事だろ」

　私は神崎さんのアシスタントだから、ふたりのやり取りを間近で見る機会も多くて、遠慮のないやり取りに初めはビクビクしていた。

　――でも、しばらくして気がついた。

　いつも言い合ってばかりだけど、藤原さんは神崎さんの一番の仲良しなんじゃないかって。

　だって怒りとはいえ、神崎さんが感情をむき出しにする相手は、藤原さんだけだ。

　藤原さんも、ほかの人にはとても紳士的なのに、神崎さんにだけは遠慮なく無理を言う。

　ふたりは気を許し合っているからこそ、互いに言いたいことを言えるんじゃないだろうか。神崎さんにも気を許せる相手がいるんだと知ると、彼への印象が少し変わった。

　また、藤原さんとも慣れたせいか、緊張せずに自然体で話せるようになった。藤原さんはエリートでイケメンなのに、気さくな人だった。仕事の合間にいろんな話をしてくれるから、思わず笑ってしまうことも多くて楽しい。

　神崎さんは相変わらずクールだけど、以前ほどのあからさまな拒絶オーラは感じなくなった。

　神崎さんも少しは私に慣れてくれたのかな？

　ふたりはアシスタントの私もちゃんと打ち合わせに入れてくれて、こんなにやりがいを感じることは初めてだった。やる気も溢れてきて、いつになく充実した日々を過ごしている。

　そんな中、私に対する周りの視線が、いつの間にか変わっていたことに気がついた。

　それは主に営業部の女性社員たちからのもので、以前よりよそよそしくなった気がする。態度や言葉もなんだか素っ気ない。

　皆、どうしたんだろう？

　気になったけど、原因はわからなかった。




　秋も深まってきた九月最終日。

　その日は月末のせいか、特に仕事が立て込んでいた。

　午後六時の定時を過ぎ、商品管理部のメンバーが次々帰っていく中、私はひたすらパソコンで書類を作成していて、気がつくと広いオフィスにひとりきりになっていた。

　壁にかかった、シルバーフレームの飾り気のない時計を見ると、すでに午後十時を過ぎている。

　時間の経過の速さに軽く驚きながら、焦あせって書類作成の続きをしていると、突然声をかけられた。

「まだ終わらないのか？」

「ひっ！」

　まさか人がいるとは思わなかったから、椅子から腰が浮くくらいびっくりした。

　勢いよく振り返ると、私の席の後ろに黒い薄手のコートを着た藤原さんが立っていた。

「悪い。驚かせた」

「あ、いえ……大丈夫です……あの何かあったんですか？」

　こんな時間に藤原さんが商品管理部に来るなんて、どうしたんだろう？

「書類を置きに来ただけ。今日中に届けておきたかったから」

　藤原さんは数歩近づいてきて私の前に立つと、何を思ったのか、じっと顔を覗き込んできた。

「顔色が悪いな」

「だ、大丈夫です」

　整った顔のアップに、思わず赤面してしまい、慌てて顔を逸らしながら言うと、藤原さんは微笑みながら言った。

「広瀬さんは真面目だな。今日は大雨の予報が出てるから、皆仕事なんか放って帰ってるのに」

「……え？」

「電車も止まるかもしれないし、明日で大丈夫な仕事なら、今日はもう帰ったほうがいい」

　大雨……そういえば、朝晴れていたのに皆傘を持っていた。

　それに比べ、私は置き傘すら持っていない。抜けている自分自身に呆れてしまうけど、とにかく藤原さんの言う通り、早く帰らなくちゃ。電車が止まったら大変だ。

「帰ります！」

　私は大急ぎで広げていた書類をまとめ、クリップで留めると、机の上のトレーにポンと置いた。

　その間、藤原さんは私のデスクの隣に置いてあるプリンターと共有のパソコンの電源を落としてくれていた。

「ありがとうございます」

　藤原さんにお礼を言いながら自分のパソコンの電源を切り、引き出しに入れていた財布やスマホをバッグに入れて立ち上がる。

　その瞬間、頭がクラッとして身体が揺れた。

「え？」

　咄嗟に左手を机について身体を支えるのと同時に、藤原さんも腕を伸ばしてきて支えてくれた。

「大丈夫か？」

「あ、はい。ただの立ちくらみだと思います」

「立ちくらみ？」

「私、時々なるんです。家でも同じ体勢でゲームをやりすぎた時とか」

「ゲーム？　意外だな」

　藤原さんはわずかに笑ってから、すぐにとても真面目な顔になった。

「何度もなるなら医者に診てもらったほうがいいな。貧血かもしれない」

　藤原さんは本気で心配してくれているみたいで、その優しさが嬉しかった。

「はい。ありがとうございます」

　温かい気持ちになりながらお礼を言う。

　そのせいか人の気配になんて少しも気づかなかったから、「なんだ、お前もいたのか」と、突然ガラリと口調を変えた藤原さんの発言に驚いた。

「悪かったな、邪魔して」

　続く冷ややかな声。

　こ、この声は……確認しなくてもわかる、神崎さんだ！

　神崎さんは商品管理部のドアの前に立ち、私と藤原さんを見ていた。

　ずっと席にいなかったから、てっきり帰ったのだと思っていたけど、今までどこにいたんだろう。

　それに……〝邪魔〟ってどういう意味？

　疑問に思っていると神崎さんと目が合った。

　黒い瞳がじっと私を見つめている。その瞳にはいつもと違い、怒りが宿っているように見えて、私の心臓は一気に脈打つ。

　藤原さんに対するドキドキとは違う。神崎さんに見つめられると、私は目を逸らすこともできなくなる。

　見つめ合って数秒後、神崎さんは私からさりげなく視線を外し、淡々と言った。

「広瀬さんって結構大胆なんだな。意外」

「だ、大胆？」

　それに〝意外〟って、さっき藤原さんにも言われたな……そんな思いが、よく回らない頭に浮かぶ。

「社内じゃ誰が見てるかわからないし、気をつけろよ」

「気をつけろって……」

　一瞬何を言われているのかわからなかったけど、すぐに気がついた。藤原さんとかなり接近していることに。

　しかも、藤原さんの手は私の身体に添えられたままだ。

「ご、誤解です！」

　すぐさま否定したけど、神崎さんは何も言ってくれず、自分の席に来て荷物をまとめて帰ろうとしている。

　やだ……神崎さんに変な勘違いされたくない。

　それなのに、今何を言えば誤解が解けるのかわからなくて、声が出てこない。

　困っていると藤原さんのからかうような声がした。

「神崎、嫉しっ妬とか？」

「は？」

　藤原さんのまさかの発言に、神崎さんはものすごく嫌そうに顔をしかめた。

　そりゃあ、当然だよね。神崎さんが嫉妬なんて、ありえないもの。

　でも、藤原さんは何かを企んでいるような不敵な笑顔で言った。

「広瀬さんのこと送っていけよ。お前車だろ？」

「えっ？　そんな、いいです！」

　いくらなんでも送ってもらうなんて図々しすぎる。

　必死に否定すると、神崎さんはひんやりした目で私を見たあと、藤原さんに言った。

「お前が送ってやれよ」

　そのままスタスタとドアの所まで行き、一度も振り返らずに出ていってしまった。




　オフィスビルを出ると、大粒の激しい雨がコンクリートの道路を叩いていた。グレーの道路のあちこちには大きな水たまりがあって、歩くのも大変そうだ。

　その様子を見て気を遣ってくれたのか、藤原さんが本当に送ってくれると言いだした。

　何度か断ったけど、結局強引に車に乗せられて、まっすぐ家まで送ってもらうことになった。

　普段は電車で三十分の距離だけど、藤原さんは運転もうまくて方向感覚も完璧なせいか、それより早く私の家に到着した。この雨だと電車が遅れていたかもしれないし、送ってもらえてよかった。

「ありがとうございます」

　玄関の前で深く頭を下げて、藤原さんを見送る。車のライトが小さくなって消えたのを見届けてから、私は玄関のドアを開けた。

　リビングに顔を出すと、お母さんが楽しそうにバラエティー番組を見ているところだった。お父さんは確か、今日は出張で帰らないとか言ってたっけ。

「おかえり、食事は？」

　お母さんが私に気づいて言う。

「自分で準備するから大丈夫」

「そう」

　もう成人している娘にあれこれ言う気はないのか、お母さんの関心はテレビに戻った。

　すぐに食事する気になれなかった私は、先にお風呂に入ったあと、二階の自分の部屋に入ると、ベッドの上に座り込んだ。

　藤原さんのおかげでとても助かったけれど、今、私の頭に浮かぶのは神崎さんの姿だ。

　神崎さんに変な誤解をされたのかと、そのことばかりが気になってしまう。

　まさか私と藤原さんが付き合ってるとは思わないだろうけど、私が片想いをしているとは思われたかも。

　藤原さんは本当に素敵で女性社員の憧れの存在だし、近づきたいと思っている子はたくさんいるだろう。だから、私もそのひとりだって思われても、不思議じゃない。

　でも、私は……神崎さんに近づきたい。

　少しずつ話せるようにはなってきたけど、もっと近くで笑って話したい。神崎さんのことをもっと知りたい。

　あの時……藤原さんが『送っていけよ』って言った時、神崎さんに断られるのが怖くて咄嗟に自分から否定してしまった。

　でも私、本当は、神崎さんに送ってもらいたかったんだ。

　私は……神崎さんが好きなんだ。彼のことをもっと知りたいと思うのは、好きだから。

　そんなことをいつまでも考えながら、身体は疲れ果てていたみたいで、いつの間にか眠りに落ちていた。




　夢の中の神崎さんは優しい。今夜も私を抱き締めてくれる。

『彩』

　甘い囁きで呼びかけられて、それから始まる甘美な時間。

　もう何度目かわからない神崎さんの夢。

　最初はありえないって思ったし、そんな夢を見る自分自身に引いていたけど……今は、夢で優しい神崎さんに会えることを楽しみにしている。










それは突然の出来事




　昨日の雨が嘘のような秋晴れの日。

　私はいつもと同じく始業十五分前の八時四十五分に、商品管理部のオフィスに入る。

　ビルの一階のコンビニで買ったミルクティーのペットボトルとバッグを持って、自分の席に着いた。

　毎朝のことなのに……今日はなんとなく空気が違う。突き刺さるような視線と遠巻きに好奇の目を感じる。

　何？　……これ。

　キョロキョロと辺りを見回していると、出入口に現れた女性が、ひと際強い視線を私に向けながら近づいてきた。

　その女性には見覚えがある。営業部の真ま壁かべさんだ。神崎さんと藤原さんの同期で、仕事面で、よく藤原さんと組んでいる。

　私は直接話す機会がなくて、今までまともに口を利いたことはなかった。それだけに朝一番で私の所にやってくる理由がわからない。

　なんの用なんだろう。怒っているみたいだけど……。

　不安になる私の目の前で、真壁さんはピタリと立ち止まった。

「広瀬 彩さん」

　真壁さんは凛りんとした張りのある声で、私の名前を呼んできた。

「は、はい」

　長身で、目鼻立ちのはっきりとした美人の真壁さんは迫力がある。

　すでにその雰囲気に圧おされている私は、オドオドと返事をすることしかできない。

　すると真壁さんは、私を見下したように言った。

「突然だけど、今日からしばらく藤原君は出張なの。だから進行中の青陽社の件は、私が代わりに担当するわ」

「あ、そうなんですか……」

　緊張したわりに、ただの連絡事項だったので拍子抜けした。

　よかった、文句言われなくて。

　ホッとしていると、真壁さんが相変わらずよく通る声で言った。

「あなた、藤原君の出張の件、知っていたの？」

「いえ、知りませんでした」

　昨日、車で送ってもらった時も、そんなことは言ってなかったし。

「昨日の夜、仙台の工場でトラブルが起きたの。彼はその対応で朝一番の飛行機で向かったわ」

　夜に知らされて朝一の飛行機って……藤原さん大変だな。

　でも、それならなおさら私が知っているわけがない。真壁さんは、どうしてこんな質問をするんだろう。

　戸惑う私に、真壁さんは長い髪をかき上げながら、ゾクッとするような冷たい微笑みを見せた。

「あなた昨日の夜、藤原君の車に乗っていたそうね」

「え……」

「見た人がいるの。変なごまかしはしないでね」

　真壁さんの言葉で、鈍い私もようやく気がついた。少し前から抱いていた違和感と、今感じる冷たい視線の原因に。

　それは私が藤原さんと親しく話すようになったから。

　そして昨夜、彼の車の、しかも助手席に乗せられて送ってもらったことが、皆の反感を買ってしまったんだ。

　……どうしよう。こんなことになってしまって。

　藤原さんの人気を考えれば予想できたことなのに、私はなんて呑のん気きだったんだろう。

「答えられないの？」

　真壁さんは棘とげのある声で問いかけてくる。

　でも私は何も言う気にはなれなかった。何を言っても、真壁さんにもほかの人たちにも信じてもらえない気がして。

　ああ、もうこの場から走って逃げ出したい！

　そう思った途端、不機嫌な声が割り込んできた。

「これ、なんの騒ぎ？」

　この声は！

　私は勢いよく声のほうを振り向いた。

「広瀬さん、九時から打ち合わせだって、スケジュールに入れておいただろ？　もう始まるけど」

　私と真壁さんの緊迫した空気の中に、神崎さんはあっさり入ってきた。

　なんか……すごい。神崎さんのこのマイペースさ。でも、おかげで助かった。

　私は慌てて資料をまとめて、会議室に行く準備をする。

　遠巻きに見ていた一部の人たちも、それぞれ仕事に戻っていく。

　それなのに真壁さんだけはその場から動かずに、今度は神崎さんに向けて口を開いた。

「神崎君、藤原君はしばらく不在だから、私がフォローに入るわ」

「そう」

　神崎さんは興味なさそうに答える。

　その態度にイラ立ったのか、真壁さんは強い口調で言った。

「打ち合わせは私も出るわ。それから、今後は話の邪魔をしないでね」

「話？」

「広瀬さんとの会話に割り込んだでしょ？　いい加減に、その空気の読めなさ改めたら？」

　驚くほど嫌味な言葉を吐かれたのに、神崎さんは怒ることも傷ついた様子もなく、余裕の笑みで応えた。

「真壁も空気読めないだろ？　いい加減、藤原につきまとうのやめたら？　それに仕事中にくだらない真似やめたら？」

　唖あ然ぜんとする私の前で、真壁さんは目を吊り上げる。

　すごく怒ってる！

　それでも真壁さんは、しばらくすると勝ち誇ったように笑った。

「神崎君、今日はずいぶんとしゃべるのね。さっきの態度といい、もしかしたら広瀬さんのこと気に入ってるの？」

「えっ!?」

　真壁さんのとんでもない発言に、私は高い声をあげてしまう。

　神崎さんは、そんな私を面倒そうな目でチラッと見てから、真壁さんに言った。

「そうだけど？　付き合ってるし」

「……ええっ!?」

　あまりに衝撃が大きくて、今度は真壁さんと一緒に叫んでしまった。

　つ、つ、付き合ってるって!?　私と神崎さんが……？　私たち、いつの間にそんな関係になってたの？　夢の中では完全に恋人同士だったけど現実は違うよね？

　昨日までの神崎さんは素っ気なくて、私になんて少しも興味なさそうだったのに、それなのにどうして……。

　頭の中は疑問でいっぱいで、それ以降の神崎さんと真壁さんの会話なんて少しも聞こえてこなかった。

　朝の打ち合わせを済ませると、デイリー業務にとりかかる。

　でも、〝付き合ってる宣言〟のせいで皆がチラチラ見てくるし、私だってまだ衝撃から抜け出せないまま落ち着かなくて、なかなか仕事が進まない。ケアレスミスもしてしまったみたいだ。

「広瀬さん、ここの数字間違ってるから直して。あとここも」

　神崎さんに淡々と注意され、書類を突き返された。

「ちゃんと集中してやれよ」

　呆れたような声、冷ややかな視線。

　な、何？　この冷たさは。いや、冷たいのはいつも通りだから、神崎さん的には普通なんだろうけど。でも、今の私に集中なんてとても無理！

　というより、ここまで平常心を乱さない神崎さんが、逆に不思議だ。

　さっきのあのセリフはなんだったの？

『付き合ってる』

　確かにそう言ったよね？　あれは白昼夢なんかじゃないはず。

　でも、今目の前にいる神崎さんはどう見ても〝他人〟って感じで、付き合ってる気配なんて微み塵じんもない。

　一体あれはなんだったんだろう……モヤモヤして仕方ない。

　悩んでいるうちにいつの間にか昼休みになったようだ。気づけば商品管理部のフロアから人気がなくなっていた。

　とりあえず私も食事に行こうと立ち上がると、神崎さんに呼び止められた。

「広瀬さん」

「はい！」

　意識していることがバレバレな、上うわ擦ずった声が出てしまう。

　対して神崎さんは『ここの数字間違ってる』って言った時とさして変わらない、とても平坦な声で言った。

「昼、一緒に食べないか？」

「え？　……は、はい！」

　まさかこんな急に誘われるなんて！

　心臓が跳ね上がるのを感じながら、それでもコクコクと何度も頷く。

「じゃあ、ちょっと歩くけど『紫し藤とう』でいい？　あそこなら話しやすいし」

『紫藤』は会社から十分ほど歩いた所にある創作料理の店。テーブルの配置はゆったりしていて隣の席の会話が聞こえづらいから、確かに話しやすい場所だと思う。

　ランチに誘ってきて〝話がある〟って、なんだか本当に付き合ってるみたい。真壁さんに私のこと、気に入ってるって認めたこと、もしかして本当なの？

　話って……もしかしたら改めて〝付き合おう〟って言ってくれるのかな？

　期待を膨らませながら、後ろを振り返ることなく無言で歩く神崎さんについて、『紫藤』に向かう。

　オフィスビルが並ぶ通りから少し離れた『紫藤』は昔ながらの日本家屋といった造りで、どこか懐かしい感じがする。

　神崎さんが木でできた引き戸を開き、ふたりで店に入る。中はまだそれほど混んでいなくて、窓際の、わりといい席に案内してもらえた。

　向かい合わせに座った途端、神崎さんが少し険しい顔で言った。

「しばらく藤原に近づくなよ」

　え……普段クールな神崎さんが、こんな束縛するようなことを言うなんて。

　思わぬ発言に少し驚きながらも、私は素直に頷く。

「それから少し噂されるかもしれないけど、嫌でもいちいち大げさな反応するなよ」

「噂って？」

「俺たちが付き合ってるって噂」

「あ、そ、そうですね」

　真壁さんにあんなにはっきり宣言しちゃったし、今頃は会社内に知れ渡ってるかもしれない。すでに商品管理部内では注目の的だし。

　よく考えたらかなり恥ずかしい……でも嫌じゃなかった。だって……。

　神崎さんを見つめると、だるそうな仕し草ぐさでお冷を口に運んでいる。そんな様子も素敵で、見入ってしまう。

　こんなカッコいい人と付き合えるなんて……嬉しくてつい口元が綻んでしまう。

　私の視線に気づいたのか、神崎さんはグラスをテーブルに置きながら言った。

「まあ藤原と噂になるよりはマシだろうけど」

　藤原さん？

　確かに藤原さんと噂になったら、彼のファンの女性たちに冷たい目で見られて、今朝以上の大変なことになりそうだ。小心者の私は出社拒否になってしまいそう。

「あの、本当にありがとうございました。真壁さんから庇かばってくれて。それに付き合ってるって宣言、私びっくりしたけど嬉し――」

「別に。毎朝、目の前で面倒な修羅場を見せられるよりマシ」

　神崎さんは、感謝と想いを込めた私のセリフを遮ってドライに言う。

　面倒？　マシ？

　な、なんか神崎さん、オフィスでの態度と変わってないような……。これって、一応ランチデートじゃないの？

　首を傾げる私を見もせずに、神崎さんは感情のない声で言う。

「二ヶ月もすれば噂なんて消えるだろ？　そのあとは好きにすればいいけど、藤原は望み薄いかもな。でもまあ頑張って」

　え、藤原さんと好きにすればいいって？　それに『頑張って』って？

　夢とは違い、甘さの全くない神崎さんの言葉。

『付き合ってる』って宣言したばかりなのにどういうことなの？

「あの……私と付き合ってるって言ったのは？」

「女の嫉妬を抑えるには、ああ言うのが一番だろ？」

「じゃあ、あれはお芝居だったんですか？」

「当たり前だろ？　当分藤原と仕事しないといけないし、毎回、目の前であんな騒ぎ起こされたら大変だし……ほかに何があるわけ？」

『何があるわけ？』って……そんな真顔で聞かなくても！

　私……あまりに恥ずかしすぎる。よく考えなくたって、私と神崎さんが付き合ってるわけないのに。

　こんな勘違いして、しかもかなり浮かれちゃって、バカみたい……神崎さんは私のことを気に入ってなんかいなかったんだ。

　運ばれてきた食事に手をつける気にもなれず、うなだれる。

「広瀬さん、大丈夫？」

　がっかりする私の気持ちなんて知りもしない神崎さんは、不思議そうに言う。

　全然大丈夫じゃないけど、真実なんて言えるはずもなく、私は作り笑いを浮かべるしかなかった。

「大丈夫ですよ、ちょっとぼんやりしちゃっただけです」

「そう」

　神崎さんはあっさり相あい槌づちを打つと、注文した日替わりランチを食べ始める。まるでひとりで食べに来ているみたいに、私に話しかけることも、目を向けることもない。

　状況的にも気持ち的にも置き去りにされた気分。告白もしていないのに、まるで失恋してしまったようだ。

　ああ、しばらく立ち直れそうにない。




　それから、私と神崎さんが付き合っているという噂は、あっという間に広がった。

　好奇の視線を感じたりはしたけれど、真壁さんが突撃してきた時のようなピンチはなくて、少し気まずいのを除けば、落ち着いた毎日だった。




　十月中旬のある日。

「ねえ、本当に神崎さんと付き合ってるの？」

　ランチを食べに来た定食屋の片隅で、私は執しつ拗ような尋問を受けている。

　いつもは社食を利用しているから、周りに聞こえないようあまり込み入った話はできないけど、ここなら安心して内緒話ができる。

　今、目の前に座っているのは、同期入社で設計部勤務の大おお塚つか真ま希きちゃん。

　身長は私と同じ百五十五センチと小柄なのに、手足が長いせいかとてもスタイルがよく見える。小さな顔に大きな目。ショートカットの、人目を惹ひく美人だ。

　サバサバした性格の真希ちゃんと、はっきりものが言えない私は、タイプは違うけれど、それが逆によかったのか気が合って、プライベートでもよく遊ぶ関係。

　真希ちゃんは、今回の私たちの噂が信じられないらしく、しつこく事情を聞いてくる。

「神崎さんって、彩がいつも言ってる理想の男と、全然タイプ違うよね？　なんで付き合う気になったの？」

「それは……」

　真希ちゃんの言う通り、神崎さんは私のタイプじゃない。私が好きなのは優しくて明るくて、思いやりのある人。

　神崎さんのイメージはクールでひとりが好きで……正反対というくらい違う。

　答えられないでいると、真希ちゃんが急かすように言った。

「どっちから付き合おうって言ったの？」

「え……」

「もったいぶらなくてもいいでしょ？　早く教えてよ」

　せっかちな真希ちゃんは待ち切れないのか、身を乗り出してくる。

　私はなるべく早口を心がけ、「実は……」と今回の成り行きを説明した。




「なんだ、偽装か」

　説明をすべて終えると、真希ちゃんはつまらなそうに言った。

「そんなことかなって予想はしてたけど」

　さっきの態度は、そんな風に見えませんでしたけど。

　私の半ば呆れた視線に気づかず、真希ちゃんは日替わり定食の焼き魚を、器用にほぐしながら語った。

「神崎さんってさ、今じゃ影薄いけど、入社当時は藤原さんと並ぶくらい目立ってたんだって」

「そうなの？」

「うん。総務の前まえ川かわさんに聞いたから間違いない」

　総務部の前川さんは社歴二十年の超ベテランの女性社員で、会社のことなら大体なんでも知っている。

　そんな人と交流があるなんて、さすがは人脈の広い真希ちゃん。

　感心してると、真希ちゃんは流暢に話を続けた。

「藤原さんと神崎さんは、同期入社でしょ？　ふたりとも将来を期待されたエリートで、結果もどんどん出してたけど、ある時を境に神崎さんが脱落したの。本社営業部から横浜支社へ異動になって、そこでも営業じゃなくて仕入れ業務担当。本社でも支社でも出世するなら営業部って言われている中でだよ。前川さんの話じゃ、相当なミスをして左遷されたんだって」

「そんな……」

　あの仕事のデキる神崎さんが左遷？　信じられない。

　でも以前すごく不機嫌な顔で、『営業なんて興味ない』って言っていたのを覚えている。

　あれは過去に何かあったからなの？

「ミスって、具体的に何をしたのかな？」

「さあ。極秘にされたみたいで、前川さんも知らないんだって」

「前川さんが知らないなんて」

「それだけデリケートな問題だったんだよ。でもね」

　それまで声を潜めていた真希ちゃんが、突然語気を強めた。

「今回本社に戻ってきたのは、もとの出世コースに復帰するからじゃないかって、言われてるみたい」

「そうなの？」

　ホッとして私も声が高くなってしまう。

　過去にミスをしたのかもしれないけど、きっとそのあとの活躍が認められたんだ。

　なんだか自分のことのように嬉しかったのに、続いた真希ちゃんの言葉で一気に気持ちが沈んでしまった。

「神崎さんはいずれ、商品管理部から営業に異動するだろうね」

　異動か……神崎さんが営業部に行ってしまったら、たまにしか顔が見られなくなる。

　今みたいに目の前の席に座っていて、時々ミスを注意されたり、面倒臭そうにしながらも、私が知らなかったことを教えてくれたり、助けてくれたり……そんなことすべてがなくなっちゃうんだ。

「……彩、もしかして神崎さんのこと本当に好きなの？」

「えっ!?」

　私の気持ちはまだ言ってなかったのに、どうして早速バレてるの？

「彩、わかりやすいから。〝神崎さんと離れたくない〟って顔に出てたよ。そんな調子じゃ、神崎さんも気づいてるんじゃない？」

「えっ、それはないでしょ？」

　だって神崎さんの態度にはなんの変化もないもの。常に冷静で淡々としていて。

「それなら告白してみれば？」

「は？　な、何言ってるの？　無理だよ！」

「どうして？　偽装とはいえ、表向きは付き合ってるんだし、今がチャンスでしょ。嘘ついてまで真壁さんから守ってくれたのは、彩を本当に気に入ってるからかもしれないし」

「でも、いくらなんでも急すぎるでしょ？　神崎さんが異動してきて、まだ三ヶ月だよ？」

「関係ないよ。それに彩、前の彼氏とは、積極性が足りなすぎて『つまらない』って言われてダメになったんでしょ？　『もう同じ失敗はしたくない』って言ってたじゃない」

「言ったけど……」

「神崎さん、実は密かに人気があるんだよ。近寄りがたい雰囲気だから、今はまだそんなに目立ってないけど、あの外見でしょ？　そのうちもっと人気者になるよ。そうなった時、たくさんライバルがいる状況で選ばれる自信あるの？」

　そんなのあるわけがない。

　でも……告白しても失敗する可能性はかなり高いし、そうなったら気まずくなるし。

　でも……真希ちゃんの言うように、ほかにも神崎さんを好きって子が、現れるかもしれないし。

　頭の中は〝でも〟ばかりで、自分でも嫌になるくらいだった。

　ひとりで悩んでいるうちに、あっという間に夜になった。

　今日は、月半ばの金曜日に毎月行われている、別府部長開催の飲み会の日だ。

　いつもと同じ居酒屋で、同じ場所に座っているのに……今夜は様子が違っていた。普段なら別府部長の隣に座らされ、あらゆる面でのダメ出しを受けて、疲弊しているはずだけど……今、私の隣に座っているのは神崎さん。

　別府部長はすっかりでき上がった赤い顔で、正面から私たちをニヤニヤしながら眺めている。

　絶対変なこと妄想されてそう。

　気味の悪さにげんなりする私の横で、神崎さんは顔色も変えずに、別府部長の相手を務めている。

　こういうところ、すごいと思う。心の中では『面倒』って思ってるはずなのに、少しも表に出さないんだもの。

　チラリと横目で見る神崎さんの顔は、いつも以上に素敵に見える。

　告白……どうしよう。結果はダメでも気持ちを伝えたほうがいいのかな。失敗した時のことを考えると怖いけど……。

　そんなことを夢中になって考えていた私は、別府部長の大声で一気に現実に戻された。

「広瀬、お前さっきから神崎をチラチラ見てばかりだな。そんなに神崎が好きか？」

「えっ!?　……あ、あの……」

　し、信じられない。こんな大勢の前で、大声でなんてこと言うの？　しかも、神崎さん本人の目の前で！

　あまりに恥ずかしいし、別府部長のデリカシーのなさに、頭がくらくらするほどの憤りを感じる。

　でも周りの皆はひやかすように笑っていて、深刻になっているのは私だけだ。

　神崎さん本人は、別府部長の言葉なんか全く気にしていないようで、涼しい顔でグラスを口に運んでいるから、別府部長に怒ることも、神崎さんに弁解することもできない雰囲気。

　いたたまれなさに、走ってこの場から逃げたくなるけど、そんなことをしたら変に思われる。何も動きがとれなくて、ただうつむくことしかできない。

　私が何も言わないからか、別府部長は神崎さんが席を外した途端、さらに調子づいて迫ってきた。

「あとで神崎に可愛がってもらえよ。俺が言っておいてやるから」

　こ、これって完全にセクハラだよね？

　無神経な発言にいやらしい目つき。今ほど別府部長が嫌になった瞬間はない。

　怒鳴ってしまいたい……でもここで私が暴れたら、神崎さんにも迷惑がかかる。それにこんな気持ちになっても、私には人と言い争う勇気がない。

　どうしようもなくて、私はテーブルの上のグラスを手に取り、一気に飲んだ。

　もう酔っ払ってしまおう。別府部長も、何も言えない情けない自分も、消してしまいたい。

　ゴクゴクと飲み干すと、目の前が霞かすんできた。頭がぼんやりする。そのぶん、他人の目は気にならなくなった。

　この調子で……そう思い、もうひとつのグラスを取ろうとすると、不意に伸びてきた手に止められた。

「もうやめておけよ」

「神崎さん……」

「ちょっと外しただけなのに、なんでこんなことになってるわけ？」

　神崎さんは相変わらず淡々と、少し呆れた顔をして言う。

　その顔を見ていたら泣きたくなってしまった。

　なんとかこらえていると、神崎さんは別府部長に向けて言った。

「すみません、俺たち先に帰らせてもらいます」

「そうか。いいぞ、広瀬も早く帰りたそうだしな。今日は金曜だし、ゆっくり泊まっていけよ」

　笑いを含んだ別府部長の声。

　嫌悪感で眩め暈まいを起こしそうな私の背中に、力強い腕が回る。

「お気遣いありがとうございます」

　神崎さんの余裕の声が聞こえる。

　それからすぐに、私たちは皆の注目を浴びながら宴会場を出た。




　こうやって神崎さんに手を引かれながら、夜の道を歩くのは二度目だ。あの時もドキドキしたけど、今はもっと鼓動が速い。

　神崎さんは、駅への道の途中にある公園に私を連れていき、空あいていたベンチに座らせた。

「飲みすぎだろ？　強くないのに」

　神崎さんが長身を屈めて、私の顔を覗き込む。

　心配してくれているのか、その声はいつもよりちょっとだけ優しい気がする。

「だって別府部長が変なことばかり言うから」

「だからヤケになって飲んだって？」

　頷くと、神崎さんは小さく笑った。

　それは仕事中には見たことがない顔で、まっすぐ見つめられていることも合わさってさらに鼓動が速くなる。

「あんなの真に受けることないだろ、適当に流しとけよ」

「そ、そんなこと言われても私には……」

　神崎さんみたいに顔色も変えず、冷静でいられない。それに別府部長は悪酔いしてるわりに、図星をついてくるし……。

「神崎さんは嫌じゃないんですか？　好き勝手言われて」

「別に。別府部長が酒に呑まれるのはいつものことだし」

　神崎さんは少し距離を置いて私の隣に座った。その整った横顔からは、今何を思っているのか読み取れない。

「あの人も相当なストレスを抱えてるみたいだから、あれが気晴らしなんじゃないか？」

　確かに別府部長は私たち商品管理部の窓口となって、他部署からのクレームを受けたり、交渉したりで大変だとは思う。でも、それでもやっぱりさっきみたいなのは嫌だ。

　そんな気持ちが顔に出てしまったのか、神崎さんは困った顔をして言った。

「言わなきゃよかったな」

「え？」

「真壁に『付き合ってる』なんて、嘘言わなきゃよかったな。あの時は藤原と噂になるよりはいいだろうと思ったけど、広瀬さんにとってはよくなかったな」

「そんなことないです」

　よくないなんて、一瞬だって思わなかった。

「でも、別府部長のひやかしも流せないくらい気にしてるんだろ？」

「それは……」

　確かに適当に流せないけど、ついムキになってしまうのは、私の気持ちが本物だからだ。

　私は神崎さんともっと近づきたい。本当に付き合えたら幸せなのに。この気持ち、神崎さんに言ってしまおうか。

　告白なんてできないと思っていたけど、気持ちがどんどん大きくなって、苦しくて仕方ない。素直に想いを伝えたい。

「神崎さん！」

　気づけば大きな声を出していた。

「何？」

　神崎さんは怪訝な顔で私を見る。

　神崎さんの黒いキレイな瞳と目が合う。

　周りの音なんて一切聞こえなかった。自分の心臓の音だけがうるさく聞こえていて、胸が苦しい。急激に膨らんだ想いは止められなかった。

「私……神崎さんが好きです」

　緊張で声が震えた。

　神崎さんが信じられないといったように瞠どう目もくする。

　やっぱり私の気持ちなんて、少しも察してなかったんだ。突然の告白に戸惑って、困ってるかもしれない。

　ああ、どうしよう。自分の中で勝手に盛り上がって告白したけど、答えを聞くのが怖くて仕方ない。

　頭がクラクラして、『もう倒れそう』って思ったのと同時に、神崎さんがようやく口を開いた。

「本気で言ってる？」

　神崎さんは、いつもは関心なさそうな目で私を見るけれど、今は違っていた。まっすぐに私の目を覗き込んでくる。

　その目に捕らわれた私は身動きがとれなくて、小さな声を出すのが精一杯だった。

「ほ、本気です」

「だったら、付き合ってみる？」

　神崎さんはそう言うと、私のわずかな反応も見逃さないように、見つめてくる。

「え？」

「本当に付き合ってみるかって、聞いてるんだけど」

　神崎さんは私の耳の辺りに手を伸ばしてきて、顔を逸らせないようにした。

　こんな反応が返ってくるとは思ってなかったから、もうどうすればいいのかわからない。それでも、夢中で何度も頷いた。

　神崎さんは小さく笑うと、そのまま顔を近づけてきた。唇が触れそうな際どい所で止まる。

「……っ！」

　あまりの緊張で息もできない。顔に熱が集まって、熱くてどうかしてしまいそう。

　もう声も出ない私に、神崎さんは今まで聞いたことのないような、低く甘い声で囁いた。

「今から恋人ってことで」

　急展開に、頭はついていけない。

　まるで夢のようなフワフワした気持ちのまま、神崎さんの魅惑的な微笑みを見つめていた。










今から恋人？




　予想外の展開と、無理なお酒のせいか、その夜の記憶は飛び飛びだった。どうやって家まで帰ったのか覚えていない。

　気がついたら自分の部屋で、ズキリと痛む頭に顔をしかめながら、窓から差し込む柔らかな光を眺めていた。

　頭がはっきりしてくると、思い出すのは神崎さんのこと。

『付き合ってみる？』

　あの言葉、本当に現実なのかな？

『今から恋人ってことで』

　気持ちが通じたってこと？　なんだか信じられない。望みなんてなさそうだったのに。

　あの時、喜びと緊張と興奮でろくに話もできなかったけど、少し落ち着いた今、後悔し始めた。

　告白したら応えてくれたけれど、神崎さんの気持ちは言葉で聞いていないから。

　私のこと、本当に好きって思ってくれてるのかな？　それとも、お酒の勢いで『付き合おう』って言っただけ……？

　あれこれ考えると不安になってしまう。どうして私は、もっとちゃんと神崎さんの気持ちを聞かなかったんだろう。

　神崎さんと話したい……そう強く思って気がついた。私、神崎さんの連絡先を知らないんだって。

　スマホのアドレスを交換していなかった。

　それで恋人同士だなんて、ありえないよね。

　そんなことを考えていると、着信音が鳴り響いた。確認すると、知らない番号が表示されている。

　これって、もしかして……！

「もしもし」

『広瀬さん？』

　大きな期待を込めて出ると、聞こえてきたのはクールで落ち着いた、神崎さんの声だった。

「は、はい！」

　ベッドの上で思わず正座をしながら答える。

　緊張と喜びで胸がドキドキする。休日にかかってきたこの電話が、昨夜の出来事が夢じゃないんだって、教えてくれるから。

『今、話せる？』

「はい！　あの……神崎さん、私の番号よくわかりましたね？」

『一応上司だから。部内の社員の連絡先は知ってる』

　そうなんだ……よかった、神崎さんが上司の立場で。おかげでこうやって休みの日に話せるんだから。

『今日空いてる？』

「え？」

『少し会わない？』

　こ、これってもしかしてデートのお誘い？　まさか……まさか神崎さんから誘ってくれるなんて！

　予想外のことに信じられない思いでいると、神崎さんの声が聞こえてきた。

『用事があるならいいけど』

　え、ちょっと待って！

　仕事で決断力があるのは知ってるけど、こういう状況の時はもう少し感動する時間を与えてほしい。

　とはいえ、そんな悠長なことを言ってたら、あっさり電話を切られそうな気がしたから、急いで答える。

「あ、空いてます、大丈夫です」

「そう。それじゃあ、夕方の四時頃に迎えに行く」

「家にですか？」

「そう。住所教えて？」

　神崎さんに促され、私は住所と目印になる店を伝える。

「了解」

　神崎さんはそう言うと、ほかに余計なおしゃべりは一切せずに電話を切ってしまった。

　なんか……あまり優しくない？　付き合っても、ドライなのは変わらないのかな？

　気にはなったけど、まあとにかく夕方になれば神崎さんに会える。しかもデートだ。楽しみで仕方ない。




　起きたのが昼過ぎと遅かったせいもあるけど、四時なんてあっという間で身支度の時間が足りないくらいだった。

　ブラウンのミディアムヘアは、いつもより念入りに整え、メイクを少し濃くしてみた。服は、散々悩んでオフホワイトのワンピースの上に、柔らかな素材の黒いニットコートを着ていくことに決めた。

　いつもより大人っぽい雰囲気だけど、神崎さんとのバランスを考えると、こんな感じかなって思って。

　四時五分前に、神崎さんから到着の連絡が来て、私は張り切って家を出た。

　自宅の近くまで車で迎えに来てくれた神崎さんの姿は、私の想像と違っていた。

　黒いセーターと濃い色のパンツ、オフホワイトのスエード素材のブルゾン。ひとつひとつは上質で落ち着いた物なのかもしれないけど、第一印象は〝結構派手〟だった。

　仕事中のイメージとは違うけどカッコいい！

　オフィスでのシックなスーツ姿しか見たことがなかったから、新鮮な気持ちになる。

　つい見とれてしまっていると、神崎さんが私の視線に気づいて言った。

「何？」

「あ、あの、私服だと雰囲気が違うなと思って」

「そう？　広瀬さんはいつもと変わらないな」

　え……一応、服もメイクも念入りに、頑張ってきたつもりなんですけど。私のことも『いつもと違う』って、思ってほしかったんだけどな。

　ちょっと残念だったけど、プライベートの神崎さんをこうして知ることができるのはすごく嬉しい。

「乗って」

　神崎さんの車は黒のＳＵＶ。こういうのが趣味なんだ。

　助手席に座れることも感動的。少し緊張しながらシートベルトをすると、神崎さんは車を発進させた。

　車は大通りに向かい、そのままスピードを上げていく。

　車内に流れる音楽は今一番売れている女性歌手の歌で、神崎さんがこういう流は行やりの音楽を聞くことも意外だった。

　考えてみれば私、神崎さんのことをほとんど知らないんだ。

　出会ってまだ三ヶ月ちょっとで、気になりだしてからはもっと短いから仕方ないけど。それでも、この〝好き〟って気持ちは本当だ。神崎さんの気持ちはまだよくわからないけど、これから少しずつ近づいていきたい。

「どこか行きたい所はある？」

　それまで黙って運転していた神崎さんが突然言った。

「え、いえ特には……」

　私は、こうやって神崎さんといられるだけで幸せだから。

「やりたいことは？」

「私は特にないです、神崎さんは？」

「……少し遠いけど、知り合いがやってる店があるんだ。そこに行ってみる？」

「は、はい！」

　いきなり知り合いのお店に連れていってくれるの？

「海の近くを通るんだけど、まだ時間もあるし、海にも少し寄っていく？」

「は、はい！」

　神崎さんと海に行くなんて！

　幸せ……それから神崎さんの知り合いに会うなんて、嬉しいけど緊張する。

　どんな知り合いなんだろう。なんのお店なのかな？

　会社では知ることのできない神崎さんの姿は、何もかもが新鮮で胸が高鳴る。




　初デートはとても楽しかった。

　ドライブをしながら少し話もできたし、海はキレイだったし、知り合いのイタリアンレストランのパスタはとても美味しかったし。

　神崎さんは、私に酔わない程度の軽めのワインを勧めてくれて、それも飲みやすくて好みの味だった。

　でも、思い返すとなんだかやけにあっさりしていた……気がする。何かもの足りないような。

　しばらく考えて、それは恋人同士のようなムードが、全然なかったからだと思い至った。

　相変わらず微妙な距離があるというか……神崎さんは、会社にいる時のようなクールな態度で、昨日の夜、『今から恋人ってことで』って囁いた時の、頭がクラクラしてしまうような甘さは全く感じなかった。

　会話もイマイチ盛り上がらなくて、『私のこと、本当に好き？』だなんて、とても言いだせる雰囲気じゃなかった。

　……私の何かが気に入らなかったのかな？　だからテンションが下がっちゃったとか？

　緊張してあまり話せなかったけど、神崎さんが引いちゃうような失敗はしていないはずなんだけどな。まさか早速『別れたい』って思われてるとか？　……そんなの嫌すぎる！

　楽しかった余韻と、浮上してきた不安。正反対の感情を抱いたまま、眠りについた。




　その夜も神崎さんが夢に出てきた。

　夢の中の神崎さんは優しくて情熱的だ。私を〝彩〟って呼んで抱き締めてくる。

　何度も唇を重ねて、私の意識が朦もう朧ろうとしてくると、大きなベッドに押し倒された。

　えっ？

　今までこれ以上先に進んだことはない。

　神崎さんに組み敷かれながら、夢の中の私は慌てて抵抗する。決して嫌じゃないけど、突然すぎて。

　抵抗できないほど強い力で身体を押さえられた時、目が覚めた。

　……やっぱり私、欲求不満なの？　この夢は願望なのかな。現実で一応恋人になったから、夢も先に進んだとか？

　神崎さんと近づきたい。抱き締めてもらいたい。キスしたい……その先も。

　月曜日。

　私は真希ちゃんの急な誘いを受け、『紫藤』に飲みに来ている。

　月曜日から飲むことはあまりないんだけど、商品管理部の飲み会で、私と神崎さんがふたりで消えたことを真希ちゃんが聞きつけたらしい。

　何があったか早く話せと、急かされる。

「金曜だから『ゆっくり泊まっていく』って宣言したんだって？」

「それは別府部長が言ったんだからね！」

「そうなの？」

「そうだよ。皆酔っ払ってたし、適当なこと言ってるんだよ」

「ふ～ん。でもふたりで帰ったのは、本当なんだよね？　何かあった？」

　真希ちゃんの言葉に頷いてから、私は金曜からの出来事を話し始めた。

「じゃあ告白できたってこと？」

　真希ちゃんは声を高くして言う。

「うん、言ったよ」

「すごいじゃん！　あんなに『でも……』とか言って、ウジウジしてたのに」

　真希ちゃんは目を輝かせて、とても嬉しそうに笑う。

「うん……まあ」

　お酒と別府部長のせいで感情的になっていたのと、あの時の神崎さんの顔を見ていたら、つい……。

「うまくいってよかったね」

「うん……でも」

　浮かない顔をする私に、真希ちゃんは顔をしかめた。

「また、『でも』なの？」

　真希ちゃんは〝でも〟とか〝だって〟とかグダグダ言うのを嫌がる。

「ごめん。でも、うまくいったって言い切れない気がして」

「どうして？」

「なんか態度が……金曜の夜は、突然距離が縮まって嬉しかったんだけど、土曜になったら神崎さんがいつも通りに戻っちゃったの。私を見る目も冷めてる感じで……言葉も少なかったし」

「それは不思議だね……なんでだろ？」

　真希ちゃんは首を傾げる。

「神崎さん、やっぱり私と付き合うの、嫌になったのかな」

「今日はどんな感じだった？」

「前と変わらない。〝プライベートは全く関係なし〟って感じで、会話といえば材料の手配もれが見つかって怒られたことくらい」

　ふとした拍子に目が合って微笑み合うとか、オフィスラブっぽい雰囲気は微塵もなかった。

「神崎さんってわかりづらい人だね」

「真希ちゃんもそう思う？」

「うん、それでも状況を聞いて、考えられることはあるけど」

「何!?」

　ぜひとも教えてほしい！　身を乗り出して聞こうとする必死な私に、真希ちゃんは少し引きぎみになって言った。

「ええと……金曜は酔っ払ってたこともあり、ノリで『付き合ってみようか』という気になった。でも朝起きて冷静になったら、『やっぱ違うかも』って気分になった。だからといって、いきなりフるのも悪いから、今は様子を見てる」

「……様子って？」

「だから、少し様子見て、彩が思ったよりよかったら付き合い続けようかな、とか思ってるんじゃないの？」

　そ、それって私の状況、限りなく危うくない？

『付き合おう』って言ったのが、酔っ払いのノリだったとしたら……。神崎さんはちっとも酔ってる感じじゃなかったけど、顔に出ないタイプなのかもしれないし。

　土曜からのドライな神崎さんを見てると、真希ちゃんの予想が当たってる気がしてくる……。

「ねえ、今の話はあくまで憶測だからね。本当は別の理由があるかもしれないし、ちゃんと本人に聞いてみなよ」

　肩を落とす私に、慌ててフォローする真希ちゃんの声が遠くで聞こえた。




　いろいろとショックを受けたせいか、つい飲みすぎてしまったみたい。

　起きた途端、頭がガンガンして、耳鳴りがする……完全な二日酔いだ。まだ火曜日だっていうのに。

　頭痛プラス寝不足で、だるい身体を無理やり動かして身支度する。

　鏡に映る疲れた肌を見ると、ため息がもれた。メイクの乗りも悪くてテンションが上がらない。

　そして、デートの夜から一度も連絡をくれない神崎さんのことを考えると、さらに気持ちが沈んでいく。

　私、どうすればいいんだろう。真希ちゃんが分析したように、神崎さんが私との付き合いを悩んでいて、今がお試し期間だとしたら、もっと頑張らないといけないのに、恋愛経験値の低い私には何も思いつかない。『このままじゃ終わってしまう』って焦るばかりだ。

　具合が悪いから、余計にネガティブ思考になっちゃうのかも。でも、とにかく会社に行きさえすれば神崎さんに会える。

　どんな時でも必然的に顔を合わせることになるのは、社内恋愛のいいところでもあり、悪いところでもある。

　今の私にとっては、大きなメリットだ。盛り上がらない関係でも、いつの間にかフェードアウトって結末だけは、避けられるから。




「おはようございます」

　いつものように、挨あい拶さつをしながら自分の席に向かう。

　神崎さんはまだいないはず。私より出社は早いけど、席に着くのはいつも九時直前だから。

　そう思っていたのに、今朝は違っていた。神崎さんは席に着いていて、その周りを数人が囲んでいる。

　メンバーは営業部の藤原さんと、真壁さん。それから真希ちゃんのいる設計部の男性社員。最後のひとりは見たことがない女性だった。

　誰だろう。何をしてるんだろう。

　雰囲気的には和気あいあいとしていて、仕事の打ち合わせではなさそうだ。

　なんとなく近寄りがたさを感じながら、ソロソロと近づいていく。別に私がコソコソする必要はないけど、楽しそうにしている皆の邪魔をしたくないし。

「広瀬さん、ずいぶん遅いのね」

　私の気遣いは必要なかったようで、真壁さんがいきなり話しかけてきた。しかも少し嫌味っぽい。

「おはようございます」

　げんなりしながらも顔に出さないようにして挨拶をすると、なぜか真壁さんはニヤリと笑った。

「そういえば、広瀬さんは面識ないわね。紹介するわ、設計部の近こん藤どう君」

　真壁さんは、真希ちゃんの先輩にあたる男性に視線を送る。近藤さんは眼め鏡がねをかけた知的な印象の人だった。

　営業部や商品管理部の男性社員は基本スーツだけど、設計部は製造現場に行くことが多いから、『クレイ・コーポレーション』と印字されたブルーのジャンパーを羽織っている。

「近藤です。広瀬さんとは一度電話で話したことがあったよね」

　意外にフランクな口調で近藤さんは微笑んできた。電話で話した記憶は正直ないけど、話しやすそうな人だと思った。

「広瀬です。設計部の皆さんには、いつも無理なお願いばかりしてしまって――」

「広瀬さん！　もうひとり紹介するわ」

　近藤さんに話しかけていた私を、真壁さんの張りのある声が遮った。

　黙る私に、真壁さんはやけに楽しそうな顔をして、私にとって初対面の女性を紹介してきた。

「彼女は朝あさ井いまどかさん。総務部勤務よ」

「総務部？」

　総務には決裁文書の提出や立替交通費の精算で時々行くけど、彼女の顔は見たことがなかった。

「商品管理部の広瀬です。よろしくお願いします」

「よろしくお願いします」

　挨拶をしつつ改めて見ると、朝井まどかさんは、かなりキレイな女性だった。

　真壁さんみたいな派手さはないから一見目立たないけど、清楚で上品な雰囲気がある。

　奥二重のすっきりした目元に、薄い唇。彼女が動くたびに艶つややかな黒髪が肩の上を滑る。背はそこそこ高いけど色白で華きゃ奢しゃなせいか、とても儚げな印象だ。歳は私より少し上、二十代後半くらいに見える落ち着いた雰囲気の美人。この人が総務にいたら覚えているはずだと思うけど、どうして今まで見かけなかったんだろう。

　不思議に思っていると、また真壁さんの声がした。

「朝井さんは西にし東とう京きょう支社勤務だったんだけど、今月付けで転勤してきたの。もともとは本社勤務だから神崎君と同じ出戻りよ。私と藤原君、それと神崎君と近藤君も入れて皆同期だから、久しぶりって懐かしんでたの」

「そうなんですか」

　だから楽しそうに話してたのかな？

　同期ってやっぱり結束するものね。私だって真希ちゃんはもちろん、ほかにも仲良くしている同期がいるから、この五人の関係は理解できた。

　神崎さん、あまり社内の人と仲良くしないで孤立ぎみって思ってたけど、そんなことなかったんだ。

　ホッとしたような気持ちになる。チラリと窺うかがい見る神崎さんは、いつもと同じクールな顔をしている。

　私のほうが微笑みそうになったけれど、次に続いた真壁さんの言葉で、一気に心も身体も強張った。

「朝井さんは昔、神崎君と付き合っていたのよね。ふたりとも特別に懐かしいんじゃないかしら」










彼と元彼女と嫉妬




　神崎さんと朝井さんが付き合っていた？

　言葉を失う私に、真壁さんは満足そうに微笑んだ。

「広瀬さんとしてはちょっと複雑かしら。昔の彼女ってやっぱり気になるものなの？」

　真壁さんの言葉が嫌がらせなのは明らかだ。藤原さんとの誤解は解けたはずなのに、なぜだか意地悪な態度は変わらない。どうやら、私はすっかり嫌われてしまったみたいだ。

　このまま黙っていたら、真壁さんの嫌味はエスカレートするだろうと思いつつも、明かされた事実が衝撃的すぎて、ろくに返事をすることができない。

　だって、こんなに女らしくてキレイな朝井さんが、神崎さんの元彼女だなんて。そんな人が近くで仕事をするなんて……嫌だ……不安で仕方ない。

　ドクドクと心臓の音が頭に響いているようで、気分が悪くなる。

「広瀬さん？」

　真壁さんに呼びかけられても応えられないでいると、険しい声が割り込んできた。

「真壁、いい加減にしろよ」

　この声は……恐る恐る顔を上げると、藤原さんが見たこともないような怖い顔で、真壁さんを睨んでいた。

　その迫力に、私も、そして真壁さんも青ざめた。

「お前が口を出す話じゃない、黙ってろよ」

　藤原さんは決して怒鳴ったりはしていないけれど、漂う威圧感に真壁さんはもう何も言えなくなっていた。

　一気に場がシンとして気まずくなったけど、藤原さんは私には優しく声をかけてくれた。

「大丈夫？」

「あ……はい」

「突然、押しかけて騒いで悪かった。真壁の言うことは気にするなよ？」

「……はい」

　藤原さんは私と神崎さんの噂を知っているんだろう。それに、鋭い洞察力である程度見抜いているのかもしれない。私の今の不安と落ち込みを。

　慰めようとしてくれてるのか、藤原さんは私の肩をポンと叩いてから皆を促して、商品管理部のフロアを出ていった。

　彼らの後ろ姿を見ていると、「広瀬さん、今日の出荷一覧、早く出してくれる？」かなり冷ややかに声をかけられた。

　振り向くと、神崎さんがイラ立ちのこもった目で私を見ている。

　……どうしてこんな時までそんな態度なの？　私が不安になってるの、鋭い神崎さんならわかってるでしょう？

　それなのに元カノの朝井さんとのことには一切触れずに、仕事の催促だなんて……すごく悲しくなった。

　同時に気づいてしまう。私は少しも大切にされていない。神崎さんは私のこと、全然好きじゃないんだって。

　苦しくて、涙が出そうだけど……オフィスで泣くわけにはいかない。そんなことをしたら余計に神崎さんに嫌われそうだし。

　唇を噛かみ締めて、毎朝作っているリストの作成を始めた。




　その日の夜も、神崎さんからの連絡はなかった。

　朝井さんのこと、やっぱりなんの説明もしてくれないんだ。もう、私たちダメなんだろうな。もともとノリで始まったようなものだし、こんなものなのかもしれないけど。

　このまま自然になかったことにされちゃうのかな。

　私から電話してみようか。でも、朝みたいにすごく冷たくされたら？　……怖くてかけられない。

「もう嫌だ……」

　ひとり呟つぶやいて、ベッドに突っ伏した。

　頭に浮かぶのは、神崎さんと朝井さんの姿。客観的に見て、ふたりはすごくお似合いだと思う。朝井さんは私よりずっとキレイだし、同期で神崎さんのことをよく知ってるだろうし、それに元彼女なんだから。

　……私、自分に自信がない。あの人より自分を選んでもらう自信が……。

　それなのに、神崎さんは素っ気なくて、私はさらに自信を失って、どんどん怖くなってしまう。

　こんなにウジウジしているところを真希ちゃんに知られたら、またうんざりされそう。私も自分自身が嫌になってるくらいだし。




　そんな風に悩んではいたけれど、結局私は何もできないままで、神崎さんとの距離は日に日に開いていくばかりだった。

　あの日、朝井さんのことを知った日、勇気を出して神崎さんに聞けばよかった。『彼女とはもうなんでもないんだよね』って『今は私が彼女なんだよね』って。

　でも、もう今さらそんなことは言えないくらい、神崎さんは私に対して壁を作っているし、私たちが付き合ってるって噂自体、だんだん話題に上らなくなっていた。

　変わらないのは私の気持ちだけ。

　それから、別府部長のしつこさも変わらないけど。

「広瀬！　お前、またミスしただろ？　最近たるんでるぞ」

　毎月恒例の飲み会で、相変わらず私の席は、別府部長の隣。ストレスのはけ口ポジションだ。

　前回は神崎さんが隣にいてくれたのに、今はいない。

　皆に避けられて、私と別府部長のふたりきりだけど、今はそんなこと気にならないほど、斜め前方の光景に目を奪われていた。

　商品管理部の飲み会なのに、どうしてかわからないけど、朝井さんが参加していて、神崎さんの隣に座っている。

　ふたりは落ち着いた雰囲気で何か語らい、時々笑顔を交わしていて……私はそのたびにナイフで刺されたように、心が痛くなった。

『神崎さんが朝井さんを誘ったのかな』とか、『あのふたりは、よりを戻してるのかな？』とか、そんなつらいことばかりを考えてしまう。

　お酒を飲む気にも、山盛りのから揚げを食べる気にもなれない。

　そんな私にイライラしたのか、別府部長がいつも以上に絡んできた。

「お前、その態度はなんだよ。少し愛想よくしろ、酒がまずくなるだろ？」

「……すみません」

「仕事がデキないんだから、こんな時こそ点数稼ぎしろよ」

　言ってること、完全にパワハラだ。ひと昔前のブラック企業みたい。

　真希ちゃんが『あまりにひどかったら、コンプライアンス窓口に報告したら？』ってアドバイスしてくれて、私もちょっと調べたりはしてたんだけど、今はもうどうでもいい。逆らう気力も起きない。

　飲みたい気分じゃなかったけど、別府部長が渡してきた、アルコール度数不明のウイスキーをヤケになってゴクゴクと飲んだ。

　酔っ払うと嫌な気分も薄れていく。思考が鈍るから？

　とにかく別府部長のおかげで、視界の端に映る、神崎さんたちふたりの世界を気にしないで済む。

　この調子で、時間が経って解散になればいい。そう思ったのに……また別府部長がやってくれた。

「そういえば、お前、神崎と付き合ってるんじゃなかったか？　神崎はどこ行ったんだ？」

　私にとってデリケートな問題を、こんなにズケズケ言うなんて。

　本当に、別府部長のデリカシーのなさには怒りが湧いてくる。でも飲み会が終わるまで、あと少し耐えなくちゃ……。

「あれ、神崎あっちにいるのか。あれは総務の朝井だよな？　……広瀬より神崎とお似合いだな」

　……やっぱり耐えられない。

　今度はそんなに大きな声じゃないし、独り言みたいだけど、今の私には最悪の発言だった。気づけば立ち上がり、「広瀬!?」と別府部長の呼び止める声も無視して、店を飛び出していた。




　冷たい空気漂う夜道をひとりで歩く。フラフラと、でも早歩きで。なるべく早くあの店から遠ざかりたくて、大通りを突っ切り、駅への近道となる脇道に入る。

　別府部長にも、いつも嫌なポジションを押しつけてくる商品管理部の皆にも、もう会いたくない。それから……神崎さんにも。

　朝井さんとあんな風に親しくして……。私がいるのわかってるのに、無神経すぎる。冷たすぎる。

　ふたりが笑顔を交わす光景が頭から離れない……もう嫌だ！

　振り払うように駆けだした瞬間、足元がよろけて派手に転んでしまった。思ったよりお酒が身体に回っているみたいで、なかなか立ち上がれない。

　コンクリートの道路に打ちつけた足も、手も、何もかもが痛くて。

「……うっ……」

　自分があまりにも情けなくなって、涙が出てきた。

　私、何やってるんだろう。どうしてこんなことになっちゃったんだろう。神崎さんに告白なんてしなければよかった。

　初めからなんの期待もなければ、きっと今、ここまでつらくなかった。恋が叶ったって感じた瞬間を知らなければよかった。

　涙が止まらなくて、もう道路に突っ伏して泣きだしそうになった時――。

「おい、何やってんだよ!?」

　頭上から怒鳴り声が降ってきた。

　ビクリと反射的に顔を上げると、そこには息を荒くした神崎さんがいて、怖い顔で私を見下ろしていた。

「お前、なんで急に帰るんだよ？」

　なんで神崎さんがここにいるの？

　神崎さんは混乱する私の腕をつかむと、強い力で引き上げる。

「痛い！」

　打ちつけた膝ひざに激痛が走り、思わず悲鳴をあげる。

　すると神崎さんは顔をしかめ、私の頭から足の先までを観察するように眺めた。それから私の足をつかみ、傷ついた膝を覗き込むというまさかの行動に出てきた。

「えっ!?　あ、あの、待って！」

「うるさい」

『うるさい』って、そんなこと言われても！

　半ばパニック状態の私に、神崎さんはかなり恐ろしい顔で言った。

「この傷、どんな転び方したらできるんだよ」

「それは……」

「しかも両足。タイツ破れてるし、相当強く打っただろ？」

　神崎さんの左手は私の足をガッチリつかみ、右手で傷ついた膝の近くを触ってきた。

　いくらタイツをはいているとはいっても、神崎さんにそんな所を触られるなんて、平静ではいられない。

「は、離してください」

「は？　ちゃんと見ないと医者に行ったほうがいいか、判断できないだろ？」

「で、でも、そんな所……」

　言葉を濁すと神崎さんは察したようで、「ああ」と頷いた。

「別にいいだろ。付き合ってるんだし」

「え……」

　付き合ってる？　今、神崎さんそう言った？

「でも……朝井さんは？」

　思わず言葉がこぼれた。

「は？　なんで朝井？」

「だって、あんなに仲良さそうに一緒にいたし」

「同期だから話くらいするだろ？」

「そうだけど、でも朝井さんは元彼女だって……」

　だから不安で仕方ないのに。

「……もしかして気にしてたのか？　まどかのこと」

　神崎さんは少し驚いた表情でそう言ったけれど、私は返事ができなかった。神崎さんが朝井さんを『まどか』って呼び捨てしたのがショックだったから。

　ふたりの関係を改めて突きつけられた気がした。

「……っ」

　勝手に涙が出てきてしまう。ずっと我が慢まんしていたせいか、せきを切ったように止まらない。

「お、おい」

　神崎さんは慌てたように、私の顔を覗き込んでくる。こんな泣き顔、見られたくないのに。

　手で顔を隠すと、さっきより近くで神崎さんの声がした。

「なあ、なんで泣くんだよ」

　その声は本当に困っているように感じた。

　私の気持ち、わかってないの？

　いろいろと勘が鋭い神崎さんがわからないなんて、どれだけ私に関心がないんだろう。さらに悲しくなって、もう何もかもどうでもよくなった。

「神崎さんが冷たいから！」

　思わず大声で訴えていた。

「……俺に怒ってるのか？」

　やけになって強気な発言をしたせいか、神崎さんは怯んだような声を出した。

「だって……私の気持ち知ってるのに、前の彼女とイチャイチャしたり、『まどか』なんて名前で呼んだり……私には『広瀬さん』って他人行儀なのに」

　たまりにたまった不満を口にしたら、止まらなくなった。

「電話ひとつ、メールひとつ、くれないし、仕事中も怒ってばかりだし、拒絶オーラ出してくるし、それに真壁さんに嫌味を言われても、フォローしてくれなかった……藤原さんは助けてくれたのに」

「藤原は関係ないだろ！」

　それまで黙って私の愚ぐ痴ちを聞いていた神崎さんが、突然、怒りの声を発した。

　勢い余っていた私はビクリとして口を閉ざす。

　その様子を見てか、神崎さんはバツの悪そうな様子で言った。

「悪い、大きな声出して」

「……いえ」

「とにかく場所を変えよう」

　神崎さんはそう言いながら、道路に落ちていた私のバッグを拾い上げた。

　それから「乗れよ」と言いながら背中を見せる。

　まさか……背負ってくれるの？

　ためらいながらも、神崎さんの肩に手をかける。

　グイッと身体を持ち上げられ、そのまま背負われる。ものすごく身体が密着して、緊張のあまり涙も止まる。すると一気に恥ずかしくなってきた。

　私、かなり言いたいこと言っちゃったよね？　嫉妬心むき出しで責めるようなことまで……極度の緊張と後悔と酔いで、頭がグラグラする。

　もういっぱいいっぱいになっているところに、神崎さんが話しかけてきた。

「身体、痛くないか？」

「は、はい！」

「そこの通りでタクシー拾うから、少し我慢してろよ」

　どうしてか、私を気遣うような優しい声。ここ最近の神崎さんからは考えられないから、私は彼の気持ちがますますわからなくなる。

　……私はどう思われてるんだろう。少しは好かれてる？　それとも迷惑で面倒？

　神崎さんの気持ちが何も見えないから、私はどんな態度をとればいいのかわからない。ふたりの距離をはかれない。




　神崎さんはタクシーを拾うと、私を後部座席に押し込み、自分も隣に乗り込んできた。

「田た町まちまで」

　ドライバーにそう言い、車が動きだすと顔を私のほうに向けてきた。

「俺のマンションに行くから」

「え？」

　衝撃発言にポカンとする私の膝に目を向けて、神崎さんが言う。

「その傷、早く手当てしないとダメだろ？」

　そ、そうだけど。

「それに話もあるし」

　私だって聞きたいこと、言いたいことはたくさんあるけど……。でも！　いきなり部屋に行くなんて……。

「そういえば、広瀬さん実家だよな？　時間大丈夫？」

「あ、それは大丈夫ですけど」

　つい正直に答えてしまうと、神崎さんは満足そうに頷いた。

　でも……こんな曖昧な関係で部屋に行くなんて。あまりに突然の展開で頭がついていかない。不安だし、何を言われるのか怖い。

　それなのに、『帰ります』って口にできなかった。したくなかった。




　タクシーは、田町駅から少し離れた高層マンションの前に、静かに停まった。

「大丈夫か？」

　神崎さんはそう言いながら、私を支えてくれる。

「はい……」

　本当は足も手も痛いはずなのに、それ以上に胸が高鳴っているせいか、すべての感覚がフワフワして現実味がなかった。

　マンションは築年数はそれなりみたいだけど、しっかりした造りだ。神崎さんの部屋は十二階。

　エレベーターを降りると、幅の広い内廊下にいくつかのドアが見えた。神崎さんの部屋は一番奥だった。

「……お邪魔します」

　広々とした玄関から繋がる廊下の正面と左右にドアがある。神崎さんは正面のドアを開け、私を中に促した。

　そこは、横に広がったリビング兼キッチン。家具は少なく、三人掛けのソファーとローテーブル、それからテレビとパソコンデスクが置いてあるだけだ。すっきりとしてとても広く感じられる。

　私の家のリビングは十二畳だけど、その倍近くはありそう。

　壁一面の掃き出し窓の奥には、美しい夜景が広がっている。ライトアップされた東京タワーが印象的だ。

　なんだか……すごい部屋。こんな所にひとりで住めるなんて、さすがはチーフバイヤーだ。立場的には別府部長に次ぐ、商品管理部のナンバー２だもんね。一般社員の私とは何もかも違っている。




「座れよ」

　神崎さんはキョロキョロと落ち着かない私を、部屋の中央の黒いソファーに座らせ、自分はどこかに行ってしまった。

　少し硬い革の感触。このソファー、インテリア雑誌で見たことがある。海外の有名ブランドの物だ。

　神崎さんってインテリアに凝ってるのかな。

　初めて訪れた彼の部屋は、見ていて飽きない。関心を奪われていると、いつの間にか神崎さんが戻ってきていた。

　動きやすそうな黒いセーターに着替えた神崎さんの手には、消毒薬とガーゼがある。彼は私の隣に座ると、なんのためらいもなく言った。

「そのタイツ脱げよ」

「……え？」

「『え？』じゃなくて、このままだと消毒しづらいと思わない？」

　それは思うけど！　でも、ひとり暮らしの男の人の部屋で、いきなりタイツを脱ぐなんて。

　神崎さんが、変な意味で言ってるんじゃないってことはわかってるけど、すんなり脱げるはずがない。

「早くしろよ、まだ血は止まってないだろ？」

　モタモタしている私に、神崎さんは少しムッとしたように言う。

　その言葉でハッとして膝を見る。血と土でグチャグチャであまりに汚い膝。

　こんなの、この高級ソファーにつけてしまったら大変だ。恥ずかしがってる場合じゃない。

「すぐ脱ぎます！　でも、ちょっとあっち向いててください」

　さすがに神崎さんの視線を浴びながら、スカートの中に手を入れるほど思い切れない。

　神崎さんが後ろを向いてくれたので、私は急いでタイツを脱いだ。










想いを伝える




「い、痛い！」

　消毒液はすごく染しみた。

　ソファーに座った状態で足を前に出し、痛みで騒ぐ私をよそに、神崎さんは容赦なく薬を塗ぬって、ガーゼを当ててくれた。

　空気に触れなくなったせいか、痛みが少し和らいできた。

「……ありがとうございます」

　落ち着きを取り戻して、頭を下げる。

　神崎さんは手早く片づけをしたあと、私の隣に座ると、そのキレイな瞳でまっすぐに見つめてきた。

　な、何？

　少しの間忘れていた緊張感が、戻ってくる。無言になると、テレビも点ついていない部屋はシンとしていて、心臓の音さえ聞こえそうな気がしてくる。

『何か言わなきゃ』って思うのに、声が出ない。

　先に口を開いたのは、神崎さんのほうだった。

「なあ、お前、何考えてるの？」

「……え？」

　そんな漠然としたことを聞かれるなんて思ってなかったから、戸惑うことしかできない。

　何考えてるのかって言われても……私なりにいろいろ考えてはいるけれど。

　会話を成立させられない私にイラ立ったのか、神崎さんは少し怖い顔で続ける。

「俺は、お前が何を考えてるのかわからない」

「どうして？」

　私は驚き、目を見開いた。

「いきなり告白してきたかと思ったら、その後は関心なさそうな態度だし。そうかと思ったら突然泣きだして文句言って、どうやったらそんなに気分がコロコロ変わるんだ？」

「コロコロ変わるって……」

　どうしてそんな風に思われてるんだろう。私の気持ちはぶれたりしてないのに。

　それに『関心なさそう』ってどういう意味？　神崎さんこそ、何を考えてるのかわからない。

　そう言うと、神崎さんはため息をつきながらも話してくれた。

「お前が告白してきたのは、軽い気持ちだと思ってた」

「どうして？」

「藤原のことを気に入ってただろ？」

「えっ!?　な、なんで？」

　確かに藤原さんのことを素敵だと思って憧れていたけど、それは芸能人に対するような気持ちだ。

「いつも目で追ってただろ？　話しかけられると嬉しそうにしてたし」

　そりゃあ藤原さんと話せるようになって、少しは浮かれてたけど。でも……。

「藤原さんを好きだったら、神崎さんに告白したりしません。私、そんなに適当じゃないし、あの時だってすごく悩んで勇気を出したのに……」

　神崎さんの中での私って、思っている以上にひどい女なのかもしれない。

　そう思うと気分が沈んだ。

　その様子に気づいたのか、神崎さんはフォローするように少し早口で言った。

「適当に男と付き合う女だとは思ってない。けど、前に夢で俺を見て、気になるようになったとか言ってただろ？　お前単純そうだから、気になってるのを恋愛感情と勘違いしてるのかと思った」

「……初めからそう思ってたなら、どうして付き合うのＯＫしたんですか？」

「初めから、ってわけじゃない、次の日会って、あまり楽しくなさそうにしてる姿を見てそう思った」

「あ、あれは……」

　確かに初デートは盛り上がらなかったけど、それは異常に緊張したからで、楽しくなかったわけじゃない。ほかの男の人のことなんて、少しも考えなかった。

　それなのに、私の気持ちは全く伝わってなかったんだ。

　考えてみれば、あの夜以来、私から神崎さんに気持ちを伝えたことはなかった。勝手に不安になったり嫉妬したり、完全に独りよがりだった。

　だから、神崎さんが私の態度を何考えてるんだって疑問に思うのもわかる。自分の気持ちひとつ、ちゃんと伝えられない私って、本当にダメだなと思う。

　今からでも間に合うかな？　わからないけど……黙ったままじゃ、今までと変わらない。

「神崎さんが気になり始めたきっかけは、確かに夢でした。でも、それだけで好きになったわけじゃありません」

　神崎さんは無表情で、今何を思ってるのかわからないけど、私の話をしっかり聞いてくれている。

「いつも、困った時にさりげなく助けてくれたでしょ？　そのたびにどんどん好きな気持ちが強まっていったんです」

「別に大したことはしてないだろ？」

「私にとっては大したことでした。神崎さん、仕事では厳しいけど、いざという時は誰よりも優しく手助けしてくれて。別府部長に絡まれて皆が見て見ぬフリをしてる時も、真壁さんの時だって……」

　ひとつひとつは小さなことでも、私が恋に落ちるには充分すぎることだった。

「告白したのは酔った勢いもあるけど、本心です」

「……確かに酔ってたよな。今もだけど」

　神崎さんは、重い空気を和ませるように小さく笑う。

「いつもより大胆にはなってるけど、気持ちはしっかりしてますから」

「そうか」

「私、神崎さんが好きです。でも付き合ってるのに、思ったより仲良くできなくて悩んでました。神崎さんこそ、酔った勢いで『付き合おう』って言ったんじゃないかって、気がかりだったんです……」

「俺は理性を失うほど酔わない」

　それはもう知っている。今日だって朝井さんと楽しそうに飲んでいたけど、神崎さんは少しも酔っていなかったもの。

　私は頷きながら続けて言った。

「元カノの朝井さんが現れて、ショックでした。不安で……ふたりが一緒にいるところを見たくなかった」

「だから途中で店を飛び出したのか？」

「……はい」

　ほかにも原因はあるけど、一番は嫉妬したことだった。

　頷く私に、神崎さんは呆れたように言った。

「社会人失格だな」

　冷たい言葉がズキリと胸を刺した。

　感情のまま、上司主催の飲み会を途中で退席したんだから、神崎さんの言う通りだろう。でも、はっきりそう言われると、悲しみが湧いてくる。

　うなだれていると、頭をフワリと撫なでられた。

　びっくりして顔を上げると、神崎さんの優しい目がすぐ近くにあった。

「俺も社会人失格。お前が飛び出したのを見て、あとを追ったんだから」

「え……」

「別府部長に止められたから、すぐにってわけにはいかなかったけど」

　信じられなかった。神崎さんが私を追ってきてくれたなんて。

　ポカンと口を開ける私に、神崎さんは呆れた顔をしてみせた。

「俺がなんであの場にいたと思うんだよ？」

「それはわからないですけど……でも追ってきてくれたなんて思わなかったから。朝井さんもいたのに」

　飲み会の席で、神崎さんは一度も私のことを見なかった。

　朝井さんとの会話が楽しくて、私の存在なんて忘れているんだと思ってた。

「まどかとは、今はもうただの同僚でしかない」

　神崎さんは、私を見つめながら言う。

　優しい目……私のこと、嫌ってないと確信できる。

　それなら……。

「私のこと……どう思ってるんですか？」

　怖いけど、一番知りたかったこと。

　気が遠くなるほど、返事を待つ時間が長く感じる。

　神崎さんは、珍しくためらってから口を開いた。

「好きだよ」

　その瞬間、ドクンと心臓が高鳴り、身体中に熱が伝わっていくのを感じた。たったひと言が、息もできないくらいの喜びを与えてくれる。

「……本当に？」

　これが夢じゃないって確かめたくて、震える声で言う。

　だってずっと聞きたかった、神崎さんの気持ち。ずっと願っていた、私を好きになってほしいって。

　神崎さんは優しい目で私を見つめて頷いた。

「転勤してきて前の席に座るようになってから、だんだんとお前のことが気になりだした。真面目に働いてるのに不器用で、いつも損な役を押しつけられてるのに、それに気づかないで楽しそうにしていて、でも周りには気を遣ってて……俺に対してもそうだっただろ？」

「え？」

「自分の仕事も片づかないのに、俺の仕事を手伝おうとしたり」

　そう言ってから、神崎さんは突然クスリと笑った。

「俺への生八橋がないって、後輩に怒ってたよな。変なこと気にするなって思ったけど、あれはお前の優しさだろ？」

「生八橋……？」

　初めはなんのことかわからなかったけど、口に出してみると、その時の光景が頭によみがえってきた。




　あれは神崎さんが転勤してきて、半月が経った頃のことだ。

　関西支社から出張で来た人が、お土産みやげに生八橋を持ってきてくれたから、新人の子が各自に配ったのだけれど……。

　なぜか神崎さんの席にだけ置かれていなかった。

　神崎さんだけ忘れられていたのは、それが初めてじゃなかったから、私はついに新人の子に注意をしたんだった。

　その子に悪意はなかったようだけど、ひとりだけ忘れるっていうのが意地悪く感じられて、少し怒ってしまった。




　神崎さん、その時のこと見てたんだ。

　結局、生八橋は数が足りなかったから、私のぶんをそっと神崎さんの机に置いたんだけど……あの時、神崎さんは何も言わずに食べていたような覚えがある。

「俺、生八橋は苦手なんだけど、さすがに『いらない』って言えなくて、十年ぶりくらいに食べたんだよな」

「き、嫌いだった？」

　そんな……それじゃあ私の行動って、ただの迷惑でしかなかったってこと？　……かなり間抜け。

　ガックリする私に、神崎さんは珍しく饒じょう舌ぜつに語りだした。

「生八橋は嫌いだけど、お前の気遣いは結構嬉しかった。ほかにもさりげなく仕事をフォローしてくれようとしてただろ？　見当違いのこともあったけど、そういうことの積み重ねで、いつの間にか好きになってた」

　顔を上げ、神崎さんの目を見ると、瞳の奥には優しさや労いたわりが垣間見れた。

　だからか、彼の言葉を素直に信じられた。

「……神崎さん、態度に全然出さないから、私嫌われてると思ってました」

「お前は顔に出すぎるよな。あからさまに見つめてきたりして」

「う、嘘、そんなにあからさまにはしてないです！」

「『夢で見て気になった』とか言って、かなり熱視線送ってきてたけど。俺のほうが恥ずかしくなるくらい」

　そんな素振り微塵も見せなかったくせに、からかうように言う。

　私はもう恥ずかしくて、顔に熱が集まるのをどうすることもできなかった。絶対に真っ赤になってる。会社の時と違う神崎さんの態度にも戸惑ってしまう。

　そんな私に、神崎さんは微笑みを浮かべながら言った。

「お互い本音を言って、誤解も解けたな」

「……はい」

「まどかとは本当になんでもないから」

　神崎さんの声は本当に優しい。

　だからか私も隠さずに気持ちを言える。

「神崎さんの言葉を信じる。でも、お願いがあるんです」

　神崎さんは、「なんだ？」と首を傾げる。

「私のこと、名前で呼んでほしいんです……〝広瀬さん〟なんて、他人みたいで嫌だから」

　神崎さんは一瞬目を丸くしたけど、すぐに笑顔になった。

「彩」

　現実では初めて聞く、神崎さんからの呼びかけ。聞き慣れた自分の名前なのに、甘く聞こえる。

「俺のことも名前で呼べよ」

「……葵……さん、ですか？」

「〝さん〟はいらないって。それから敬語もなし」

「で、でも……」

　下の名前で呼ぶのにも慣れないのに、呼び捨てにするなんて……すごく気恥ずかしい。それに、急に『敬語もなし』って言われても、今さらタメ口で話すのって難しいし。

「恋人同士で敬語なんておかしいだろ？　ほら〝葵〟って呼んでみて」

　もう一度促された私は抗あらがえるわけもなく、ドキドキしたまま彼の名前を口にする。

「あ、葵」

　ただ名前を呼ぶだけなのに、苦しいくらい緊張した。

　でも、ふたりの距離が近づいたことを感じて嬉しくて……気がつけば、私たちの間には壁も溝もなくなっていた。

　彼の腕が伸びてきて、私は引き寄せられるように、その胸に身体を預けた。

「彩……」

　甘美な呼びかけ。

　顔を上げると、強い力で抱き締められ、そのまま唇を塞ふさがれる。

　初めは触れるだけのキスだったけど、いつの間にか深いものに変わっていった。

　強い力で抱き締められているから逃げることもできなくて、私はただ彼のなすがまま、夢中でキスに応えた。

　彼の舌が押し入ってきて、私の舌を絡め取る。

「……んんっ！」

　もう身体に力が入らない。冷たい革のソファーに押し倒されても、何もできなかった。

　彼が覆い被さってくる。

　その重みと熱を感じ、私の身体は震えてしまう。怖いんじゃないし、嫌なんじゃない。いつもクールな彼の、思いもしなかった激しさに翻ほん弄ろうされているけど、今すごく喜びで満たされている。

　愛いとしい気持ちが溢れて、泣きそうになる。

　その感覚もだんだんとわからなくなるほど、私は彼の熱に溶かされていった。










非公私混同




「葵……」

　名前を呼ぶのはまだ慣れなくて、少し気恥ずかしい。でも、ふたりの距離がすごく縮んだことを実感する。

　週末は、荷物を取ってくるのと着替えのため一度家に帰ったけど、すぐに葵のマンションに戻ってずっと一緒に過ごした。

　映画を見たり、一緒に料理を作ったり……。

　葵は優しくて、頼もしい腕で私を包み込んでくれる。それは、涙が出るほど幸せなひと時。

　出会ってからまだそれほど時間が経っていないのに、私はもう彼に夢中だった。どんどん惹かれていくのがわかる。

「彩」

　ベッドに組み敷かれて、耳元で名前を囁かれる。

「あっ……葵っ！」

　葵が中に入ってくると、私は何度も上りつめて、意外に逞たくましい身体にすがりついてしまう。彼に抱かれて幸せだった。

　結局、月曜日の朝まで離れずに過ごした。




「忘れ物ないか？」

　朝の支度に手間取る私に、すっかり用意を終えた葵が言う。

「うん、多分大丈夫」

「もう一度確認しろよ。彩はうっかりが多いんだから」

「え……うん」

『そんなことないけど』と思いつつ、バッグの中身をチェックすると、入れたはずのスマホが入っていなかった。

「あれ？」

　慌てて探し、結局ベッド脇のテーブルで見つけた時には、葵に告げられていた出発時間を十分も過ぎてしまっていた。

「ごめんなさい、間に合うかな？」

　月曜から遅刻だなんて、絶対に避けたいのに。しかも、葵まで道連れにしてしまうなんて。

　軽く落ち込んでいると、葵はクスッと笑って私の頭をそっと撫でた。

　その仕草はとても優しくて、まるで夢みたい。

「大丈夫。出発時間、少し早めに言っておいたから」

「……こうなるって思ってたの？」

　それはそれで、複雑な気分だ。

「ああ。彩、要領悪いもんな」

　でもそんなダメ出しも、葵の優しい目を見ていると気にならない。からかうような言葉の中に、深い愛情を感じる。

　初めは葵のこと、冷たくて人と馴れ合わない、愛想がない人と思っていたけど、それは私の思い違いだった。

　葵は優しい。態度で、言葉で、私に幸せをくれる。大好き……そんな気持ちが高まって、その腕に抱きつきたくなってしまう。

　私の気持ちを察したのか、葵が手を握ってきてくれた。駐車場まで手を繋ぎながら歩く。

　満たされた気持ちの中、ふと思いついて尋ねてみた。

「ねえ葵、会社では付き合ってることがバレたらまずいよね？」

　うちの会社は社内恋愛ＯＫだけど、同じ部署だし、あまり浮かれていたら周りは嫌だろう。

『気をつけなくちゃ』と思ってそう言ったんだけど、葵は呆れたような顔で私を見た。

「俺たち、すでに付き合ってるって噂になってるだろ？　まさか忘れてたのかよ？」

「あ……」

　そういえば、そうだった。藤原さんとの関係を疑われた時、葵が咄嗟に『付き合ってる』って言ったんだった。

「そんなに意識しなくていいだろ？　会社では、今まで通りに過ごせばいいんだし」

　でも私たちの関係は、この週末で一気に進展しているから、態度が変わってしまわないか心配になる。

　女性の目って鋭いから、私たちの様子……特に私の振る舞いが変わったことに気づいて、『公私混同してる』って悪く思われてしまうかもしれない。顔にも態度にも出さないように注意しないと……。




　そう決意して、忙しい週初めの仕事にとりかかったけれど――。

　目の前の席に座っているのは、週末ずっと一緒に過ごしていた恋人。ときめいてしまう気持ちは抑えられない。こんなことじゃいけないって思いながらも、つい視線を向けてしまう。

　葵は海外の仕入先と交渉中なのか、電話の相手と流暢な英語で会話をしている。何か問題が発生したのか、憂いを帯びた顔をしているんだけど、そんな姿も素敵に見えてたまらない。ああ、私、本当に重症だ。

　うっとりした気持ちで見とれていると、電話を切った葵が私を見つめてきた。今日、仕事中に目が合ったのは初めてかもしれない。

　ドキリとする私に、葵は少し低い声で言った。

「広瀬さん、先週頼んだ見積りの依頼、忘れてただろ？」

「え……」

「ドイツ支社に連絡してって頼んだだろ？」

　あ……そういえば、そんな指示を受けていた。

　私、どうしたんだっけ？

　たまっていた仕事は、先週中にすべて片づけたから、未着手の仕事はないはず……でも海外関連の記録は何も残っていない。記憶もない。どうしよう！

　おろおろと机の中を探り、資料を探す私に、葵はため息交じりに言った。

「もういい。依頼はしておいたから。それより今日の出荷一覧の作成を急いで」

「は、はい……すみません」

　うなだれる私をチラッと見ると、葵はパソコンに向かって何かを入力し始めた。もう私を気にする気配はない。なんだか……すごくドライ。

　朝、『おはよう彩』って優しく囁いてキスしてくれた人と、同一人物とは思えない。そういえば、『会社では、今まで通りに過ごせばいいんだし』なんて言ってたけど、まさかここまで割り切ってくるとは。

　見事なまでの、非公私混同。これじゃあ、誰も私たちの関係の変化になんて気づかない。

「広瀬さん、早くとりかかってくれる？」

「は、はい」

　冷ややかな声に怯みながら、慌てて作業に入る。

　ここは会社なんだから葵の態度が正しい。そうわかってはいるけれど、この寂しさをどうしよう。




　昼休み。

　混み合う社食を避けて出かけた定食屋で、真希ちゃんが思い出したように聞いてきた。

「神崎さんとはあれからどうなったの？」

「それが……」

　成り行きを大まかに説明すると、真希ちゃんは自分のことのように喜んでくれた。

「よかったね。お互い言葉が足りなかっただけなんだ」

「うん、そうみたい。酔った勢いで話し合いって感じになったんだけど、よかったよ」

「なんか重要な場面、いつも酔っ払ってない？」

「そ、そういえば……」

　確かに真希ちゃんの言う通り。私って、お酒の力を借りないと言いたいことも言えないんだ。

「まあ、でも今回は大丈夫なんでしょ？」

「うん。そのあと週末ずっと一緒に過ごしたし」

「ふーん、一緒にね……」

　うっかり余計なことまで呟いてしまうと、真希ちゃんはニヤリと笑った。

　なんか、変な想像されてそう。気恥ずかしくていたたまれない私に、真希ちゃんはしみじみと言う。

「彩、幸せそうだね」

「え……うん。幸せだよ」

「そっか。よかった。なんか、やっとって感じで私も嬉しい。彩とは入社してすぐに仲良くなったけど、常に男っ気ゼロだったから心配してたし」

「そうだったの？」

　真希ちゃんの言う通り、私は葵と付き合うまでは、社会人になってから彼氏ができたことがなかった。

「うん。『前の彼氏にひどいフラれ方した』って言ってたから、トラウマになってるのかなって思ってたんだ」

「トラウマって……そんなことないよ」

　ずっとひとりだったのは、ただ縁がなかっただけだもの。気になって仕方がない人も、嫉妬するくらい好きになる人も、いなかっただけ。

「そう？　それならいいんだけど」

「うん……」

　前の彼氏は人生初の恋人で、何もかもが初めての相手だった。

　私は自分の気持ちを伝えることも、相手の気持ちを察することもうまくできなくて、すれ違ってばかりだった。そんな関係にうんざりされたのか、最終的には浮気されて捨てられて……当時はかなり凹んだけど、それは三年以上前の話。とっくに傷は癒えているはずだ。

　もちろん嫌な思い出には変わらないけど。

　小さなため息をついていると、真希ちゃんの明るい声が耳に届いた。

「神崎さんとうまくいってるなら、仕事も楽しいでしょ？　前の席でいつでも近くにいられるわけだし」

「私もそう思ってたんだけどね」

　朝の時点では、幸せな会社生活を思い浮かべていたんだけど。

「どうかしたの？」

「彼、仕事にプライベートは一切持ち込まないみたい。週末とは『別人？』って思うくらい、ドライなんだよね」

「そうなの？」

「うん。今日なんて、午前中だけで三回も怒られたし」

　ドイツ支社への見積り依頼から小さな入力ミスまで、葵は発見するたび、クールな上司の顔で私を叱った。

「三回も？　そんなに厳しくされてるの？」

　真希ちゃんは大きな瞳を見開く。

「厳しいよ。本当に今までと変わらない態度。ミスした私が悪いんだけど、やっぱり落ち込むよ」

　そう言うと、真希ちゃんは渋い顔をした。

「え、彩がミスしたの？」

「うん。先週手配したものに手違いが多くて……多分いろいろ悩んでたからだと思うけど」

『葵とはもうダメなんだ』って思って、最高に沈んでいた時だったし。

「そりゃあ、彩が悪いね。怒られて当然」

「う、うん……」

　葵と同じく、真希ちゃんも結構厳しい。バサリと言い捨てられてしまった。

「つまり彼は公私をきっちり分けていて、彩はプライベートに左右されてるってことだよね。社会人としては、神崎さんが正しいんじゃない？」

「そうだよね」

　私だって頭ではわかっているけど、葵の割り切り方が見事すぎて、戸惑ってしまった。

「まあそんなに気にしてるなら、彼に言ってみたら？　話し合いは大事だって気づいたんでしょ？」

　真希ちゃんがそう言った直後、注文していた鍋焼きうどんが届いて、さらに店員さんに相席を頼まれてしまったことで、恋愛相談は終了となった。

　大人しく熱々のうどんを食べながら考える。

　私はどうして些さ細さいなことを、こんなに気にしているんだろう。真希ちゃんの言う通り、客観的に見て葵の態度はおかしくないのに。

　自分でもわからないこのモヤモヤした感情はなんだろう。相手が期待した態度をとってくれないからって、いちいち落ち込むなんてまるで子供みたいだ。




　鍋焼きうどんはものすごく熱かった。

　猫舌ってわけじゃないけど、食べ終えるのにかなりの時間がかかってしまい、オフィスに戻ったのは、午後の始業の三分前だった。

　ギリギリだけど間に合ってよかった。お酒にだらしない別府部長だけど、仕事の時間には厳しくて、遅刻は絶対に許されない。一分でも遅れたのがバレたら、かなり怒られてしまう。

　ホッとしながら午後の仕事の準備を始めていると、葵がまだ戻っていないことに気がついた。

　遅刻？　葵はひとりで昼食をとることが多いから、いつも戻りは早いのに。どこに行ったんだろう。

　心配していると、一時を二十分回ったところで、葵が席に戻ってきた。慌てることもなく、何事もなかったかのような様子だけれど……。

　すぐに別府部長が近づいてきたから、私は思わず身構えた。

　遅れたことがバレちゃったんだ。嫌だ。葵の怒られるところなんて見たくない。

　ハラハラしながら見守っていると、別府部長は予想通り、葵の席の隣で立ち止まった。

「神崎、どこに行ってたんだ？」

　威圧的な声は迫力があって恐ろしい。

　葵はゆっくりと別府部長を見上げる。顔色ひとつ変わっていなくていつものクールな眼差しだ。

　でも、この場面じゃ、もう少し『反省してます』って、空気を出したほうがいいんじゃないかな……。

「食事に出ていたんですが。仕入先との連絡の関係で、休憩時間をずらしました」

　え？　葵は十二時ちょうどに食事に出たはずだけど。

　平然と嘘を言った葵に私はびっくりしたけれど、別府部長はすんなり信じたようだった。

「そうか」

　別府部長は頷き、自分の席に引き返していった。

　え？　そんなに簡単に解決するものなの？

　以前、私が遅れた時は、ネチネチしつこく文句を言われたのに。私も葵みたいにうまくごまかせばよかったのかな。

　チラリと前を見ると、葵は別府部長とのやり取りなんてなかったように、仕事を始めている。

　それにしても……葵はいつもより長い昼休みをとって、どこで何をしていたの？




　午後は、仕入先要因の納期トラブルが何件か発生して、慌ただしかった。必要な材料を用意できなければ大問題になるから、必死に立て直さなければいけない。

　葵は別府部長と今後の対策についての打ち合わせに入っているから、彼の日常業務のフォローもあって、私には完全にキャパオーバーだった。

　でも、そんな時に限ってさらなる問題が発生するものだ。

「広瀬さん、試作品に使う材料がまだ届いてないんだけど。手配はどうなっているの？」

　かなり機嫌の悪い真壁さんがやってきて、私の机の上にバンと乱暴に手をついた。

　その剣幕にたじろぎながら、データを検索するためパソコンに向かう。

　その間真壁さんは私を見張るように立っていて、かなりプレッシャーを与えてくれた。

「まだなの？」

　イライラとした声を投げつけられる。真壁さんには目をつけられてしまっているけど、ここまで不満をぶつけられたことはない。

　営業部で何かあったのかな？　もしかして藤原さんに関係すること？　仮にそうだったとしても、私に八つ当たりするのはやめてほしい。

　そう思いつつも、口には出せないまま確認作業を続け、抽出したデータを見た瞬間、私は一気に青ざめた。

　真壁さん担当の試作品に必須のアイテムが、遅延している。

　でもどうして？

　この件に関しては、間違いなく手配した記憶があるのに。何度も確認したはずなのに。

　私の様子を不審に思ったのか、真壁さんが画面を覗き込んできて、直後、怒りの口調で責められた。

「これ、どういうこと？　一週間も遅れるなんて、もう顧客との段取りはつけてあるのよ」

「す、すみません」

　どうして？

　頭の中はその疑問ばかりで、真壁さんの剣幕も合わさって、半ばパニックになっていた。

「これ、どう責任とるの？」

　……ど、どうしよう。

　指先が震えるのを感じながら、慌ててもう一度画面に目を向ける。そして気がついた。

　遅延の原因は、新人の子がデータを誤った情報に書き換えてしまったからだと。きっと管理システムにデータを書き込む時、入力を間違えたんだ。私も新人の頃に一度経験したことのあるミスだ。

　原因がわかったからか、冷静さを取り戻し、真壁さんに事情を説明しようと向き直る。けれど、真壁さんは聞く耳を持たず、私を咎めるようなセリフを一気にまくし立てた。

「あなた、これで何度目のミスなの？」

「あの、これは私のミスじゃなくて、新人の子が入力ミスを……」

「言い訳なんて聞きたくないんだけど」

　ヒステリックに怒られ、何も言い返せないでいると、突然葵の声が割り込んできた。

「何、揉めてるんだ？」

　振り向くと、険しい顔をした葵が近づいてくるところだった。

　真壁さんはうっとうしそうに顔をしかめる。

　私は心からホッとしていた。葵が助けてくれると思ったから。

　でも、真壁さんから事情を聞いた葵は、私に向かって冷たく言った。

「仕入先に連絡して、すぐに持ってきてもらえないか交渉しろ」

　頭ごなしな言い方に驚いた。すぐに持ってくることなんて無理だって、葵もわかっているはずなのにどうして？

「でも、今からじゃ間に合いません」

　戸惑いながらもそう答えると、葵はイラ立たしげに目を細めた。

「無理でもやるのが仕事だろ？　それから自分がミスした時は、ちゃんと謝れよ」

「……え？」

　信じられなかった。葵の切り捨てるような冷たさが。

　それに納得がいかなかった。もともとは私のミスじゃないのに、真壁さんに執拗に責められて、さらに葵にまで叱られるなんて。

　真壁さんは勝ち誇ったような表情で、フロアを出ていく。

　葵は立ち尽くしたままの私に気づくと、強い口調で急かしてきた。

「早くとりかかれよ、本当に間に合わなくなるぞ」

「あれは私のミスじゃなかった。新人の子が入力ミスをしていたからなんだよ！」

　敬語も忘れて吐き捨てると、葵は一瞬目を見開き、それからすぐに冷たく怖い顔になった。

「営業部からしたら、誰がミスしたかなんて関係ない。この件の窓口はお前なんだから、後輩のミスがあったとしても最後まで責任を持てよ」

「でも……」

「それに入力ミスのあと、注意して見ていれば、気づく機会はあったはずだろ？　見逃したのは自分なんだから認めろよ」

　葵の言ってることは正論かもしれない。でもあまりに冷たく感じた。

　人手不足の商品管理部の仕事はいつも忙しくて、目の前の仕事をこなすので精一杯で……少なくとも私に後輩のミスを見つけて、フォローする余力はない。毎日ストレスはたまるし、疲れている。

　それでも頑張ってるのに、どうして私ばかりが怒られるの？　それも恋人であるはずの葵に。

　一番優しさをくれるはずの相手が、一番厳しい。私は今、ここが会社じゃなければ泣きたいほど悲しいし悔しいのに、葵は目を向けてもくれない。

　胸が痛くてつらい。それでも席に座り、葵に言われた通り仕入先に連絡する。強引に頼み、こちらが運送費を負担することでなんとか引き受けてくれたけど、散々文句を言われてしまった。

　なんだか、もう何もかもが嫌になる。

　週末の幸せだった気持ちも、仕事へのやる気もしぼんでしまった。今は葵の顔を見たくない。

　それから退社時間まで、葵とは必要最低限の会話しかしなかった。

　もともと葵は息抜きのおしゃべりなんてするタイプじゃないし、何も気にしてないんだろうな。

　ため息をつきながら、パソコンの電源を切り、席を立つ。

「お疲れさまです」

　そう言って、葵のほうを見ないままフロアを出た。




　レストルームで時間をかけてメイク直しをしても、心は塞いだまま。

　こんな時は気晴らしに飲みに行きたいけど、付き合ってくれそうな真希ちゃんは仕事が忙しいらしく都合がつかず、学生時代の友達には連絡する気になれなかった。

　ひとりで飲みに行くのはさらに気が乗らないし……仕方なくまっすぐ家に帰ろうと思いながら会社を出たところで、「広瀬さん？」と低く響く声で呼びかけられた。

　声のほうを向くと、外回りから戻ってきたのか、会社の大きな手提げ袋を手にした藤原さんがいた。

「あ、お疲れさまです」

「今日は早いんだな」

「はい……」

　残業する気にはなれなかったからだけど、それを正直には言いづらい。

　歯切れの悪い返事だったからか、藤原さんは何か探るような目で私を見据えてきた。

「あ、あの……」

　やっぱり藤原さんに、こんな至近距離から見られると緊張するな。

　動揺していると、藤原さんがまさかの発言をした。

「俺も帰るから、今から飲みに行かないか？」

「え？　飲みに行くって、私と藤原さんとでですか？」

「そう。この荷物置いたらすぐに戻るから、少し待っていて」

「あ、あの、待って……」

　私の返事も聞かずに、藤原さんは素早く会社の正面玄関を通り、エレベーターホールへ行ってしまった。

　しばらく呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　飲みには行きたかったし、あの藤原さんと個人的に飲めるなんて、二度とない貴重な機会なんだろうけど……ためらってしまう。

　彼氏がいるのに、ほかの男の人とふたりで出かけるなんて、よくないと思うから。クールな葵は、そんなこと気にしなさそうだけど、なんだか罪悪感を抱いてしまう。

「ごめん、待たせた」

　藤原さんは、思ったよりずっと早く戻ってきた。

　悩んでいたくせにはっきり断ることもできなくて、私は藤原さんに連れられて、会社近くの和食店に入った。

　店の中は大きなカウンターと個室がいくつかある造りだった。初めて来たけど、かなり高級な店のようだ。

　藤原さんは何度か来たことがあるみたいで、慣れた様子でスタッフに奥の個室を頼んでいた。

　カウンターの横を通り、奥に向かう。障子を開けた先は四畳くらいの部屋で、真ん中に艶やかな光沢の大きな机が置いてあった。

　和室に合う落ち着いた雰囲気の装飾品が置かれていて、センスがいい。プライバシーの保たれた居心地のいい部屋だ。

　藤原さんは私の希望を聞くと、チラッとメニューを見ただけで、いくつかの料理を注文をした。この店のお勧めを熟知しているみたい。

　店員が下がってふたりきりになると、藤原さんはリラックスした様子で、上着を脱いだ。

　なんだか……今さらだけど緊張してしまう。

　最近は仕事の関係で交流があるけど、藤原さんといえば社内一の有名人。おまけにすごいイケメン。

　そんな人がなんで私なんかを誘ったんだろう。ほかに飲む相手なんて、いくらでもいそうなのに。あの鬼のように怖い真壁さんだって、藤原さんの誘いになら絶対、大喜びでついていくだろうし。

　……そういえば真壁さんにこんなところを見られたら、大変なことになるだろうな。流されてここまで来たけど、やっぱり軽率だったかもしれない。

　そんなことをあれこれ考えていると、藤原さんに呼びかけられて、我に返る。

「今日は大変だったみたいだな。大丈夫だった？」

「え？」

「真壁担当の案件で、トラブルがあったって聞いたけど」

「あ、その話ですか……情報早いですね」

　藤原さんは外出していたみたいなのに、どこでそんな話を聞きつけたんだろう。

「真壁から聞いたから」

「真壁さんから？」

「そう。試作品が間に合わなくて困ってるって、相談の連絡が来た」

「そうなんですか……」

　あの強気な真壁さんも、藤原さんには相談とかするんだ。

　そんな姿、想像できないなと思いながら、藤原さんに頭を下げた。

「すみませんでした。営業部に迷惑をかけてしまって」

「ちゃんとフォローしてくれたんだから大丈夫。それに、今回のトラブルは広瀬さんのミスじゃないんだろ？」

　藤原さんは優しく言ってくれる。

　その言葉に、私は大きく気持ちを揺さぶられた。私が間違ったんじゃないと、悪くないと言ってもらえて嬉しかった。

　今日は皆に責められてばかりだったから、余計に優しさが染みてくる。本当は葵に気遣ってほしかったし、わかってほしかったんだけど。

　葵の険しい顔が思い浮かんだ。

『自分がミスした時は、ちゃんと謝れよ』

　あの言葉はショックだったな……。

　私はいつもはミスしたらすぐに謝っている。意地になって逆ギレなんてしないし、葵だってそれをわかってくれていると思っていた。なのに、どうしてあんなに冷たいんだろう。

　私たちの関係を隠したいってわけじゃないのに、ほかの誰よりも私に対して厳しいと思う。週末の彼はとても優しくて、たくさんの笑顔を見せてくれたのに、オフィスでは不機嫌な顔で私を見る。

　葵の心がわからない。










不器用な愛情




　しばらくすると、注文していた料理が運ばれてきた。

　美味しそうな蟹のサラダをなんとなく眺めていると、藤原さんが声を潜めて言った。

「神崎にもきついこと言われたって聞いたけど、あまり気にするなよ」

　私の頭の中を覗いたかのような話題だったから、思わずビクリとしてしまう。

「神崎は、広瀬さんに悪気があって厳しいことを言ったんじゃないから。むしろその逆」

「え……〝逆〟って、どういう意味ですか？」

　悪気の逆ってことは善意だよね。とてもそうは思えないんだけど。

「あいつは対人関係においては、かなり不器用なんだ。数年前にその傾向が悪化することがあったから、俺も心配してるんだよ」

「……悪化することってなんですか？」

「神崎が、横浜支社に転勤することになった出来事」

　その話なら、真希ちゃんから聞いた覚えがあった。

　確か、葵は藤原さんと並ぶ期待の若手社員だったけど、大きなミスで左遷されてしまったとか。それで藤原さんとも、大きな差がついてしまったと聞いた。

「俺から詳しい事情まで話すことはできないけど、当時神崎は信頼していた人間に裏切られたんだ。かなりの挫折を味わったはずだ」

「裏切られた？　……誰にですか？」

　藤原さんは、その問いに答える気はないようだった。

「さっきも言ったけど、俺の口からは言えない。中途半端なことをして悪いと思うけど、広瀬さんがかなり思いつめた顔をしてたから、あいつが与えた誤解を解く手助けをしたいと思ったんだ」

「誤解？」

「そう。神崎が厳しい言い方をするのは、広瀬さんのためを思っているからだと思う。あいつはどうでもいい人間には、なんの関心も示さないから。初めてふたりのやり取りを見た時、すぐにわかったよ。神崎は広瀬さんを気に入ってるって」

「そうなんですか？」

「ああ。それは自信を持っていいよ」

　……本当なのかな？　葵は私のことを想ってくれてるの？

　彼の厳しさに傷ついて心を閉ざしてしまったけど、もっと深く考えて物事を見れば、私にも葵の気持ちがわかるのかな。

「少しは元気出た？」

「はい」

「そう、それならよかった」

　藤原さんは私を優しく見つめながら言い、それから腕時計に目をやった。

「そろそろかな」

「藤原さん、もしかして予定があったんですか？」

　よく見れば藤原さんは、料理に全く手をつけていないし、自分のぶんのお酒も頼んでいない。

　本当はこのあと何か予定があるのかも。それなのに、落ち込んでいる私を元気づけようと、誘ってくれたのかな？

　迷惑をかけてしまったのかと心配になっていると、藤原さんの後ろの障子が、突然大きく両側に開いた。

　障子を開けたのは、強烈な不機嫌オーラをまとった葵だった。

　今の時間、残業しているはずの彼が、どうしてここに？

「藤原、お前どういうつもりだよ？」

　葵は棘のある声で言う。

　私はそれだけでビクッとしてしまうけれど、藤原さんは余裕の表情でゆっくりと立ち上がった。

「広瀬さんと偶然会ったから誘ったんだよ。お前にもちゃんと連絡入れたんだから、問題ないだろ？」

　藤原さんが葵を呼んだの？　……全く気づかなかった。

「問題あるだろ？　俺は仕事中だったんだからな」

「だったら来なければよかっただろ？　自分で仕事より彼女を選んだんだから、文句言うなよ」

　藤原さんはからかうような口調で言い、葵の肩をポンと叩く。

「お前の好きな物注文しておいたから、彼女とゆっくりしていけよ」

　それから不満顔の葵と、急展開についていけない私を残して、藤原さんは部屋を出ていった。

　残されたのは、机の前に正座する私と、障子を背にして立つ葵。

　すごく気まずい。でも何か言わなくちゃ……何かを……。

　おろおろとそんなことを考えていると、葵が近づいてきて、さっきまで藤原さんが座っていた場所に、どさりと座った。

　机を挟んで向き合うことになり、葵の険しい表情がさらによく見えるようになる。

「なんで藤原とこんな所にいるんだよ」

　低い声からは、怒りが感じられる。

「帰る途中に偶然会って……」

　恐る恐る答えたけれど、葵の表情は緩まず、さらに追及が始まった。

「それはさっき聞いた。誘われたからって、なんで簡単についていくんだよ。それになんで仕事を放って帰ってんだよ」

「……今日中にやらなくちゃいけないことは終わらせたから。残業する気になれなくて」

　そう言うと葵は呆れたのか、深いため息をついた。

「俺にムカついたんだろ？」

「え？」

　葵、気づいてたの？

「昼間、きついこと言ったから」

「そういうわけじゃ……」

　図星だけどそうとは言えなくて、私は曖昧に言葉を濁す。

　でも、そんなごまかしは葵に通用しなかった。

「嘘つくなよ。揉めてから俺のこと一切見なかったし、態度でわかるんだよ」

「……ムカついたんじゃなくて、ショックだっただけだよ。私の言い分も聞かないで頭ごなしに責めてきて。私がミスしたわけじゃないのに……真壁さんに怒られるのは仕方ないよ。でも、葵まであんな言い方するとは思わなかった。だって私たちは付き合ってるんだし……」

　ただ悲しかった気持ちを伝えたくてそう言葉にしたけれど、葵は気に入らなかったようで不快そうな表情になった。

「後輩のミスも含めて自分の責任だろ。付き合ってたら、どんな状況でもただ優しくするのが正しいのか？　相手が間違っていたとしても、波風立てないために見て見ぬフリをするのか？　彩が本当にそんな考え方なら、俺とは合わないな」

　冷ややかなその言葉は、私の胸に鋭く突き刺さった。

「別れるってこと？　仕事のことで揉めたら、プライベートまでダメになるの？」

「もともと公私混同してるのは、彩のほうだろ」

　突き放すように言われ、涙が出そうになった。

「葵が言っていることのほうが正しいって、頭ではわかってるよ。でも、どうしてそんな冷たい言い方するの？　同じ内容でも、もっと優しく言ってくれたら、私だって冷静に受け止められたかもしれないのに」

　藤原さんに慰めてもらって、せっかく少しは前向きになっていた気持ちが、またしぼんでしまった。いくら〝私のためだ〟って言われても、こんなの耐えられない。

　ほかにも訴えたいことはたくさんあったけど、これ以上何か言ったら、本当に泣いてしまいそうで口を閉ざした。

　葵はそんな私の状況を察したのか、少し気まずそうな顔になる。

　重い空気が、ふたりの距離をさらに遠くする。

　息苦しさの中、先に口を開いたのは葵だった。

「俺の言い方は厳しいかもしれないけど、彩を傷つけたいなんて思ってない」

「……じゃあどう思ってるの？」

「俺はただ、彩に気づいてほしかったんだ」

「『気づく』って何を？」

　本当にわからなくて聞き返すと、葵は少し間を置いてから言った。

「……彩は優しいよ。誰に対しても、俺みたいな言い方は絶対にしない、今日だってミスした後輩を咎めたりはしなかっただろ？」

「もう済んだことだし……」

　葵と真壁さんに責められたことには納得いかなかったけど、その気持ちのまま後輩に怒る気にはならなかった。ひと言、『ミスしてたよ』って伝えたんだけど……葵はその様子を見ていたんだ。

「忙しくても、周りへの優しさや気遣いを忘れない彩はすごいと思う。俺にはできない」

　葵は言葉を選んでいるのか、いつもよりゆっくりした口調だ。

「でも、彩は自分にも甘いだろ？」

「え？」

「後輩を叱らなかったのと同じ感覚で、自分も許されると思ってるだろ？」

　葵の言葉にハッとした。その通りだったから。私は無意識に自分の基準で判断していた。

　今回のことは、私が悪いわけじゃないって。だって実際ミスしたのは後輩だし、気づかなかったのは仕方ないと思っていた。

　それに葵は私の彼氏だから、味方をしてくれるのが当然だって……甘えていた。

「俺に厳しく言われて過剰に反応するのはそのせいだ。もし彩が真壁や俺の立場だったら、失敗を責めたりしなかったはずだからな。彩の優しさは長所だけど、それは他人に対する時に限られる。自分自身に甘いのは許されないし、彩の評価が下がるだけだ」

「だから……あんなに怒ったの？　私が気づいてちゃんと考えるように？」

　葵は頷きながら続ける。

「今日、お前を庇わなかったのは、真壁の言い分が正しいと思ったからだ。もし、本当に理不尽なことであんな状況になってたら、すぐに助けてた。逆に、あの場で俺がお前を庇ったら、周りはどう思う？」

　葵の言う通り、皆が真壁さんが正しいと思うなら……。

「葵が私を贔ひい屓きして、真壁さんを攻撃したって思うよね……」

　私の言葉に、葵は「そう」と頷いた。

「彩は、俺に甘えて楽な仕事だけをしていたいなんて、思ってないだろ？」

　葵の言葉が、今度は素直に心に入ってくる。

『事情を聞かずに言いすぎた』とか、『あれは後輩のミスだったから仕方ない』といった、私がさっきまで望んでいた言葉じゃないけれど、でも、葵が私のことを想ってくれているのは伝わってくる。葵は誰よりも私のことを見ていてくれたんだ。

　それなのに、私は自分が傷ついたことばかりに意識がいって、葵を冷たいと感じてしまった。自分の甘えに気づきもせずに……子供っぽい自分が嫌になる。

「彩はバイヤーになって、ひとり立ちしたいんだろ？　だったらもっと頑張れ」

　うなだれていた私は、続いた葵の言葉に驚いて顔を上げた。

「……どうして知ってるの？」

「見てればわかる」

　葵は労るような目をして言う。その瞬間、それまで我慢していた涙が溢れて、止まらなくなった。

　別府部長にダメ出しされても、大人しく聞いていた。後輩が先にバイヤーになっても、『頑張ってね』って笑顔で応援した。

　でも……本当はいつだって悲しかった。認めてもらえない自分が、追い抜かれていく自分が情けなかった。そんな惨めな気持ちは誰にも言えなくて、気づかれたくなくて、出世には興味ないフリをしていた。

　それなのに、葵は気づいてたんだ。

「遅くまで残って勉強してたのも知ってた。製品の知識をつけようとしてたんだろ？」

「……うん」

　私は交渉や企画が苦手だから、せめて知識の量だけでは一番になりたいと思っていた。残念ながら、効果はほとんどなかったけど。

　葵は立ち上がると、私の隣に座り、そっと腕を回してきた。

「彩が努力してるのはわかってる。そして、その努力が実ってほしいと思ってる」

　背中に回された腕から、囁く声から、葵の気持ちが伝わってくる。

「……ごめんなさい。私、勝手にいじけて、逆ギレしてた」

　涙声で言うと、葵がフッと笑ったような気がした。

　それから、さらに強く抱き締められる。

「いいよ。彩が怒りをぶつけてくるのは、心を許してくれてるからだって、わかってるから」

「……うん」

「もう泣くなよ」

　とはいっても、こんな泣かせるようなことばかり言われたら、涙が止まらない。

　これは悲しみの涙じゃなくて、葵の本当の優しさに触れてこぼれた、幸せな涙だ。

　しばらくして私が落ち着いたのを見ると、葵が「腹減った」と言いだした。

　時計を見ると、もう八時を回っている。

　手をつけていない料理は、机にキレイに並んだままだ。

　藤原さんが私にと注文してくれたライムサワーも、飲むタイミングを逃してしまっていたため、氷が溶けてすっかり薄くなっていた。

「ごめんね、私が泣いたりしたから、料理が冷めちゃったね」

「彩のせいじゃないだろ？　それに、冷めてもうまそうな物ばっかだし……あいつ、こうなること計算してたんじゃないだろうな」

「ありえるかも……藤原さんのことだから」

　葵はメニューを見て、温かい汁物など三点を追加注文してくれた。

　それらが来るまでの間、蟹のサラダなどに箸を伸ばす。薄まってしまったサワーは葵が飲んでくれた。

　私たちの間を取り巻く空気は、もうすっかり穏やかになっていた。意地を張っていた気持ちなんて、もうどこにもない。

「葵から見て、私って何がダメだと思う？　さっき教えてくれたこと以外で」

　自然にそんな言葉が出てくる。

　葵は『努力してる』って褒ほめてくれたけど、相変わらず別府部長の評価は低い。その客観的な原因を知りたかった。

「まず、ケアレスミスが目立つな」

「そうだよね。気をつけてるつもりなんだけどな……」

「確認作業は、落ち着いてやるようにしろよ。彩は率先して電話に出るけど、作業中は誰かに任せろ」

「うん、そうしたいけど、でも誰も出ないから。あまり待たせたら相手に悪いでしょ？」

「そう言われてみればそうだな……周りも彩に甘えてるとこあるよな。別府部長は数字に出る部分ばかり評価するけど、それも問題だな」

　葵は独り言のように、ブツブツ言っている。私のことなのに、自分のことのように怒ってくれる。

　なんだか幸せな気持ちになり、自然と頬ほおが緩む。

　それから食事を終えるまで、葵との会話は弾み、楽しく過ごすことができた。




　店を出ると、タクシーで葵のマンションに向かう。部屋に入ると同時に、ふと思い立って葵に言った。

「今日は酔ってないのに、本音で話せたね」

「ああ」

　葵は私をソファーに座らせ、抱き締めてきた。

　葵の香水の香りをかすかに感じる。彼の肩越しに煌きらびやかな夜景が見える。

　ぼんやりしていると、耳元で囁かれた。

「さっき言うの忘れてたけど……彩の素直なところ、好きだよ」

「あ、葵……」

　ときめく間もなく、唇を塞がれる。

　情熱的な激しいキスで、あっという間に私は何も考えられなくなる。ただ葵に身を任せて、幸せだった。




　気づいた時は、寝室の広いベッドの上だった。

　ぼんやりしたまま起き上がろうとすると、隣で寝ていたはずの葵も身体を起こした。

「どうしたんだ？」

「あ、ごめんね。起こしちゃった？　喉が渇いたから何か飲みたくて……」

「水でいい？」

「うん」

　葵は私にベッドにいるように言うと、代わりに取りに行ってくれた。よく冷えたペットボトル二本を手に戻ってくると、私に渡してくれる。

「ありがとう」

　葵は軽く頷くと、自分のぶんのミネラルウォーターを一気に飲み干した。

　私は三分の一くらいをゆっくりと飲み、残りはサイドテーブルに置いた。テーブルの上の置き時計を見ると、夜中の三時だった。

「変な時間に起こしちゃってごめんね」

　明日も会社で、葵は予定が詰まって忙しいはずだから、身体を休めないといけないのに。

　葵は私をベッドの中に引き込むと、身体を抱き寄せてきた。

「気にしなくていい。寝つけなくて起きてたんだ」

「そうなの？　こんな時間なのに……」

　眠れないなんて、まさか病気？　それとも精神的なものなのかな？

　睡眠不足は身体に悪いし、心配になる。

「どこか具合が悪いの？」

「どこも悪くない」

「じゃあ、何か悩んでることがあるの？」

　病気じゃないなら、やっぱり心の問題だと思う。

　葵の悩み……なんだろう。仕事関係は完璧だよね。同年代の人より高い役職について、こんな立派なマンションに住んでるんだし。

　少し考えているうちに、思い出した。葵が横浜支社に異動した時の話を……。

　もしかして、そのことが関係しているのかな。

　真希ちゃんと藤原さんの言葉が、頭の中によみがえる。

『相当なミスをして左遷されたんだって』

『あいつは対人関係においては、かなり不器用なんだ。数年前にその傾向が悪化することがあった』

　ふたりから詳細を聞くことはできなかったけど、葵にとって大きな出来事だったのはわかる。

　一体何があったんだろう。なんとなく聞きづらくて今まで触れずにいたけど、眠れないなんて聞いたら、放っておけない。もし、昔のことを引きずってつらい思いをしているなら、なんとか助けになりたい。

「ねえ、葵」

「どうした？」

「……葵が横浜支社に異動になった時、トラブルがあったって聞いたことがあるの」

「え!?」

　葵は珍しく、かなり驚いたようだった。

「眠れないのは、そのことが関係しているの？」

「……藤原に聞いたのか？」

　葵の声が低くなった気がして、私は慌てて否定した。

「違うよ。私は噂で聞いただけなの。だから、具体的なことは何も知らなくて、心配で……」

　葵は小さく息を吐いてから、私の身体に回していた腕に力を込めて、さらに引き寄せてきた。

「彩の聞いた噂は俺が問題起こして、本社から横浜支社に飛ばされたって話だろ？」

「……うん、信じてるわけじゃないけど」

「いや、本当のことだ。噂も結構あてになるんだな」

　こんな話なのに、葵はどこか面白そうに言う。

「葵が異動になるほどのミスするなんて、信じられない」

「俺だってミスくらいする」

「でも……私、見たことないよ。本社に戻ってきてから、何か失敗したことあった？」

　葵の完璧さは、目の前の席でアシスタントをしている私が、誰よりもわかってると思う。

「四年も前の話だからな。俺も成長したんだよ」

「でも……」

「とにかくそのことはもう済んだことで、俺は気にしてない。眠れないなんて言って、心配かけて悪かった。でも、大丈夫だから」

　葵は、私に言い聞かせるように囁く。

　嘘は言われていないけど、なんだか一番肝心な部分をごまかされた気がする。納得できなかったけれど、それ以上追及することはできなかった。葵はそのことに触れられたくないんだって感じたから。

「何か……悩みがあるなら、私にも相談してほしいな」

　そう言ってみたけれど、葵の抱える悩みが仕事絡みだったら、私の出番はきっとない。寂しい気持ちになってしまい、葵の背中に腕を回してしがみついた。

　いつかもっと信頼されるようになりたい。少しは頼ってもらえるように。

「葵……私、葵が大好きだからね。だから……」

　精一杯の気持ちを伝えようとすると、葵は急に体勢を変えてきた。私の上になり、強い力で組み敷いたまま、鋭い目で見下ろしてくる。

「ど、どうしたの？」

　相手が葵だから怖くはないけど、突然のことに戸惑ってしまう。ろくに身動きできないうちに、荒々しく唇を塞がれた。

「……んんっ？」

　そのまま身体が折れそうなくらい、きつく抱き締められる。その間も唇を解放してくれなくて、強引に舌が侵入してくる。

　もう何も考えられなくなった私は、激しすぎる行為に息を切らして、流されるだけ。

　葵の熱を持った唇がようやく離れて、首筋を伝っていくと身体が勝手に震えて、声がもれてしまうのを抑えられない。目も開けていられない。

「……絶対に離さない」

　だからいつもと違う葵の強引さ、切羽詰まったような言葉の意味を、深く考えることができなかった。










窮地に立つ




　翌日から葵にアドバイスしてもらった通り、ケアレスミスをなくすように心がけた。

　確認作業中は特に集中するように言われたから、なかなか電話に出られなくて、商品管理部の代表電話は鳴りっぱなしの状態だった。

　初めは皆、不思議そうな顔で私を見ていた。多分、私が出るのが当たり前になっているから、『どうして出ないの？』って疑問に思ったんだろう。

　そんな時は、葵が受話器を取ってくれた。

　それを見て自分が応対しないのはまずいと感じたのか、三日もしないうちに、別府部長以外のメンバーも電話に出てくれるようになった。

　たったそれだけのことなのに、私のミスはかなり減ってようやく気づいた。

　もともと器用じゃない私が、あれもこれもといろんなことをやろうとしてたから、ダメだったんだって。

　メイン業務以外の雑用は、電話応対以外にも結構ある。コピー用紙の補充とか、トナーの交換とか、郵便物の仕分けとか。

　普通は新人の仕事だけど、なぜか皆が私の担当だって態度だったし、私もそれを受け入れていた。

　自分の仕事に自信がなかったし、評価されていないのをわかってたから、せめて雑用を頑張って、存在意義を認めてもらいたかったんだ。それでミスしてちゃ、意味がないのにね。

　ほかにも何かを頼まれた時、手が空いていなくても、相手に悪く思われるのが怖くて、はっきり断れなかった。

　でも、勇気を出して断ってみると、どうってことはなかった。電話応対も雑用も、私がやらなくても皆大して困らない。『私がやらなくちゃ』って勝手に思い込んでいただけだったみたい。




　自分のできる範囲で作業を進めることにしてから、一週間。

　誰も私を責めないし、商品管理部の業務は問題なく回っている。

「広瀬さん、この前頼んだ顧客に出すサンプル品の手配、忘れてないわよね？」

　真壁さんが怖い顔で問い合わせに来た時、内心ドキドキしたけれど、すべてちゃんと手配できていて、ホッとしたし、嬉しかった。

　葵は私たちの様子を気にしていたのか、やり取りを見ていたみたいで、目が合ったと同時に微笑んでくれた。

　なんだか急に仕事がうまく回り始めて、それに比例するように、私のやる気も上がっていった。

　ところが――。

　別府部長から告げられた事実に、芽生え始めていた自信は、あっけなく崩れ去ってしまった。




　八人掛けのテーブルが置かれた、第三ミーティングルーム。

　機嫌悪そうな顔で奥に座っている別府部長は、私が部屋に入ると同時に口を開いた。

「広瀬。お前が商品管理部に来て、もう三年以上経つよな」

「は、はい」

　いつもより二割増しで機嫌の悪そうな声。

　ビクビクしながら答えると、別府部長は盛大なため息をついた。

「それでいまだにアシスタントだなんて、お前ずいぶん呑気だな」

　お酒の席でもないのにストレートに言われてしまい、言葉に詰まる。

　別府部長は二度目のため息をつくと、机の上に置いてあるノートパソコンに目をやりながら言った。

「うちからひとり、『人を出してほしい』って製造部から言われてる」

「製造部……ですか？」

　製造部は商品を製造する現場のことで、千葉の工場にあるんだけど……なんとなく嫌な予感を抱きながら、別府部長の話の続きを待つ。

「今のところ、お前が候補だから」

「ええっ!?」

　衝撃の宣告だった。

　だって……少しずつうまくいってきているのを実感している今、異動だなんて。

　しかも千葉工場。本社のある東京とはそれなりに距離がある。葵とも今のように頻ひん繁ぱんには会えなくなるだろう。

　嫌だ……行きたくない！

　でも、そんなこと言えるはずがない。これは会社の正式な人事異動で、雑用を断るのとはわけが違う。それに別府部長は、商品管理部から抜けても一番影響の少ない人ってことで、私を選んだのだと思うから。

　私はここに必要ないんだ……そう思うと、つらくて涙が溢れそうになる。打ちのめされて言葉が出てこない。

「なんだよ、そんなにショックか？」

　別府部長は私の顔色で察したのか、面倒そうに言う。

「うちの部の仕事は合ってなさそうだし、嫌がってると思ってたんだけどな」

「……嫌だなんて思ってません。もっと頑張りたいと思ってます」

　なんとかそう言うと、別府部長は「ふう……」と、今日何度目かのため息をついた。

「それなら、この件はもう少し様子を見てから決めるか」

　どうやら即決は免れたみたいだけど、なんとか首の皮一枚で繋がっているだけだ。

　不安で仕方ない私に、別府部長は驚くことを言った。

「神崎も広瀬の異動は、『考え直してほしい』って言ってたしな」

「えっ……どういうことですか？」

　葵からはそんな話、聞いていない。

「この前ちょっと聞いてみたんだよ。広瀬が異動になったら、業務にどの程度支障があるか」

「それはいつのことですか？」

「いつって……いつだったかな……」

　別府部長は、眉間にシワを寄せる。

「ああ、あれだ。神崎がなかなか昼から戻らなかった日だ」

　それって、私が真壁さんに怒られ、葵とも険悪になってしまった日のこと……？　あの日、そんな話をしてたなんて。

　あの時、葵がどうしてあんなにきつく私に注意してきたのか、今さらながらわかった。あとがない私がミスをして、甘えたことばかり言っていたから、その危機感のなさが葵はもどかしかったんだろう。

「神崎は『広瀬はもう少し頑張れば、もっと戦力になるはずだ』って言ってたな。お前たちが付き合ってるのは知ってるけど、神崎は仕事に個人的感情は持ち込まないからな。信用できる評価だとは思っているよ」

　葵……別府部長にそこまで言ってくれたんだ。それでいて私にはそんなことがあったなんて、少しも悟らせなかった。

「別府部長、私、本当に頑張ります。ここに残らせてもらえませんか？　……私、バイヤーになりたいんです」

　人事異動を断るなんて、よほどの理由がなければ無理だとわかっているけれど、それでも懇願してみる。せめて私にはやる気があるってことだけでも、伝えたかったから。

　別府部長は困っているのか、面倒なのかわからないけど、ノートパソコンの画面を眺めながら、顔をしかめて言った。

「まあ最近ミスは減ったみたいだし、それなりに頑張ってはいるみたいだけどな」

「あ、はい……ケアレスミスをなくそうと、気をつけてます」

「でも、それだけで評価するのは無理だな。そもそもミスをしないのは当たり前のことだし、会社が必要としてるのは、売上げに貢献する社員だからな。広瀬は数字に表れる結果を出せてないだろ？」

「……はい」

「異動は一月の話だから、まだ時間がある。しばらく様子を見るから、とりあえず成果を出せるように頑張ってみろ」

「は、はい！」

　とりあえずチャンスはもらえたようで、ホッとした。異動までの日にちは、あと一ヶ月くらいしかないから、ピンチには変わりないんだけど。




　別府部長との面談が終わり、時計を見ると、昼の十二時を過ぎたところだった。

　呼び出されたのが十一時だったから、一時間以上席を外していたことになる。

　部内の皆は、すでにお昼の休憩に出たようだった。ガランとしたフロアにいるのは、葵ただひとり。

　葵は私の顔を見た瞬間に、別府部長との面談の内容を察したのか、心配そうな表情で近づいてきた。

「大丈夫か？」

　労るような声音を聞くと、感情が昂ってしまう。

「私、製造部に異動させられるかもしれない……」

　泣きそうになるのを我慢して言うと、葵は頷き「場所を変えよう」と言った。

　葵と会社を出たものの、どこの店もランチタイムの混雑で、すんなり入れそうになかった。

　仕方なく、値段は高いけど、そのぶん混み合ってなさそうな店に行くことにした。以前、藤原さんに連れていってもらった、あの美味しい和食の店だ。

　……といっても、私は食欲ゼロだけど。

　これからのことを思うと、せっかく葵が注文してくれた煮魚にも意識が向かない。

　それでも少しずつ箸をつけながら、別府部長と話した内容を葵に伝えた。

「……異動はまだ決定したわけじゃないんだから、あまり落ち込むなよ」

　話を聞き終えた葵は、私を慰めるように言う。

「とにかく別府部長の要求通り、数字で結果を出すしかないな。俺も協力するから頑張ろうな」

「うん……ありがとう。心配かけてごめんなさい」

「謝ることじゃないだろ」

「でも……」

　葵は今とても忙しいから、本当は自分のことで精一杯のはずなのに……。私のことで余計な手間も心配も、かけさせたくない。

　葵はそれを私に言わせないようにしているのか、いつになく早口で語った。

「別府部長に一番アピールできるのは、コストダウンをして、利益率を上げることだろうな」

　それはつまり、材料の仕入値を下げること。商品管理部としては重要な仕事だけれど、アシスタントの私は交渉すらしたことがなかった。

「アシスタントなのに、コストダウンの交渉をしてもいいの？」

「担当バイヤーの許可があれば問題ない。俺が許可するからやってみろ」

　私にそんなことできるのかな。

　正直、自信はないけれど、気持ちを奮い立たせて言う。

「午後、時間を作って、とにかく交渉してみるね。数をこなせば、なんとかなるかもしれないから」

「いや、それよりまず、今流通している製品の中で、ずっと前から価格が変わっていない物をピックアップするんだ。その中から、交渉できそうな物を選んだほうが効率がいい」

「あ、そっか」

　さすがに葵は頭が切れる。同じことをするにも、遠回りしがちな私とは大違いだ。食事をしながら、葵は交渉のポイントなどを細かく教えてくれた。

　落ち込んでいた私も、だんだんと気持ちが前向きになり、少しは笑えるようになっていった。

「葵、ありがとうね」

　葵も仕事中には見せない笑顔で、頷いてくれる。

「彩は頑張ってるよ。別府部長が気づいてくれるといいんだけどな」

「うん……ねえ。葵は私の異動の件、前から知ってたんでしょ？」

「……知ってた。黙っててごめんな」

　葵は気まずそうな表情になる。

「ううん。私が傷つかないように気遣ってくれてたんでしょ？　それで仕事を頑張るように、仕向けてくれたんだよね」

「そのせいで喧嘩になったけどな」

「私、本当に呑気だったよね。葵は別府部長に、私のことをよく言ってくれてたのに」

「別府部長に聞いたのか？」

「うん。ありがとうね、私たちのこと噂になってるのに、そんな中で庇ってくれて」

　端から見たら、葵が仕事に個人的な感情を持ち込んでるように、見えるかもしれないのに。

「いいんだよ。彩が努力してるのは、本当のことなんだから」

　葵は優しい声音でそう言ってから、腕時計に目を向けた。

「もう少し話したいけど、戻るか」

「あ、そうだね。今遅れて戻ったら、問答無用で異動させられそうだし」

　葵と話せてよかった。

　暗く落ち込んでいた気持ちに光が差し込むように、『諦あきらめずに頑張ろう』って、再びやる気が湧いてきた。

　急ぎ足で店を出て、会社への道のりを歩いていると、後ろから声が聞こえてきた。

「葵！」

　反射的に葵が、その少しあとに私が振り返る。

　その瞬間、心臓がドクンと音を立てた。

　小走りに近寄ってくるのは、総務部の朝井まどかさん。葵の元彼女だ――。

「後ろ姿ですぐにわかったから、思わず追いかけてきちゃった」

　朝井さんは葵の目の前で立ち止まると、微笑みながら言った。

　美人で大人っぽい朝井さんが、小首を傾げる可愛らしい仕草は、普段のイメージとギャップがあって、女の私までドキッとするほどだった。

　こんな姿を見たら、葵は男だから、もっとクラッときちゃうんじゃないかって心配になる。

　でも、葵は予想に反して浮かない表情だった。

「こんな場所で、大声で名前呼ぶなよ」

　気にするところ、そこなんだ。

　素っ気ない葵に、朝井さんは動じることなく続けた。

「ごめん。でも同じ社内なのに、なかなか葵と話すチャンスないし、発見して嬉しくなっちゃったの」

　う、嬉しくなった？　……そんなこと言うなんて、朝井さんって、もしかしてまだ葵のこと好きなのかな？　そういえばふたりは、どうして別れたんだろう。

　いや、そんなことより、もし彼女がいまだに葵を好きだったら、私どうすればいいの？　比べられたら全く勝つ自信がない。容姿でも仕事面でも、どう贔屓目に見たって負けてるし。

　朝井さんもそう思ってるんじゃないかな。さっきから私のほうに目もくれず、〝眼中にない〟といった様子で、葵との会話を続けている。私は葵の隣にいるんだから、見えないはずがないのに。

　モヤモヤしながらも、ふたりの間に割り込むこともできなくて、ひとりであれこれ考えていると、葵が少し大きな声で朝井さんの話を遮った。

「まどか、俺たち時間がないから先行くよ」

　葵が〝俺たち〟と言ったからか、朝井さんは今になってようやく私を視界の端に映すと、少し表情を曇くもらせながら言った。

「そうなの？　この前は時間あったのに」

　……この前？　なんのこと？

　不審に思っていると、突然葵に腕をつかまれた。

「急ぐぞ。遅れる」

　葵はそう言うと、朝井さんに見向きもせずに、私を強い力で引っ張っていく。

「あの、朝井さんのこと、置いていっていいの？」

　小走りになりながら聞くと、葵は呆れたように言った。

「お前、時間わかってるの？　今遅刻したらまずいんじゃないのかよ？」

　言われて時計に目をやると、一時まであと八分だった。

　もう余計なことを言っている場合じゃない！

　大急ぎで会社に戻った。




　それからの毎日は、通常業務に加え、評価アップのための課題に追われて、とにかく忙しかった。いくら残業しても足りないくらいで、家に帰る頃には、疲れ果ててすぐに寝てしまう日々。

　でも、その甲か斐いあって、私はついにコストダウンの交渉に成功した。初めての報告書を作る時、嬉しくてオフィスの中で、つい泣きそうになってしまった。

　これで商品管理部に残って、葵とこの先も一緒に働けて……もしかしたら、バイヤーにだってなれるかもしれない。たった一件の成果じゃ、別府部長の合格ラインには達しないかもしれないけど、私としては希望に溢れる一歩だった。

　葵にかなりサポートしてもらった結果でもあるけど、おかげで交渉のコツをつかめた気がする。次はもっと要領よくできるはず。

　こうして、仕事は順調に進んでいった。仕事だけは……。










好きだからこそ




　十二月に入ってから、やけに目につくようになったシーンが、今もすぐそばで展開されている。

「神崎君。この決裁文書なんだけど……」

　朝井さんが葵の所に来て、ふたりでいろいろと話し込んでいる。それがここのところ頻繁だから、私は気になって仕方がない。

　話の内容は完全に仕事のことだし、イチャイチャしているわけじゃないけれど、朝井さんが葵の元彼女ってことが頭から離れないせいで、ふたりが近づくことが不安。

　嫉妬もしてしまう。子供っぽいって思うけど、この感情は抑えられない。だったら見なければいいんだろうけど、それもできない……。

　ただでさえ不器用で、一度に複数のことに気が回らない私なんだから、今の状況はかなりまずい。

　仕事に集中しなくちゃ……と自分に言い聞かせて、必要な材料が揃そろっているかチェックする。

　でも、不意に聞こえてきた言葉に、思わず顔を上げてしまった。

　朝井さんが、葵に少し抑えた声で言ったのだ。「またお昼、ふたりで食べに行きたいな」って……。

〝また〟ってことは、前にもふたりで食事に行ったってことだ。

　付き合っていた時のことかもしれないけれど……なんとなく、最近の出来事なんじゃないかと思う。

　胸がザワザワする。ランチに一緒に行ったくらいで浮気だなんて言わないけど、湧き上がった不快感は拭ぬぐい切れない。

　こんな話、聞きたくなかった。




　浮かない気持ちのままで、終業時間を迎えた。

　疲れているし、たまには残業しないで帰ろうかと思っていると、狙ったようなタイミングで真希ちゃんからのお誘いが来た。

　ふたりで『紫藤』に行き、奥にあるふたり掛けのテーブル席に落ち着く。

「最近どう？」

　注文を終えると、真希ちゃんは主語もなしに聞いてきた。

　仕事は順調で、コストダウンの報告書を出した時の、別府部長の反応も悪くなかった。

「仕事も恋愛も、私にしては順調だよ」

「そうなんだ。バイヤーになれそうなの？」

「わからない。今は、このまま商品管理部に残れるかどうかで、頭がいっぱいだし」

　残されたわずかな時間で、さらなる結果を出さなきゃいけないんだもの。プレッシャーはどんどん大きくなる

「残れるかって、何それ？」

　真希ちゃんは小首を傾げて言う。

　そういえば異動の件、まだ話してなかったんだ。

「別府部長に、異動の打診をされたんだ……」

　大体の経緯を話すと真紀ちゃんは、ちょっと複雑そうな顔をした。

「〝異動〟っていうか、〝左遷〟って感じじゃない？」

「まあ、そうなんだけど」

　真希ちゃんたら、もうちょっと気を遣ってほしい。

「今は様子見の期間なわけだ、彩も大変だね」

「うん……」

「まあ、結果出せてない彩が悪いんだけどね」

　な、なんてこと言うんだろう。一応真面目に一生懸命やってるのに。

　むくれていると、フォローなのか、真希ちゃんにしては優しい声で言われた。

「でもさ、彩はバイヤー業務より、製造部のほうが向いてるかもしれないね」

「え、そうかな？」

　製造部で自分が働くところなんて、想像もできないけど。

「そうだよ。工場には様々な年齢の、いろんな立場の人たちが大勢働いてるんだよ。その人たちのとりまとめとかもするだろうから、協調性のある彩ならうまくやれるんじゃないかな。少なくとも、バイヤーよりは合ってそう」

　確かにそうかもしれない。仕入先や営業部や工場などに、強く主張することを求められるバイヤーは、私の性格には向いていない。

「……でも、もう少し商品管理部にいたいんだ。バイヤーになれないまま異動なんて、嫌だし」

「まあ、その気持ちはわかる。達成感を得てから、悔いなく移りたいよね」

「うん」

　今のままだと、『私はこの三年間何をしていたんだろう』って、自己嫌悪に陥って、這はい上がれなくなりそう。

「でも、バイヤー業務が好きかどうかは別問題だと思う。彩は、本当に今の仕事が好きなの？」

「え……？」

　すぐに『好きだ』と返事ができなかった。

　意地とかプライドを抜きに考えたら、どうなんだろう。急に自分がわからなくなる。

「商品管理部にいたいのは、神崎さんのこともあるんでしょ？」

　それは悩むことなく頷けた。図星……私は葵のそばで働きたい。

　真希ちゃんは察したのか、困ったような顔をして言った。

「神崎さんのことは、別に考えたほうがいいよ。男の状況に左右されて、自分の仕事を決めるなんてダメだからね」

　今日の真希ちゃんは、いつになく自分の意見を押しつけてくる。ドライで、人のことにあまり干渉しない真希ちゃんらしくない。

「ねえ真希ちゃん、話の流れからすると、私に異動してほしがっているように思えるんだけど」

　真希ちゃんはバツの悪そうな顔で、私から目を逸らす。

「真希ちゃん？」

　どうしたんだろう。

　そう思っていると、真希ちゃんが意を決したように言った。

「あまり神崎さんに、夢中にならないほうがいいと思ったの。異動したら距離もできるし、ちょうどいいでしょ？」

「『距離ができてちょうどいい』って……どういうこと？」

　意味がわからない。この前話した時は、私にやっと彼ができたって喜んでくれたのに。

　疑問に思う私に、真希ちゃんは珍しくためらいながら話し始めた。

「私、見たんだ。神崎さんが総務の朝井さんと、ふたりで会ってるところ」

「え……い、いつ？」

　あまりの衝撃に、思わず声が裏返ってしまった。

「この前、定食屋で鍋焼きうどん食べたの覚えてるでしょ？　あの時の帰りに神崎さんと朝井さんが、公園にいるのを見かけたの」

「え、鍋焼きうどん食べた日って……」

　あの日は葵と揉めてしまった日だから、よく覚えている。

　あの時、葵は休憩から戻るのが遅くて、私は葵が別府部長に怒られないかとヒヤヒヤしたんだった。

　遅れて戻ってきたのは、朝井さんと会ってたからなの？　葵は何も言ってなかったけど……。

「あの時、真希ちゃんは、そんなこと全く言ってなかったよね？　どうして？」

「彩と一緒にいる時に見たんじゃないから。あの日、私、忘れ物をしたことに気づいて、定食屋に戻ったでしょ？　彩は時間がないって、慌てて先に戻ったけど。その帰りにふたりを見たんだ」

「……ふたりで、公園で何してたのかな？」

「なんだか深刻そうに見えたよ。ただの同僚って感じには見えなくて、ずっと気になってた。すぐに彩に言わなかったのは、幸せそうにしてる彩を不安がらせることはないかもしれないって、迷ってたから」

　真希ちゃんの言葉に嘘はないと思う。葵と朝井さんが一緒にいたのは事実なんだろう。

　でも、葵はそんなことひと言も言わなかった。

　葵はわざと隠していた……？

　ショックで血の気が引く。

「大丈夫？」

　真希ちゃんが心配そうに聞いてくる。

「うん。ふたりは同期だから、たまにはお昼くらい一緒に食べるのかもしれないし。公園にだって、たまたま寄っただけかもしれない……」

　かなり動揺しているけど、葵と朝井さんに何かがあったとは限らないし、とにかく冷静にならなくちゃって思う。

　でも、真希ちゃんは眉をひそめて私を見た。

「もしかして、噂知らないの？」

「噂？」

　噂って……なんのこと？

　なんだか嫌な予感がする。

「神崎さんと朝井さん、復縁したんじゃないかって噂になってるんだよ。私が公園でふたりを見たって、彩に言う決心をしたのはそのせい。噂に振り回されて、彩が傷つくんじゃないかって心配だったから」

「本当なの？」

　私は震える声で言う。

「私がいたずらで、こんな話をすると思ってるの？」

「それはないけど」

「私が言わなくても、彩が知るのは時間の問題だったと思う」

「……うん」

　真希ちゃんの言う通り、噂になってるなら、いつかは私の耳にも届いていただろう。

　なんとか立て直そうとしていた気持ちがしぼんでいく。

「私は彩にダメージを与えるために言ったんじゃないよ。ふたりはなんの関係もないかもしれないし、ただの偶然かもしれない。でも何もなければ、噂になることもないと思う。ある程度は覚悟して、話し合ったほうがいいんじゃないかな」

「うん……」

　真実を知るのが怖い。葵を信じてはいるけど、相手があの朝井さんだと思うと、どうしても不安になってしまう。真希ちゃんは親切で言ってくれたけど……知らないほうがよかったかも。

　そんな私の考えを、真希ちゃんは打ち消すように言った。

「前に帰れなくなるほど、飲んだ時あったでしょ？　三年前の同期の忘年会だったかな、あの時、彩言ったんだよ。もう二度とつらい恋愛はしたくない。誰にも騙だまされたくないし、都合よく扱われたくないって」

「私、そんなこと言ってたの？」

「うん。やっぱり覚えてないんだ。あの時の彩、すごい酔ってたからね……あれは本音だったと思うな。いつも胸の奥にしまっている〝心の叫び〟だって思った」

　忘年会が異様に盛り上がったことしか記憶にないけど、真希ちゃんが今回の件を、隠すことなく話してくれた理由はわかった。

　私が……言葉は悪いけど葵に騙されて、また傷つかないようにと、考えてくれてのことなんだよね。

「……近いうちに、話し合ってみる。ありがとうね、教えてくれて」

　ストレートに問いつめたら、葵はなんて答えるんだろう。もし望まない返事が来たら、私はどうすればいいんだろう。

　それからは、もう葵たちの話題には触れず、久しぶりにたくさん飲んだ。最近の慢性的な疲労のせいか、今夜は酔いが回るのが早かった。足元がフラフラするし、呂ろ律れつも回らない。

『まずいかも』と思い始めた午後十一時過ぎ、葵から電話がかかってきた。

　今から会社を出るという彼に、「真希ちゃんと『紫藤』で飲んでいる」と告げると、私の状態を察したようで、迎えに来てくれることになった。

「葵、来るって」

　電話を切って報告すると、真希ちゃんは意外そうな顔をした。

「今から？」

「うん、会社出るところみたいで、今日車だから」

「……そう。こんな時間まで仕事じゃ疲れてるだろうに、それでも彩のこと心配してくれてるんだね」

「……うん」

「噂が真実じゃないといいね」

　真希ちゃんがポツリと言う。

　私も心からそう願った。




「ずいぶん酔ってるな」

　私の前に現れた葵は、まず最初にそう言った。それから一緒に待っていてくれた真希ちゃんに目を向ける。

「大塚さんはそれほど酔ってなさそうだな。よかったら駅まで送るけど」

　葵の申し出を、真希ちゃんはやんわりと辞退した。

　私が助手席に乗るのを見届けると、真希ちゃんはしっかりした足取りで遠ざかっていった。

　葵は車をすぐには発進させず、私の様子を窺いながら言う。

「何かあったのか？」

「……どうして？」

「彩が飲みすぎるのは、精神的に追いつめられた時だろ？　俺には言えないことなのか？」

　葵は私の心の揺れを見透かしたように、追及してくる。

　本当は冷静に話したかったけど、結局、私はまたお酒の力を借りてしまった。

「葵と朝井さんが噂になってるって聞いたから。それに……お昼にふたりで会ってるところを見た人がいるの！」

　私のセリフに、葵は一瞬言葉に詰まったようだけど、すぐに冷静に言った。

「そういう噂があることは知ってる」

「……そうなの？」

　意外だし、残念だった。

　私は知らなかったのに、噂話に無関心な葵が知ってたなんて。しかも、それを私に黙っていたなんて。

「真壁に嫌味っぽく言われたからな」

「真壁さんに……」

　彼女の、美しいけれどいつも不満そうな顔が頭に浮かんだ。

　真壁さんは葵とも朝井さんとも同期だから、いろいろ知っているのかな。私なんかより、朝井さんと葵が付き合えばいいと思っているかもしれない。美男美女のふたりは並んでいると、とても画になるし。

　ナーバスになってるせいか、マイナスなことばかり考えてしまう。

「彩、わかってると思うけど、その噂は嘘だからな」

　葵は私の顔をじっと見つめながら言う。

　そのまっすぐな黒い瞳は、とても嘘を言ってるようには見えない。

「うん。葵を信じてるよ。でもそういう話を聞くと、やっぱり落ち込んじゃうの。噂でも、葵と朝井さんが付き合ってるなんて聞きたくないから」

「本当に心配しなくて大丈夫だから。それから昼の件だけど、確かに会った」

「どうして会ってたの？」

「話があるって言われて、呼び出された」

「……それで行ったんだ」

　葵は正直に話してくれてるんだろうけど、私の心配は消えてくれない。

　だって葵は、簡単に女性の呼び出しに応じるタイプじゃない。朝井さんだからこそ行ったんだってわかるから。

「俺からも言いたいことがあったから行ったんだ。まどかに呼び出されたからって、毎回応じるわけじゃない」

　私の不安に気づいたのか、葵はきっぱりと言い切った。

「……話って……何？」

「まどかの個人的なことだから、彩に詳しいことは言えないけど、心配するような話じゃない」

「……そうなんだ」

　そう言われても、不安は拭えなかった。

　結局、朝井さんと会った目的は教えてもらえなくて、むしろ個人的なことを話し合っているふたりの親密さを知ってしまったから。

　もっと追及しても、きっと葵は私の納得いく答えはくれないだろう。

　人の秘密を、ペラペラ話すような人じゃないもの。たとえ恋人にでも……。

「彩、俺はお前を裏切ったりしない。信用してほしい」

　葵は私の目をまっすぐ見つめてきた。私を安心させてくれようとしているのは、よくわかる。

　それでも不安になるのは、好きだからこそ。失いたくないからこそ、ほんの少しの曇りでさえ気になってしまう。そんな弱い自分が情けないけど――。

「信じてるよ」

　自分自身に言い聞かせるように頷いた。




　その日の夜。

　久しぶりに葵の夢を見た。

　夢の中の葵はいつも優しくて、頼もしい腕で私を抱き締めてくれる……はずなのに、今日はいつもと様子が違っていた。

　葵は冷たい目で私を見下ろし、背中を向け、去っていってしまう。私がどんなに泣いても追いすがっても、振り向いてさえくれない。ひと欠片の情もない。

　私は、完全に捨てられたんだって思った。




　目覚めの気分は最悪だった。

　夢の中で大声で叫んだからか、動どう悸きが激しく頭がクラクラする。気分を落ち着かせるため、深呼吸してからゆっくりと立ち上がり、薄いブルーのカーテンを開いた。

　爽やかな朝の光が部屋を明るくする。陽の光を受けると、凝り固まっていた身体がほぐれてくる。それからフリースの上着を羽織ると、階段を下りて洗面所に向かった。

　歯磨きをしながら、あの夢はなんだったんだろうと考える。

　昨夜、現実の葵はとても優しかった。

　朝井さんのことで不安になっている私の気持ちを、面倒臭がることなく受け止めてくれて、仕事で疲れているはずなのに、家まで送ってくれた。そして、私が玄関の中に入るまで、ずっと見ていてくれた。

　それなのに、あんな不吉な夢を見ちゃうなんて……夢って深層心理の表れだって言うけど、だとしたら私は葵との別れを意識してるってこと？　そういえば、葵関係の夢は、まるで予知夢のようだった。

　まさか、今回も予知？

　一瞬浮かんだ考えを慌てて打ち消す。

　何バカなこと、真剣に考えてるんだろう。昨日葵は、『裏切らない』ってはっきり言ってくれたのに。こんな風にいつまでもこだわってたら、朝井さんのことなんて関係なく、嫌われてしまいそう。

　そんなの嫌だ。前向きにならなくちゃ。

　気持ちを浮上させようと、勢いよく出した水で顔を洗う。冷たい水が、頭の中のモヤモヤを洗い流してくれたらいいのに……と思った。










努力と結果




　別府部長から異動の打診をされてから、ちょうど三週間後。

　私は、再びミーティングルームに呼び出された。

　きっと異動がどうなったのか、正式に話をされるんだ。緊張でいっぱいになりながら席を立つ。足がもつれてしまいそうになるくらい、ミーティングルームに行くのが怖かった。

　別府部長はこの前と同じ場所に座り、ノートパソコンを開いていた。

「失礼します」

　私も前回と同じ椅子に、静かに座る。

「広瀬、この前話した製造部への異動の件だけどな」

　来た！　思わず心の中で叫んでしまう。

　心臓がドキドキとうるさく鳴る。

　いつもの私なら絶体絶命の立場だけど、今回は少しだけ自信があった。

　葵の協力のおかげだけど、この半月で私は目に見える成果を上げていたから。ほかの人に比べたら大したことはないかもしれないけど、私にとっては大きな進歩だ。やる気と努力は認めてもらえたと思う。

　だから、この緊張の理由は恐れとともに、期待でもあった。

　でも――。

「広瀬、検討したんだけど、やっぱりお前を製造部に出すことにしたから」

　別府部長の答えは、私が願ったものじゃなかった。




　異動。

　宣告のあと、十五分くらい会話をしたけど、正直何を話したのか覚えてない。心がズタズタで、それを表に出さないように取り繕つくろうので必死だったから。

「わかりました」

　そう返事をするので精一杯だった。

　会議室を出て商品管理部のフロアに戻ると、異変に気づいた。

　さっきまで皆慌ただしく仕事をしていたのに、今はなぜか葵の周りに集まって、やけに盛り上がっている。

　……なんだろう？

　葵が雑談の中心になるなんて滅多にない光景だけど、雰囲気的に仕事の話じゃなさそうだし。

　戸惑っていると、一番端にいた新人の子が私に気づいて、ニコニコと笑顔で声をかけてきた。

「広瀬さん、どこ行ってたんですか？　すごいニュースがあるんですよ！」

　今の私は、とてもその高いテンションについていけないんだけど、落ち込んでいるところをあからさまに表に出すわけにはいかないから、なんとか笑顔を作った。

「何があったの？」

「今度、商品管理部が表彰されるんです」

「表彰って……社長が賞状くれる、あれ？」

　私たちの会社には、毎年年末に会社に最も貢献したチームと個人が、表彰されるイベントがある。滅多に顔を見ることのない社長自らが表彰し、豪華な副賞まで出る。

　それに商品管理部が選ばれたってこと？

「神崎さんは個人でも受賞ですよ。そっちは前の部署での仕事に対してなんですけど。でも商品管理部のほうは皆の受賞ですからね」

　今年、途中から配属された新人の子も、商品管理部のメンバーだからかなり喜んでいる。

「……すごいね」

　葵は本当にすごい。商品管理部が選ばれたのは、葵の影響が大きいだろう。葵が来てからの商品管理部の成績は、かなり上昇していて数値にも表れているから。

　ふと視線を感じてそちらを向くと、たくさんの人に囲まれた葵が私をじっと見つめていた。この中で一番盛り上がっていないって断言できる、いつもの少し不機嫌そうな顔。

　私はどうしてかまっすぐ見つめることができなくて、葵からさりげなく目を逸らした。




　優秀賞の副賞は、人数ぶんの旅行券とデジタルカメラという情報が、どこからか入ってきたらしい。「どこに行く？」とか、仕事の合間に皆が楽しそうに話す声が聞こえてくる。

　私は会話に加わることなく、パソコン画面を眺めていた。別府部長に引継書を作るように言われたから、急いで進めないといけない。

　仕入先の指定伝票の処理や、支払いに関する処理など、私しか知らないことは結構あった。引継書があれば誰でもできる作業だけど、いざマニュアルを作るとなると大変だ。通常業務もあるのに……。

　評価を上げたくて頑張ってる時は苦にならなかったけど、出ていくことが決まった今、どうしてもやる気は下がってしまう。それでもなんとか図形やグラフなどを駆使して、なるべく見やすいように作成していく。

　いつになく活気に溢れる商品管理部の中で、私の気持ちだけが沈んでいた。




　定時を十五分ほど過ぎると、私はパソコンの電源を落として帰り支度を始めた。

　今日は早く帰りたかった。ひとりになっていろいろ考えたい。人目を気にせずに、思い切り落ち込みたい。

　荷物をまとめていると、葵が立ち上がり私の隣にやってきた。そして、その場にしゃがみ込み、椅子に座る私を見上げた。

「……どうしたの？」

　葵が会社でこんな態度をとることって、今までなかったから戸惑ってしまう。

「あと三十分で終わらせるから、待っててくれないか？」

　小声で言う葵に、私は答えられずにうつむいた。

　葵は私の異動が決まったことを知ってるんだ。きっとそのことで話があるんだろう。落ち込んでる私を、慰めようとしてくれているのかもしれない。葵がそばにいてくれるのは嬉しい。

　でも、今はなぜかひとりになりたくて、そんな自分の気持ちがよくわからなかった。

　どうしてすぐに『待ってるね』って言えないんだろう。

　モヤモヤしたまま返事をできないでいると、突然別府部長の大声が聞こえてきた。

「神崎、トラブルだ！　すぐに設計部と打ち合わせするから、お前も出ろ」

　別府部長は葵の返事を待たずに、ノートパソコンを抱えて、大股でフロアを出ていった。

　その背中を見送ると、葵は気まずそうな顔で私に言った。

「悪い。やっぱり遅くなりそうだから、夜電話する」

「私のことは気にしないで。トラブルうまく解決するといいね」

　少しホッとした気持ちで微笑みながら言うと、葵は私をじっと見つめてから別府部長のあとを追って、フロアを出ていった。




　ノロノロと帰り支度をして、一階に下りる。

　いつもは正面玄関から出るんだけど、今日は複数のお客様がいて、挨拶をしているところだったから、裏手の社員通用口に向かった。節電のためか、少し薄暗い廊下を通り、重いドアを押し開いた直後、後悔した。少し時間をずらしてでも、正面玄関から出ればよかったって。

　ドアの外側には真壁さんがいた。

「お疲れさまです」

　心の動揺を隠して、軽く頭を下げる。

　急いで通り過ぎようと思ったのに、真壁さんは見逃してくれず呼びかけてきた。

「待って、広瀬さん」

「……はい」

　渋々立ち止まり、振り向いた。

　よく見ると、真壁さんの隣には男性がいる。この人は確か、葵や真壁さんと同期の設計部の近藤さん。

　真面目そうな眼鏡の彼は、私を覚えていたらしく、感じのよい笑顔で会釈してくれた。それに比べて真壁さんは今日もまた機嫌が悪い。いつものことだけど、攻撃的なオーラを感じる。

「広瀬さん、もう帰り？　ずいぶん早いわね」

「はい」

　ほかに言うことがなくて私はただ頷いた。

　その反応が面白くなかったのか、真壁さんは一瞬顔をしかめたけど、すぐに打って変わって明るい声で言った。

「ねえ、もう帰るなら私たちに付き合わない？　これから飲みに行くのよ」

「え？」

　私が真壁さんと？　無理……絶対お断りだ。

　考えるまでもなく、丁寧な言葉で断った……はずなのに真壁さんはしつこかった。しかも強引で、半ば脅し。

　十五分経過して、これ以上拒否したら今後の関係がさらに悪化するかもしれないと不安になったので、〝一時間だけ〟という条件で付き合うことにした。




　こんなに盛り上がらない飲み会って、初めてかもしれない。

　私の正面に近藤さんが、斜め前に真壁さんがいる。

　真壁さんと真正面じゃないだけマシかもしれないけど、ろくに話したことのない近藤さんとも話題がない。私は後輩だから、どうしても遠慮があるし。

　どうして私はしつこく誘われたんだろう。

　そんなことを考えていると、真壁さんがビールを一気飲みして、ジョッキをドン！とテーブルに叩きつけた。

　まだ酔いも浅いこの時点で、この攻撃性。約束の一時間まであと四十五分。ゴールがものすごく遠く感じる。

「今日は、神崎君も誘う予定だったのよ」

　真壁さんが突然話しだした。

　私は思わず首を傾げる。

　別府部長に呼ばれる前、葵は私に『待ってて』と言ったから、予定はないと思っていた。

「なんだかトラブルが起きたみたいだから諦めたけど。彼には一度はっきり文句を言いたいのよね」

　真壁さんは葵にだって、いつも言いたいことを言っているように見えるけど。

「今度はどこと揉めてるの？」

「設計部とのようですけど、詳しいことは……」

「そう。でも広瀬さんは帰れるのね。戦力外ってこと？」

　嫌味を言うために誘ったとしか思えない。言い返す気力もなくて私は薄めに作ってもらった杏あん子ずサワーをひと口飲んだ。

　そういえば、設計部と揉めてるのに、近藤さんはこんな所にいていいのかな？

　正面の近藤さんに目を向けると、彼は私の頭の中を覗いたように言った。

「俺はサボッてるわけでも戦力外でもないよ。担当じゃないだけ」

　私も担当じゃないだけですけど。心の中で呟きながら時計をチラッと見た。

　十五分経過。残り三十分。










冷たい身体




　真壁さんはかなりのハイペースでお酒を飲んでいる。

　止めたほうがいいのかもしれないけど、私からはなんとなく言いづらい。

　近藤さんがようやく止めた時、真壁さんの顔は真っ赤になっていた。

「神崎君、優秀社員賞ですってね」

　棘のある声。真壁さんは葵の受賞が気に入らないみたいだ。

「あいつ、やるよな」

　近藤さんは素直に感心している様子。

「今回私は自信あったのに、よりによって神崎君に取られるなんて」

「え、受賞する気だったんですか？」

　思わず声にしてしまうと、真壁さんは眉間にシワを寄せて私を睨んできた。

「そうだとして、何か問題あるの？」

「いえ、ないですけど……」

　ただ、すごい自信だと思った。

　真壁さんは、葵に負けたくないんだ。藤原さんには負けてもいいのかな。確か、彼もだいぶ前に受賞していたはずだけど。

「藤原さんは、最年少受賞記録なんでしたっけ？」

　そう言うと、真壁さんが今日初めて笑顔を見せた。

「そう。藤原君は本当にすごいわ、ついでに一度だけじゃなく二度受賞してるのよ。複数回受賞も彼だけよ」

「へえ、すごいですね」

　素直に言ったつもりだけど、真壁さんはお気に召さなかったようで、さっきまでの笑顔が一瞬で消えてしまった。

「今回は神崎君だったけど、それでも藤原君との差は大きいってことよ」

「そうですか……でも競争するようなことでもないし……」

　意識してるのは、本人たちより真壁さんな気がする。

　この話はこれで終わると思ったけど、近藤さんが何気なく言ったセリフで、余計なことまで聞く羽目になった。

「神崎は横浜支社への異動もあったし、仕方ないだろ？」

「そんなの言い訳よ」

「けど、あいつ精神的にも参ってたし、あの頃は仕事どころじゃなかったんだろ」

　近藤さんの弁護のような言葉を聞いていた真壁さんが、不意に楽しそうな笑顔になった。

「そうね、神崎君、まどかにフラれてヤケになってたものね」

　その言葉を聞いた瞬間、胸に強い痛みが走った。

　フラれた？　葵が？

　急に気になる話題になって、私はうまく対応できない。

　動揺が顔に出てしまったのを、真壁さんは見逃さなかったようだ。

「広瀬さんは何も知らないのよね？　いい機会だから教えてあげるわ。神崎君が左遷された理由。一応付き合ってるんだし、気になるでしょ？」

『一応』って言われ方が癪しゃくに障ったけれど、顔に出さないで答える。

「仕事でミスがあったからですよね？」

「それだけじゃないわ」

　え……どういうこと？　私は葵本人にそう聞いたのに。

「聞きたいんでしょ？」

　聞きたい、でも……。

「本人に内緒で、こんな所でコソコソ聞くなんてよくないです」

　なんとなく罪悪感を覚えて、聞くのがためらわれる。

「気にすることないわ。私が知ってるレベルの話だし、同期は皆知ってる話よ」

「でも……」

　聞いてはいけない気がする。嫌な予感がするのに、私は拒否できなかった。

「神崎君ね、まどかにフラれてから、仕事も休んだり遅刻しがちで、ミスばかりするようになったのよ」

　真壁さんは意地の悪い笑みを浮かべ、私の様子を窺っている。

「嘘……」

　まさかあの葵が……失恋で自分をコントロールできなくなるなんて。

「今の神崎君からは想像できないかもしれないけど、それだけまどかに本気だったってことよ」

「本気……」

　真壁さんの言葉は、いちいち心に突き刺さる。

「それで、ある日とり返しのつかないことを犯したの。機密文書を持ち出したあげく、なくしてしまったのよ」

「まさか……いくら落ち込んでるからって、そんなルール違反をするとは思えません」

「思えなくても本当よ。だから左遷されたの」

　信じられなかったけど、近藤さんも顔を曇らせたまま否定しない。同期の彼らは葵のことをよく知っている。

　本当に……本当のことなの？　今の葵からは、考えられない行動……そこまで彼女を好きだったの？

　血の気が引いたのか、身体が冷たくなり、気分も悪い。

　それなのに、真壁さんは追い討ちをかけるように言う。

「でも再会してからの様子を見てると、まどかは神崎君とやり直そうとしてるみたいね。フッたものの惜しくなったのかもしれないわ」

「まさか……」

　反論しながらも、そのことは私も感じていた。朝井さんの態度は、明らかに葵に好意的だったから。

　葵は『過去のことだ』って言ってたから、気にしないよう頑張ってたけど、思いのほか深い関係だったふたりのことを知ってしまうと、もう不安で仕方なかった。

「真壁、もうこの話はやめろよ。広瀬さんごめんね。……顔色すごく悪いけど、大丈夫？」

　近藤さんが怒って真壁さんを止め、心配そうに私を気遣ってくれる。

　もう、ひとりになりたかった。平気なフリをする気力が残っていない。

「具合が悪くて……すみません、私これで失礼します」

　不満そうな真壁さんと、気まずそうな近藤さんを置いて、私はその場から逃げ出した。




　今日の真壁さんは、ヤケになったようにガンガンお酒を飲み、明らかに悪酔いしていた。機嫌が悪かったんだろうけど、だからって葵の過去の話が、イライラしてついた嘘とは思えなかった。

　今まで不審に思っていた、横浜支社への左遷の原因や、朝井さんの呼び出しに簡単に応じること、私には言えないふたりだけの秘密……。

　小さな気がかりが、大きく膨れ上がっていく。

　今日は本当に最悪な日だ。努力が実らず異動が決まって、知らないほうが幸せだった葵の過去を知ってしまい、とにかく凹んでしまう。

　大声で泣いたり、嫉妬から叫んだりしたいわけじゃない。ただ、すごくつらくてすべての気力を失っていた。

　今はひとりで気持ちを整理したかった。

　そういえば……以前一度だけ、同じような気持ちになったことがある。重い身体を引きずるようにして街を歩いていると、埋もれていたはずの記憶が、不意によみがえってきた。

　もうずっと昔のことに感じるけど、その時もこんな風に寒さに凍える夜だった。




　あれはクレイ・コーポレーションへの就職が決まった頃。初めて付き合った彼との連絡が途絶えて、三日目のことだった。

　彼はひとり暮らしだったから、病気で寝込んでいて、電話に出られないのかもしれない。事故に遭って入院して、メールの返信もできないのかもしれない。

　心配で、いても立ってもいられなくなった私は、彼の部屋へ向かっていた。白い息を吐きながら、冬の夜道を急いだ。彼が故意に連絡を絶ってるなんて、考えもしなかった。

　合あい鍵かぎで部屋に入ると、そこにいたのは、私を見てすごく嫌そうな顔をした彼と……高校、大学と一緒に過ごした一番の友達。

　呆然とする私に彼が言ったのは『最悪』……ただそのひと言だった。

　あの日、初めての恋人と、最も信頼していた友達を失った。




　もう何年も前のことなのに、どうして今さら思い出してしまうんだろう。あの日のように、落ち込んでるから？　でも過去とは状況がまるで違うのに。

　家に辿り着いてからも何もする気になれなくて、シャワーを浴びてすぐにベッドにもぐり込んだ。温かな布団に包まれると、ようやく涙が溢れてくる。

　今日は本当にいろいろなことがありすぎて、何に対しての涙なのか、はっきりわからない。

　認められなかった仕事ぶり。葵が自分を失うほど好きだった、女性の存在。どちらも誰も悪くない。

　私は裏切られたわけでも、捨てられたわけでもないのに。涙は止まらないし、水分と一緒に身体の力も失われていくようだった。




　――その夜は、夢は見なかった。

　葵のこと、仕事のこと。

　そればかり考えていたのに、暗闇の中眠り続け、朝を迎えた。

　最悪の目覚めだ。

　机の上の鏡を覗くと、ありえないほど顔がむくんでいて、思わず大きなため息をつく。

　こんな顔をして出社したら、泣いたことがバレてしまう。タイミング的に、異動が嫌で泣いたんだって思われるだろう。見透かされるのは嫌だった。

　正式な辞令は下りてないから皆はまだ聞かされていないだろうけど、引き継ぎ用のマニュアルを作っていることに気づいた人だっているはずだ。別府部長に呼び出されて、会議室にこもっていたことだって知られている。

　陰では、私の異動はもう噂されてるんだろうな。『使えなくて、商品管理部から追い出された』って言われてるかもしれない。

　被害妄想かもしれないけど、そんな風に考えてしまう。

　だからこそ、惨めになりたくない。最後の日まで明るく過ごしたい。変に同情されたくない。落ち込んでるところや、悲しんでいるところを知られたくなかった。




　いつもよりメイクに時間をかけて出社すると、別府部長と葵が私の席の前で何か話し込んでいた。

「おはようございます」

　近づいて控えめに挨拶をすると、別府部長は弾かれたように振り向いた。

「広瀬、ギリギリだぞ！」

　同情されるのが嫌なんて心配は無用だったらしく、別府部長はいつも以上に乱暴な口調で言った。

「すみません」

　遅刻したわけじゃないから納得いかないけど、逆らって面倒になるのは嫌だから大人しく謝る。少ししてから顔を上げた途端、葵と目が合った。

　葵は何か言いたそうな目で、じっと私を見つめている。

　昨夜泣いている間に、葵からの着信が何度もあった。当然出られなかったし、朝もかけ直さなかった。

　そのことを怒っているのかな？

　そう思っていると、別府部長が口を開いた。

「広瀬、すぐに打ち合わせコーナーに来い」

「あ、はい」

　異動の話かな？

　私は慌ただしく荷物を置いて、ノートとペンを持って打ち合わせコーナーに向かう。

　なぜか葵も一緒についてきて、別府部長の隣に座った。私の正面には別府部長、斜め前には葵という、今までにない配置で緊張する。

　どうして葵が？

　戸惑っていると、別府部長が早口に語りだした。

「広瀬の業務の引き継ぎについて、神崎と話してある程度調整した」

「はい」

「雑用は若手社員で分けることにするから、簡単でもいいからマニュアル作っておいてくれ」

「はい。昨日から進めています」

　別府部長は満足したように頷いた。

「広瀬にしては珍しく素早いな」

「……そうですか？」

　早く着手していたことを意外そうに言われるなんて……別府部長は私のこと、本当にダメだと思ってるんだな。今までの努力ってなんだったんだろう。

　別府部長は私の気持ちが沈んでいることになんて気づくはずもなく、早口に話を続ける。

「それでメインのアシスタント業務のほうだけど、それは後任者に一週間で引き継いでくれ」

　引き継ぎ期間がたった一週間？　……すごく短い。

　私が三年以上やっていたことって、たった一週間で伝えられると思われてるんだ。

　昨日に引き続き、冷たい感覚が襲ってくる。

「どうした？」

「いえ、なんでもないです……それで、後任は誰ですか？」

　私と同じアシスタントは商品管理部に何人かいる。

　そのうちの誰かに引き継ぐと思っていたけど、別府部長は私と入れ違いに商品管理部にやってくる人がいると言った。

「派遣の方が入るんですか？」

　一週間という短期から、仕入れ業務経験ありの、派遣社員が来るのかと思った。商品管理部のアシスタントの多くは派遣社員だから。

　でも……。

「違う。総務の朝井まどかがうちの部のメンバーになる。しばらくは広瀬のあとを継いで、神崎のアシスタントをしてもらう」

　別府部長はごく普通に発言したけど、私は声が出せなかった。

　思わず葵へ視線を向けると、彼は気まずそうな表情で私を見つめている。これは葵も承知していることなんだ。

　冷たい空気の塊を飲んでしまったように、身体がどんどん冷えていく。ドクンドクンと心臓が音を立てる。

　朝井さんが私の代わり。葵のアシスタント……。どうして？

　頭の中はただそれだけだ。

「朝井は総務部のほうの仕事を片づけてからだから、うちの部に来られるのは十二月半ば以降になる。それからすぐに引き継ぎをしてもらうからな。年末休みに入る前に、ちゃんと終わらせろよ」

　別府部長の言葉が遠くで聞こえた。




　なんだか現実感が湧かなかった。

　席に戻って、いつもの業務にとりかかる。朝のリストを出して、皆に配って、自分の担当ぶんをチェックして。機械的に手を動かすけど、頭も身体も凍りついてしまったようだ。

　葵は異動の話のあと、すぐに席を外してからずっと戻ってこない。昨夜のトラブルの件が長引いているのか、別府部長と打ち合わせをしたり、他部署に出かけたりでとにかく忙しそう。

　お昼になるまで、ついに顔を合わせることはなかった。

　昨日からの出来事は、私にとって完全にキャパオーバーで、平気なフリをするのも苦しく、昼休みに真希ちゃんに助けを求めた。




『紫藤』に入ると、先に来て、隅の目立たない席を確保してくれていた真希ちゃんが、私の姿を見つけるなり手招きしてきた。

「大丈夫？」

　私の顔を見た途端、真希ちゃんが問いかける。

「うん、一応」

「嘘。ひどい顔色だよ、何があったの？」

　真希ちゃんは心配そうに言うと、素早く日替わりランチをふたつ注文してくれた。

「異動が正式に決まったんだ。休み明けの一月五日から、千葉工場に」

「え……」

　真希ちゃんは一瞬動きを止めて、それからいつになく力ない声で言った。

「そっか……決まっちゃったのか」

「うん、ダメだった。真希ちゃんとランチに来られるのもあと少しだよ」

　千葉工場に行ったら、本社に来る機会はほとんどないと思う。

「……そうだね。でも仕事のあとには、いくらでも会えるでしょ？」

「うん」

　私が頷くと、真希ちゃんは少しためらってから言った。

「……ねえ、神崎さんとは話したの？」

「異動のこと？」

「それもだけど……」

　歯切れの悪い真希ちゃんの様子からピンときた。この前話していた、朝井さんとのことを聞いてるんだって。

「異動のことは話せてないけど、朝井さんとは、今はもうなんでもないって」

「そう。彩はその話を信じてるの？」

「……うん」

「それならいいけど。異動のこともちゃんと話しなよ、今後のこともあるんだし」

「それなんだけど、私の後任が朝井さんなんだって」

「ええっ!?」

　真希ちゃんが大きく目を見開く。

「どうして？　朝井さんって、この前異動で総務に来たばかりでしょ？」

「そうだけど、別府部長が言ってたから間違いないよ」

「変じゃない？　こんな短期間にコロコロ異動なんて。しかも彩の後任でしょ？　彼女は神崎さんや藤原さんと同期だよ。今さらアシスタントなんてするかな？」

「私だって驚いたけど……」

　でも、別府部長ははっきり言い切ったし、葵だって納得した顔をしていた。

　真希ちゃんは少しの沈黙のあと、声を潜めて言った。

「人事異動ってさ、二種類あるって知ってた？」

「え？　知らないけど」

「普通は部長クラスの人が異動者を決めるけど、場合によっては、もっと上の役員が決めることもあるんだって。彩は部長のほうの異動だろうけど、朝井さんは違うのかもね。だって、仕事を覚えたばかりの社員を出すなんて、現場の部長ならしないでしょう？」

「わからないけど……」

　私は葵と朝井さんの関係のほうばかりが気になって、人事異動の不自然さを気にする余裕はなかった。確かにおかしい気はするけど。

「朝井さん、何かやらかしたのかもね」

「何か？」

「ワケあり異動なんじゃないかな？」

「……そうかもしれないけど、私は朝井さんが商品管理部に来ること自体が、ショックだよ。ほかのことはあまり考えられない」

　本音をもらすと、真希ちゃんはハッとする。

「そうだよね、ごめん。彩の気持ちを考えれば、神崎さんの近くに朝井さんが来ることは耐えられないよね」

「うん。今のふたりは何もないって信じてるけど、でも心配だよ」

　昨日聞いた葵の過去の話は、真希ちゃんにも言えない。

　だけど私の心の不安は伝わったようで、真希ちゃんは言葉を選ぶようにして話しだす。

「ふたりが同じ会社で、しかも同じ部署となると、『話さないで』なんて言えないし、つらいよね。私が彩の立場でも、その状況はきついと思うけど、彩はさっき神崎さんを信じるって言ったよね。結局、最後はそれしかないんじゃないかな。悪い想像に負けないで、強い気持ちを持つしかないと思うよ」

「そうだね……」

　葵と付き合ってからこれまで、心配したり、不安になったりすることはあったけど、皆私の思い込みや、勘違いだった。そのたびに、『勝手に凹んでないで、もっと早く話し合えばよかった』って思った。

　今回も、葵とゆっくり向き合って話せば、不安や心配が和らぐのかな。




　ランチから戻っても葵は席にいなかった。戻ってきたのは、午後三時過ぎ。

　その後もたまっている仕事の処理に追われているようで、目の前の席なのに会話すらままならなかった。今日の夜、会えるのか聞きたいけど、聞きづらい。




　結局ろくに会話もできないまま、葵は外出してしまった。

　仕事だから仕方ないけど、やっぱりつらい。

　その夜の十二時過ぎ、ようやく葵から電話がかかってきた。

『悪い、こんな時間に』

　葵の第一声に、私は自分の部屋のベッドに腰かけながら答える。

「大丈夫だよ。今まで仕事だったの？」

『いや、仕事のあと、少し用があった』

「……用？」

『ああ。遅くなったけど、彩と少しでも話しておきたかったから』

「うん……」

　忙しいのに電話をくれたのは嬉しい。でも、私と話すより先に済ませた用って、なんだろう。

　そんな考えが浮かんでしまい、慌てて振り払う。昼間に真希ちゃんも言っていた。『悪い想像に負けないで、強い気持ちを持つしかない』って。

　少しの沈黙のあと、葵は気まずそうに言った。

『まどかのこと、突然で驚いただろ？』

「うん。葵は知ってたんでしょ？」

『ああ。昨日聞いて、彩に話そうとしたけど、連絡がつかなかった。本当は別府部長からあんな風に告げられる前に、俺から伝えておきたかったんだ』

　昨夜、葵からの着信はいつもより多かった。きっと、私に朝井さんのことを知らせようと、何度もかけてくれたんだ。

「ごめんね、昨日電話に出られなくて。なんだかすごく疲れてて、寝ちゃったんだ」

『大丈夫か？』

　葵は低い声で心配そうに言う。

「大丈夫……たくさん寝たせいか、落ち着いたよ」

　どうしてか葵にまで強がってしまった。本当は心はボロボロなのに、顔が見えないせいかな。

『彩はよくやったよ。異動にはなったけど、努力したことは新しい部署でも活かせるから』

　葵の声はいつもより優しい。きっと私を励まそうとしてくれてるんだ。

「うん……ありがとう」

『まどかの引き継ぎだけど、少し早まるかもしれない』

「……そうなの？」

『〝少しでも早く、商品管理部の仕事に慣れたい〟って言ってるみたいだ。別府部長も賛成してる』

「別府部長は、朝井さんに期待してるんだね」

　ダメな私が出て、朝井さんが入って、別府部長は喜んでるのかな。

　卑屈な考えに沈み込みそうになる私に、葵が厳しい声で言った。

『彩、変なこと考えるなよ？　彩の頑張りは別府部長も認めていた。ただ会社としては業務上、彩の異動が最適だって話になっただけだ』

「うん……」

　反論はしなかったけど、今の言葉は受け入れられなかった。やっぱり電話じゃ、うまく気持ちを伝えられない。上辺だけの会話になってしまう。

　せっかく葵と話せたのに、いつものように気持ちが晴れることはなかった。『信じよう』とか『前向きになろう』とか、ただ自分に言い聞かせて無理をしてるだけで、心の中にくすぶっている、言いようのない感情が消えることはなかった。




　それから一週間後の十二月十四日。予定より三日ほど早く、朝井さんが商品管理部へやってきた。

　何度か顔を合わせたことはあるけど、ふたりで向き合って話すのは初めてだ。

　すごく緊張している私とは逆に、朝井さんは仕事へのやる気に満ち溢れ、にこやかな笑顔で皆への挨拶を済ませた。

　その後、私と朝井さんは、私にとって嫌な思い出の場所となった、第三ミーティングルームに呼び出された。

　ノックをしてドアを開けると、八人掛けテーブルの端に、別府部長が座っていた。いつものようにノートパソコンを置き、難しい顔でそれを眺めている。

　朝井さんは別府部長の正面に座り、私はその隣に腰かけた。

「朝井は神崎と同期だったな」

　別府部長は私が初めて見るような笑顔を作り、朝井さんに言った。

「はい。神崎君は横浜支社、私は西東京支社だったので、ここ数年は離れてましたけど」

「そうか。今日からは毎日顔を合わせることになるが、うまくやってくれよ」

「はい、わかっています」

　朝井さんはどこか嬉しそうに答えた。

　別府部長は満足そうに頷くと、ようやく私に目を向けてきた。

「広瀬、引き継ぎはしっかりやれよ」

　朝井さんに対するのと比較して、言葉は少しだったけど、いつものことなので、私は大人しく頷く。

　でも、別府部長が続けた話を聞いた途端、鎮まっていた感情が暴走しそうになった。

「朝井は商品管理部の業務に慣れるまで、神崎のアシスタントをしてもらう。ひと通り業務を覚えたら、バイヤーとして担当を持ってもらうから、神崎の仕事ぶりをよく見ておけよ」

「はい。神崎君には『仕入先との交渉や、打ち合わせのすべてに同席したい』と言ってあります。少しでも早く戦力になれるように頑張ります」

　ショックだった。

　朝井さんは、すぐにバイヤーになることが決まってるんだ。私の仕事を引き継ぐのは、商品管理部の業務に慣れるためでしかないんだ。

　それに葵に常に同行すると言っている。自分をしっかりとアピールして、仕事に対しても貪欲。

　初めて見た時はその雰囲気から、控えめな人なのかと思った。でも、実際の朝井さんは私が思っていたより意志が強そうだし、世渡りもうまそうだ。

　葵への好意も疑いようがない。

　私、引き継ぎの間、この人の前で普通にしていられるのかな……。

　期待されてやる気に溢れる朝井さんと、厄介払いされて落ち込む私は、あまりにも対照的だった。










なくしていたもの




　葵は本当に忙しそうだった。

　別府部長とともに対応しているトラブルに、もともと進めていた青陽社の案件。そしてデイリー業務に、朝井さんへの指導。それらをこなすのに、とても疲れているようだった。

　毎日電話はくれるけど、会う機会は持てなかった。

　私は朝井さんとの引き継ぎが苦痛で、お昼に真希ちゃんに愚痴を聞いてもらっていたけど、引き継ぎ五日目にして、もう限界に近かった。

『異動したくない』ってあれほど頑張ってたのに、今は早く商品管理部を去りたくて仕方ない。

「このやり方は、間違ってると思うけど」

　仕事の引き継ぎをすると、朝井さんはそんな言い方で、決まって私のやり方を否定する。一日の中で何度も『違う』って言葉を吐かれる。

　私のストレスは、そうやって地味にたまり、大きく膨らんでいった。

〝違う〟って言葉は、今まであまり気にしていなかったけど、大嫌いになってしまった。

〝嫌い〟といえば、朝井さんが私のことを嫌っているのは明らかだった。

　私を見る冷ややかな目。ほかの人と比べてあからさまに素っ気ない態度。葵のことがあるからなのか、もともと私みたいなタイプが嫌いだからなのかはわからない。

　でも、朝井さんは私以外のメンバーとはうまくやっていた。引き継ぎ六日目になると、もうすっかり商品管理部に溶け込んでいて、業務のほうもすべて伝え終えてしまった。




　七日目。引き継ぎ業務、最後の日。

　朝井さんへ伝えることがなくなった私は、皆のフォローに回っていた。

　午前中は伝票を入力したり、簡単な問い合わせをしたりと慌ただしく過ごし、午後からは不良部品の検品に駆り出された。

　資材倉庫の端にある部屋で、ただひたすら検査をしていく。加工前で何に使うのかよくわからない部品たちを、穴が開くほどじっと見つめ、選別していく作業は苦痛だった。単純作業で眠くなるし、意外に手は疲れるし。

　初めは三人で作業をしていたけど、来客の応対やトラブル対応でほかのメンバーが抜けていき、最後には私ひとりになってしまった。

　検品しなくてはいけない部品は、残り千個……気が遠くなる。それでも黙々とひとりで作業を続けた。

　どれくらいそうしていたのだろうか、肩が痛くなってきた頃、作業室のドアが静かに開いた。

　ドアを背に座っていた私は、誰かが戻ってきてくれたのかと期待して勢いよく振り返る。

　でも、そこにいたのはさっきまで検品をしていたメンバーではなく、葵だった。

「……どうしたの？」

「検品しに来た」

　葵は驚く私の隣に座り、検品作業を始める。

「平気なの？　今忙しいんでしょ？」

「検品だって、商品管理部の大事な仕事だろ？」

　そうだけど……でも葵の仕事じゃないと思う。手間はかかるけど、誰にでもできる作業だから。

「別府部長、葵のこと、探してるかもしれないよ？」

「最近、彩とちゃんと話してないから。こうしていれば堂々とそばにいられる」

　葵は仕事中には見せない、柔らかい笑みを見せて言う。

　優しさの浮かぶ黒い瞳はとてもキレイで、その顔を見ていたら切なさがこみ上げてきてしまい、私は作業するフリをしてうつむいた。

「あとちょっとで一緒に働けなくなっちゃうね」

　今の商品管理部からは早く出ていきたいけど、葵と離れるのは途方もなく寂しい。

「異動したって同じ会社だろ？」

「そうだけど……でもこんな風に隣に座って、一緒の作業はできないよ」

　葵は何も答えない。答えようがないんだと思う。

　せっかく葵が来てくれたのに、私のせいで暗い雰囲気になってしまった。後悔したけれどうまくフォローができない。

　そんな中、葵が意識したような明るい声で言った。

「表彰式あさってだな。旅行券もらったら、どこかに行こうか」

　葵は、私の気持ちを盛り上げようとしてくれてるんだろう。表彰式も副賞の旅行券も、葵は楽しみになんてしてなかったし、むしろ面倒そうなくらいだったから。

　これは葵の優しさだ。それなのに……私は素直に喜べない。

「旅行券は、私はもらえないよ」

　そう言うと、葵はぴたりと作業の手を止めた。

「……どうして？」

「だって、私はもう商品管理部の人間じゃなくなるし、あれは葵の頑張りが認められての受賞でしょ？　私にもらう資格はないよ」

「表彰は部内皆の力が認められたからで、彩もそのうちのひとりだろ？」

「……違うよ。私はなんの役にも立ってない」

「違わない。彩が今つらいのはわかるけど、自分を卑下するのはやめろよ」

　葵は真剣な表情で、諭すように言う。

　けれど、私は自分でもどうしようもないくらい、頑かたくなになってしまう。

「無理だよ。『卑下するな』って言われたって、私には無理……」

　葵と真希ちゃんが認めて、励ましてくれても、実際、私は別府部長に切り捨てられた。それに朝井さんにも毎日否定されて……。

　それを見ているはずなのに、商品管理部のメンバーは、朝井さんとどんどん親しくなっていく。きっと、今まで心の中で、朝井さんのように私のやり方を否定していたんだと思う。

　そんな状況で、どうして自分に自信を持てるんだろう。

「彩、どうしたんだ？」

　葵は私の態度に、戸惑っているようだった。

「葵には話してもわかってもらえない。異動してきた途端にチーフバイヤーになって、賞までもらって……。私とは違いすぎるもの。私の気持ちなんて葵にわかるはずがないよ」

　言ってすぐに後悔した。

　醜い嫉妬。こんなの八つ当たりだ。

　葵も驚いているけれど……だんだんと私への怒りが生まれてきたんだろう。

「彩の言葉だとは思いたくない。今のお前、ひどい顔してるよ。好きだとは思えない」

　葵はそう言うと、私を視界から追い出すように、部品に目を向けた。

　私は葵に言われたセリフがショックで、指先が震えてうまく検品できなかった。

『好きだとは思えない』

　自業自得なのに、胸が痛くて視界が霞んでくる。涙が滲にじんで、私は慌てて目元を拭ふいた。

　気づいているはずなのに、それでも葵は何も言ってくれなくて……私より何倍も速いペースで検品を終えると、無言で部屋を出ていった。

　卑屈で素直さの欠片もない私は、葵に見捨てられて当然だ。

　わかってるけど悲しくて仕方がない。葵のことが大好きなのに、離れたくないのに、どうしてあんなこと言っちゃったんだろう。

　しばらくしてから席に戻ると、葵は出かけてしまったのか、どこにも見当たらなかった。

　夜も連絡はなく、私は眠れないまま朝を迎えた。




　翌日は表彰式で、私にとって商品管理部での最後の日だった。

　表彰式のあとは、クリスマスイブだというのに、部のメンバーで飲みに行くことになっている。名目は朝井さんの歓迎会と私の送別会。

　そんな気分じゃないけど欠席するわけにはいかないから、朝から憂鬱な気分だった。

　表彰式はやっぱり参加しないことにした。

『片づけがある』と言ったら、別府部長も皆もあっさり『わかった』と言って、誰も引き止めたりはしなかった。

　ガランとしたフロアで、私はひとり、ダンボールに荷物を詰めていた。

　三年以上使っていると、机の中にはいろんな物が眠っている。すっかり存在を忘れていた、もらい物のマウスパッドが五枚。年末年始の挨拶で配られたタオルが六枚。

　こんな物が入っていたから机が狭く感じられたんだ。

　苦笑しながら、適当な場所にしまっていく。千葉工場に持っていく荷物は、意外に少なかった。

　時間が余ってしまったので、ついでに共用のキャビネットを整理することにした。

　ここにもいらない物がいっぱいだ。キャビネットの前に座り込み、夢中になって作業していたからか、人の気配に全く気がつかなかった。

「広瀬さん」

　だから、声をかけられて本当に驚いた。

「……朝井さん。表彰式はまだ終わってないですよね？」

　朝井さんは商品管理部のメンバーとして、参加していたはずだ。

「葵の授賞は終わったから。私は先に戻ってきたの」

「そうなんですか」

　なぜ？と聞く気にはなれなかった。

　会話を終わらせて片づけを再開しようとした私に、朝井さんが言った。

「広瀬さんって、葵と付き合ってるって聞いたわ」

　顔を上げると、朝井さんは冷たい目で私を見下ろしていた。

「……真壁さんに聞いたんですか？」

「ええ。本当なの？」

「どうしてですか？」

「気になるから。知ってると思うけど、私、昔葵と付き合ってたの。一度は別れたけど、やり直したいと思ってる。彼にもそう伝えたわ」

　衝撃的な発言だった。

「『伝えた』って……いつ？」

　震える声で問うと、朝井さんは長い髪をかき上げながら答えた。

「私が本社に戻ってすぐだけど」

　葵は朝井さんとは本当に何もないと言っていた。ただの同僚だと。

　でもそれは嘘で、実際は『よりを戻したい』って、迫られていたってこと？

　真希ちゃんの話を思い出した。葵が朝井さんとふたりで、深刻そうな話をしていたってことを。

「葵には、断られたわ」

「……そうなんですか？」

「でも私、諦め切れなくて、もう一度言おうと思ってる。だからあなたに確認しておきたいの。本当に付き合ってるの？　葵がよりを戻してくれないのは、あなたが関係しているの？」

　朝井さんは真剣だった。挑むような目で私を見据えて、決して視線を逸らさない。

　本当に葵が好きなんだ。やり直したいんだ。

「もし葵が私と『やり直したい』って言って、あなたに別れを告げたら、あなたは受け入れられる？」

「私は……」

「社内だし、変に揉めたくないの」

　朝井さんは、自分が選ばれる自信を持っているようだった。

　一度断られてるのに、どうして？　どうしてこんなに自信を持てるの？

「昨日、葵に連絡して急に呼び出したの。彼はその呼び出しに応じてくれた。私に気持ちが戻ってきているのを感じているの」

　ああ……そういうことなんだ。朝井さんは葵を試して、それで自信を持ったんだ。

　私にはできない、そんなこと。そして選ばれる自信もない。それどころか葵に嫌われるようなことばかり言ってしまう。

　もうダメだって思った。私には朝井さんに言い返す力も、葵の気持ちを取り戻す魅力もない。また身体が冷たくなって、何もかも投げ出したくなっていく。

「そうなったら……仕方ないです」

　そんな言葉しか出てこなかった。

　朝井さんから離れるために、私は商品管理部のフロアを出た。行き先は決まっていないけど、とにかくどこかへ行きたかった。

　人気のない廊下を歩き、階段に向かう。

　ひんやりした空気が漂う踊り場に腰を下ろして、息を吐く……目を閉じると、葵の姿が頭に浮かんだ。

　一緒に過ごした時間は短くて、出会ってからまだ半年も経っていない。それなのに葵との思い出はいっぱいで、たくさんの葵の姿が映っては消えていく。

　大好きだった。今でも大好き。……でも、苦しくて仕方ない。

　私と違って優秀な葵に、引け目を感じてしまう。私は彼にふさわしくない……いつか葵がそれに気づいたらと思うと、不安になる。朝井さんみたいなキレイな女性が、葵を好きだって事実が怖い……。

『葵の言ってくれた言葉を信じよう』『悪い妄想に負けないようにしよう』……何度も、そう心に言い聞かせてきたけど、ダメだった。

　――私にはもう、信じる強さが残っていないんだ。

　昔、三日間も音信不通になった恋人の裏切りを、私は疑いもしなかった。私よりキレイな親友が彼と親しくしていても、気にならなかった。

　あの頃は、ただ純粋に人の気持ちを信じていられたのに。

　こんなことになって、今さらのように気がついた。私がなくしたのは、恋人と親友だけじゃなかったんだ。

　恋人を無条件に信用する気持ち。幸せな未来を信じる気持ち。

　心の中の純粋な思いを、あの時、なくしてしまったんだ――。










選ばれた人




　クリスマスイブだというのに、歓送迎会には商品管理部のメンバー全員が参加してくれた。

　朝井さんは、場の中心となって談笑している。

　私は……最後の日まで別府部長の隣。

「広瀬、遠慮なく飲めよ。今日はお前が主役なんだからな」

　別府部長がこんな風に気遣ってくれるのは、初めてかもしれない。なんだか変な気分になりながら、勧められたビールを飲んだ。

「だいぶ飲めるようになったな。最初は、カルーアミルクなんて飲んでたのにな」

　別府部長はしみじみ言う。

「もう二十六歳ですから」

「もうそんなになるのか、早いな。俺から見れば、まだまだガキだけどな」

　今日の別府部長は、あまり嫌なことは言わない。

　お酒も進んでない？

「広瀬……お前さ、神崎が来てから変わったな」

　別府部長が改まった様子で言った。

「……そうですか？」

「ああ」

　別府部長は真面目な顔で頷いた。

「どんな風に変わりましたか？」

「怒りっぽくなった」

「……え？」

　いい方向に変わったって言われるのかと思ってたけど、どうやら今日もダメ出しをされるようだった。

「すみませんでした。新しい部署では、穏やかになるよう努力します」

「いや、今のままのほうがいいと思うぞ」

「ええ？」

　怒りっぽいのはまずいんじゃ……。

「いつも同じ顔でニコニコしてるより、自己主張できている今のほうがよっぽどいい。ちょっと前までのお前って、何考えてるのかわからなかったからな」

「わからないって……私がですか？」

　考えてもみないことだった。私がわかりづらいと思われていたなんて。

「まあ俺だから、相手できたんだろうな。周りも近寄りがたくて、それで飲み会ではいつも俺の隣だったんじゃないか？」

「いや、それは……」

　少し違うような……すぐにお酒に呑まれる別府部長の隣を、皆が嫌がったからだと思うけど。

　でも、そんなことをはっきり言えるはずもなく黙っていると、別府部長は得意気に言った。

「お前みたいなのと楽しく話せるのは、俺くらいだからな」

　否定できないほど自信満々に言われ、私は曖昧に頷いた。

「はあ……」

「なんだよ、ショック受けてんのか？」

　別府部長は私の反応を意外に思ったのか、眉を上げて言う。

「いえ、大丈夫です」

　さらりと聞き流して答える。スルーする能力だけは、伸ばせたかも。

「そうか。まあ新しい部署では、今のお前でいけよ」

「はい」

「『優秀な若手社員が欲しい』って言われてお前を出したんだから、期待を裏切るような真似はするな」

「……え？」

　今度の言葉は聞き流さなかった。今日一番の衝撃だ。

　優秀な若手社員？　何それ……どういうこと？

「『え？』じゃない。お前が適当なことしたら、推薦した俺の評価が下がるんだからな」

「……本当のことなんですか？」

「は？」

「〝優秀な社員〟って」

「ああ。だって製造部だって、使えない社員なんて欲しくないだろ？」

　そりゃあ、そうだろうけど。

「最近のお前はミスも減ったし、数字で結果を出せるようにもなったし、堂々と送り出せる。初めは『お前でいいのか』って不安もあったけど、ラストスパートでアピールできたな」

　アピールって……商品管理部に残るためのアピールだったんだけど。どうして話が変わってるの？

　わからない。でも別府部長はお世辞なんて言わないし、私をわざわざ持ち上げるなんてこと、絶対にしないはずだ。

　……本当のことなの？　私、追い出されたわけじゃないの？

　二時間に渡る歓送迎会も、終わりが近づいてきた。

　歓送迎会の慣習で、主役から挨拶をしなくちゃいけない。

　朝井さんは感じのよい笑顔で、気の利いた話をして、皆の笑いを誘っていた。

　次は私の番だ。ただでさえ人前で話をするのが苦手だし、盛り上がった朝井さんの次ってことで、いつも以上に緊張してしまう。

　上座に立った時には膝が震えてしまい、あらかじめ用意していたセリフなのに、声が震えてしまった。

「新入社員研修のあと、商品管理部に配属になって、三年と五ヶ月が経ちました。皆様には、大変お世話になりました……」

　自分でも、なんの面白みもない挨拶だと思う。

　でも、口にした途端、今までの思い出が頭の中を駆け抜け、いろいろな感情がこみ上げてきた。

　結局バイヤーになれなくて、ここ一週間は『早く商品管理部からいなくなりたい』って思っていて……いいところなんてあまりなかったのに。最後の瞬間になってこの部署と離れがたく感じてきた。

「皆さんと一緒に働けて、本当によかったです」

　適当に挨拶例文から拾ってきたセリフだけど、今は心からそう感じていた。

　どうして私はこんなギリギリの時になって、こんな気持ちになるんだろう。『同情されたくない』とか、ちっぽけなプライドなんて捨てて、もっと素直になれてたら、最後の一週間をもっと違った気持ちで過ごせたかもしれないのに。

「本当は、皆と一緒に商品管理部の仕事を続けたかった。私もバイヤーになりたかった……心残りなことはあるけど、でもここで過ごした経験を活かして、次の部署でも頑張ります。今までありがとうございました」

　最後は、自分でも何を言っているのかわからず、今の気持ちをただ訴えただけになってしまった。

　それでも心を込めて頭を下げると、予想していなかった大きな拍手が起こる。

「広瀬さん、寂しいです！」

　酔っ払って顔を赤くした後輩がしがみついてくる。気がつけば、先輩たちも私を囲んでくれていた。




　歓送迎会が終わり、二次会に行く人、帰宅する人がそれぞれの方向に進む中、私は葵を探していた。

　最後にちゃんと挨拶をしたかった。もうすっかり嫌われてしまったかもしれないけど、昨日のことを謝りたくて、キョロキョロと辺りを見回す。

　ようやく見つけた葵の隣には、朝井さんが寄り添っていた。朝井さんは葵とやり直すため、『告白する』と言っていた。

　今からふたりでどこかに行くのかもしれない。そんなの……嫌だ。

　ふたりを止める勇気はないのに、目を逸らして立ち去ることもできないでいると、視線に気づいたのか、葵が私のほうに目を向けた。

　夜の頼りない灯りのもとでも、葵の表情が変わったのがわかる。

　身体が固まってしまったように動けない私に、葵が足早に近づいてきた。

「彩、帰ろう」

　葵は朝井さんを振り返ることもなく、私に言う。

　昨日、最後に会話した時はとても怖い顔をしていた葵だけど、今は穏やかな顔で、私を見下ろしてくる。

　……怒ってないの？　私に愛想を尽かしたんじゃないの？

　葵は、だらりと力の抜けた私の手を取った。

「今日は飲みすぎてないよな？」

　優しく問いかけられ、胸が痛んだ。

　頷くと、葵は私の手を引いて歩きだす。

　いろいろ聞きたいことがあるのに、今はうまく言葉が出てこない。ただ葵について歩いていると、背後から足音が近づいてくるのが聞こえ、直後、甲高い声が辺りに響いた。

「葵、待ってよ！」

　葵がピタリと足を止める。

　私も息苦しい思いで立ち止まった。

　私たちから二メートルくらい距離を置いて立ち止まった朝井さんは、怖い顔をして葵を睨んでいる。

「話は終わったろ？」

　葵は驚いた様子もなく、冷静な口調で言う。

「終わってないわ。それなのに、どうして途中で置いて帰るの？」

「俺からはもう言うことはないし、まどかがひとりで『終わってない』って思ってるだけだろ？」

「昨日、私が呼んだらすぐに来てくれたでしょ？　あれが答えじゃないの？」

　朝井さんは私の存在が目に入らないのか、周りの目を忘れたように、必死の形相で葵に食い下がる。

「勘違いさせたなら悪かったけど、もう話す必要はないから。彩、行くぞ」

　葵は冷たく言い放つと、私を促して歩きだそうとした。

「待って！　広瀬さんは、私と葵がよりを戻しても『仕方ない』って言ってたのよ？その程度の気持ちの人と、この先も付き合うの？」

　葵が初めて顔色を変えた。

「……いつ、そんな話をしたんだよ」

「昼間よ。表彰式の時、ふたりで話し合ったの」

「……あれが話し合い？」

　朝井さんの言い方に、私は唖然として思わず呟いた。

　確かに私は『仕方ない』って答えたけど、それは朝井さんからの一方的な宣言に、打ちのめされてしまったからだ。

　葵は、私をじっと見つめてから、朝井さんに視線を戻す。

「そこまで言いたいことがあるなら、聞くから言えよ」

　私なら怯んでしまいそうな。冷たい声だった。

　それでも朝井さんは、強気な態度を崩さない。

「私は葵とやり直したい。その気持ちは変わらないわ、もう一度考えて」

　朝井さんは、まっすぐに葵だけを見つめている。

　こんな所にいたくない。そう強く思ったけど、葵は私の手を離さないまま、迷わず朝井さんに言った。

「俺はその気はないし、この先も気が変わることはない」

「どうして？　理由を聞かせて」

「見てわからないのか？　俺には彩がいるだろ」

　葵は、握っている手に力を入れた。

　葵の気持ちが伝わってきて、私も繋いだ手に力を込める。

　私たちの態度にイラ立ったのか、朝井さんは顔を歪ゆがめた。

「私と彼女の違いは何？」

「違い？」

　葵はなぜか嘲ちょう笑しょうする。

　それが朝井さんをムキにさせたのか、ひと際高い声が響く。

「私の何が悪いの？　なぜ彼女を選ぶの？」

　葵の顔から笑みが消えた。

「なぜ？　昔、自分がやったことを忘れたのか？」

　今までで一番、冷酷な声だった。

　朝井さんの身体が、かすかに震えたような気がした。

「あの時は……確かに私は葵を裏切ったけど……でも、間違ってたって気づいたの！ずっと後悔してた。だから今、こうして『葵とやり直したい』って言ってるのよ！」

　動揺が激しいのか、朝井さんの声は震えていて、目には涙が滲んでいる。

　私は何も言えず、ただ事態を見守ることしかできなかった。

　葵は、本気で朝井さんを好きだったはずだ。その彼女にここまで懇願されて、心が揺らがないわけがない。葵は、朝井さんを許すかもしれない。

　私の手は……離されてしまうかも……。

　この先の事実を知るのが怖いのに、朝井さんの言葉は止まらない。

「葵が怒ってるのは、当然だと思う。それでも、葵はあの時私を助けてくれたでしょ？再会してからも、一度も私を責めなかった。私、許されたんだと思ってた」

　朝井さんは、悲しそうな目で葵を見つめる。

　それでも葵の態度が軟化することはなかった。

「責めなかったのは、俺にとってまどかが他人になってるからだ」

「他人？　でも、それならどうして私が呼んだ時、来てくれたの？」

「……もっとはっきり言ったほうがいいのかよ？」

　優しさの欠片もない葵の口調に、朝井さんは一瞬怯んだけど、すぐに気を取り直したように頷いた。

「聞きたいわ」

　葵は諦めたように息を吐いてから、口を開いた。

「俺はどうでもいい相手に対して、怒ったりしないんだよ」

「どうでもいい？」

「まどかの呼び出しに応じたのは二回だよな。一度目は、今の関係をはっきりさせたかったから。『もう呼び出すな』って言ったはずだ。二度目……昨日のことについては、説明の必要もないだろ？　なんて言って俺を呼んだのか思い出せよ」

「じゃあ……もう私のことは、なんとも思ってないの？　本当にただの他人ってこと？」

　朝井さんの声はひどく震えている。

「そうだって言っただろ」

　朝井さんは、こんな終わりを予想もしていなかったんだろう。血の気のない顔で呆然と葵を見つめている。

「違う……私たちは他人じゃないでしょ？　あの頃の葵は、誰よりも私を大切にしてくれていた。それなのに葵は怒ったまま、たった一度の間違いも許してくれないの？自分は絶対間違えないの？　過去を後悔してる私の気持ち、葵は想像もできないでしょ？」

　悲しみと怒りの混じった朝井さんの言葉から、葵が逃げることはなかった。

「まどかだって想像できないだろ？」

「何が？」

「『一時の気の迷いだった。後悔している』って簡単に言うけど、裏切られた人間の気持ちを、想像したことがあるのか？」

「わかってるよ……本当に悪かったと思ってるよ？　でもあの時は私だって……」

「わかってないだろ？　本当に理解していたら、自分からやり直したいなんて言えるはずがない」

　朝井さんは何かを言いかけたけれど、言葉が出なかったのか、結局口を閉ざした。

「お前は勝手だよな。いつも自分の感情を優先させる。だから彩に無神経なことも言える」

「私が無神経？」

　朝井さんは納得いかない様子だ。

「俺たちの間に割り込んできて、彩の気持ちをはかるような発言するのは、無神経としか言えないだろ？　お前、彩が『仕方ない』って言った時の気持ち、わからないだろ？」

「それは……わからないわ。私と広瀬さんは性格が全然違うもの。葵はわかるっていうの？」

「わかるよ……お前も誰かに裏切られたら、わかるかもな。〝心を殺される〟って感覚が」

「な、何言ってるの？　〝殺される〟って大げさすぎるよ！」

　声を高くする朝井さんを、葵はなんの感情もない目で見つめた。

「やっぱり、お前は昔と変わってないな。けど、俺はあの頃とは違う。もう俺たちには関わるな。これ以上、彩に余計なことを言ったら、俺はお前の敵になるからな」

「あ、葵！」

　葵はずっと繋いだままだった私の手を引き、朝井さんの叫びに振り返ることもなく、歩きだした。










真実




　葵は大通りでタクシーを止めると、戸惑う私を後部座席に押し込んだ。自分も乗り込むと、いつかのように運転手に行き先を告げる。

「田町まで」

　どうやら葵のマンションに向かうようだ。

　朝井さんとの会話……私には意味のわからない点があって、完全には理解できなかったけれど、葵と朝井さんの関係は、私が想像していたものとは違っていた。

　隣に座る葵は、流れる景色に目を向けていて、何を考えているのか読み取れない。

　聞きたいことはたくさんあるけど、今すぐには聞けず、暗く広がる夜景を眺めながら、葵の部屋に着くのをじっと待った。




　東京タワーを視界の端に映しながら、ふたり並んでソファーに腰かける。

　冷たい革の感触が、乱れる思考をはっきりさせてくれた。

「さっきはごめん、あんな会話を聞かせて」

　葵は、心配そうに私を見つめながら言う。

「でも、彩に見せたほうがいいと思ったから。俺とまどかの関係を、いつも気にしてただろ？」

「うん……葵は朝井さんのことがすごく好きで、彼女を失った時、仕事も手につかないほど荒れたって聞いたから」

「彩が聞いたのは、横浜支社に異動になった時のことだろ？」

　頷くと、葵は悲しそうに目を細めた。

「知りたいか？　噂じゃなくて本当のこと。彩にとっては、気分のいい話じゃないだろうけど」

　葵はそう言いながらも、話すことを迷っているようで、私の様子を窺うように見つめてくる。

　私は迷いなく頷いた。

「知りたい。聞いて苦しむことになるかもしれないけど、自分の悪い妄想に悩まされるよりは、本当のことと向き合いたい」

「過去のことを話す前に伝えておくけど、昨日まどかの呼び出しに応じたのは、『彩のことで話がある』って言われたからだ」

「私のこと？」

　どうして私が？

　驚く私に、葵は小さく頷いた。

「ああ。口実かもしれないとは思ったけど、無視もできなかった。彩が異動する日まで、問題を起こさせたくなかったし、心配だったから」

「私のため、だったの？」

　朝井さんの言い方では、全く違う印象だった。

　それに私と葵の関係を、はっきりとは知らなかったはずじゃないの？　だから今日、わざわざ私の気持ちを確認しに来たんじゃないの？

　戸惑う私の前で、葵は緊張したように息を吐いてから、話しだした。

「四年前、付き合ってた頃は、まどかのことを本当に好きだった」

　葵の言葉は私に鋭い痛みをもたらす。私は手を握り締めて、続きを待つ。

「うまくいってると思ってたけど、まどかが心変わりした。藤原を本気で好きになったんだ」

「藤原さん？」

　まさか……だって藤原さんは葵と仲がよくて、朝井さんにとっても同期で。

「まどかは、周りも気づくほど結構あからさまに藤原に近づいていったけど、相手にされなかった。けど、ある日無視できないことが起きた。当時、全社員を対象に新規商品の企画を募ってたんだけど、俺の企画書を藤原に流したんだ」

「嘘……そんな……」

　時々ある企画書の募集は、社員にとって企画力と発案力をアピールできる、数少ない機会だ。立場に関係なく、いい企画書を出せば、自分の考えた商品が流通することになる。

　やる気に溢れた社員は、こぞって企画書を出すんだけど、その企画を盗むなんてありえないことだった。

　しかも朝井さんは葵の彼女だったのに……こんな裏切りってない。

「藤原は企画書を受け取らなかったけど、結局、俺にバレてふたりの間で大きな問題になった」

「朝井さんは……葵になんて言ったの？」

「錯乱していて、まともな話し合いはできなかった。藤原には、はっきりと拒絶されて俺にも裏切りを知られて、冷静でいられなくなったんだろ」

「それで別れたの？」

「ああ。そんなことになって、一緒にいられるわけがないだろ？　とはいってもしばらくの間は、俺もヤケになって仕事に集中できなかった。企画書の件は、ほかの社員には知られなかったけど、俺がまどかにフラれたって噂はすぐに広がった。だから、女にフラれて仕事もできなくなる男だって、俺の評判は最悪だったな」

「でも……それは仕方ないよ。信じていた人に裏切られたんだもの。傷つかない人なんていないよ」

　私には、その時の葵の気持ちがよくわかる。

　目の前が真っ暗になり、崩れ落ちそうになる感覚。『失恋くらいで』って、簡単に言えることじゃない。

「俺もおかしくなってたけど、まどかはもっと精神的に危うかった。ある日、会社の重要書類を持ち出して、電車の中に置き忘れてしまったんだ」

「え？」

　その話は、真壁さんから聞いていた。

　でも、書類をなくしたのは朝井さんではなく葵で、それで左遷されたって話だったのに……違うの？

「まどかは、遅れがちな仕事を家に持ち帰ろうとして、置き忘れてしまったんだ。上司から追及されたまどかは、それを俺のせいにした」

「……嘘でしょ？」

　信じられなかった。好きで付き合っていた恋人に、どうしてそんなひどいことができるんだろう。葵はどれほど苦しんだんだろう。

　葵の気持ちを思うと、胸が痛む。

「俺は弁解しなかった。もう『何もかも、どうでもいい』ってヤケになってたし、ボロボロになって泣くまどかを、それ以上追いつめられなかった」

「裏切られても……それでも朝井さんが好きだったから？」

「正直、その頃のまどかへの感情がなんだったのかはわからない。好きだったのか、憎んでいたのか……でも、処分で横浜支社に飛ばされた時はホッとした。まどかとも、ほかの誰とも話したくなかったから。親しい人間のいない環境で、ひとりで仕事するのは楽だった」

　葵は商品管理部に来ても、皆と親しくしようとしなかった。いつも近づきがたい壁を作っていて。冷たい人だと思ってた。

　でも、それは違ったんだ。葵は傷ついた心を守るため、もう二度と同じような裏切りに遭わないように、無意識に自分を守っていたんだ。初めから、葵が他人を拒んでいたわけじゃない。信じていた人に拒否されたのは、葵のほうだったんだ。

「横浜への異動のことも、まどかのことも、これで全部」

　葵は私の頬に手を伸ばす。

　いつの間にか私は泣いていて、葵は次から次へと伝う涙を拭ってくれた。

「どうして彩が泣くんだよ」

「だって……その時の葵の気持ちを思うと……」

　最後まで言えない私に、葵は表情を柔らかくする。

「彩にはわかるんだな」

　葵は私の瞳を見つめて言う。

「え……？」

「たかが失恋かもしれないけど、立ち直れないほどの傷を負うこともある。信じていた人間に裏切られるって、そういうことだ。彩にはそれがわかるんだろ？」

「……うん」

　私はゆっくりと頷いた。

「大塚さんから聞いた。彩も昔、つらい目に遭ったんだよな」

「真希ちゃんに？」

　驚く私に、今度は葵が頷いた。

「少し前に、会社帰りに大塚さんに呼び止められて言われたんだ。『彩を傷つけないでくれ』って」

「そんなことを……」

「彩」

　呟く私を、葵はまっすぐ見据えてきた。

「彩の、他人にも自分にも厳しくできないところや、時々見せる劣等感の強さや自己評価の低さ。すべて原因があったんだな。聞いた時、驚いた。端から見れば、いつも楽しそうにしている彩に、そんな傷があるとは思っていなかった」

「『もう昔のことだ』って忘れようとして、本当に忘れたと思ってたの。でも、今日朝井さんと話して気がついた、私はあの時のこと、何も克服できてなかったんだって。葵の気持ちも自分自身も信じられなくて、『葵が朝井さんとやり直すって言うなら仕方ない』って思ったの、私が諦めるしかないって……」

　私の言葉に、葵は頷く。

　それからその強い腕を私の背中に回し、自分の胸に引き寄せた。

　じかに感じる葵の鼓動は、いつも以上に速かった。

「彩が傷ついたのはわかる。いまだに傷が癒えていないことも。でも、頼むから諦めないでくれ」

　葵は訴えるように言う。

　その真しん摯しな声に胸を打たれる。

「葵を好きになって、私の中でたくさんのことが変わったの。私だけを見てほしい、ずっとそばにいたい……そんな風に欲が出た。でも怖いの。『また失ってしまったら』って……葵に選ばれる自信が持てないの。いつか傷つくなら、初めから諦めたほうがいいって逃げ出したくなる」

「俺は彩を裏切らない。彩が好きだ、もし、この先彩が俺から逃げ出したくなることがあっても、俺は彩を諦めない。だから彩も俺を信じてくれ」

「葵……」

　私を抱き締める、葵の腕の力が強くなる。

「私も葵が大好き。些細なことで、すぐ心が揺らいでしまうけど、そんな弱い自分を変えたいよ」

「少しずつでいいから、俺が彩を変える」

　葵のぬくもりの中、私は涙が止まらなかった。

「この前はごめんなさい。葵に私の気持ちはわからない、なんて言って……」

　私の気持ちを誰よりわかってくれてるのは、葵だったのに。いつも私を心配して、寄り添ってくれていたのに。

「つらくて苦しくて……自分でもどうしようもなくなっちゃったの。仕事は認められないし、私なんてどこからも必要とされてないんだって、いじけて葵に八つ当たりした」

　誰よりも葵に必要としてほしかったのに。素直になれなくて。

「もういいよ。俺のほうこそごめんな。『好きだとは思えない』なんて言って。売り言葉に買い言葉だったけど、後悔したよ」

　葵は私の身体を離し、顔を覗き込んできた。

「彩を愛してる」

　整った顔が近づいてきて、そのまま唇を重ねられる。

　穏やかな優しいキスは、心も身体も温めてくれる。

　もう自分自身の弱さに負けたくない。諦めて、葵を離したくない。怖くても、もしこの先、傷つくことがあったとしても、私は葵から逃げたくない。

　それは私にとって、新しく生まれ変わるような、未来に向けての誓いだった。










幸せの光




　異動先である製造部の品質保証課は、総勢五名のこぢんまりした所だった。

　小さな部屋に四十代の女性課長がひとりと、葵より少し上の年代の男性社員が三人。それから私。

　メンバーを見て、私の仕事はアシスタントかと思ったけれど、それは甘い考えだったようだ。

「広瀬さん、女性だからって特別扱いはしないわよ」

　挨拶のあと、いきなりプレッシャーをかけられ、私はハッと息を呑んだ。

　商品管理部にいたことで、忙しさには慣れているけど、この部署ってもしかして。

「今日から打ち合わせに参加して。ゆっくり引き継ぎはできないから、見て覚えてね」

　商品管理部よりハードなのかも。

　私はあたふたしながらノートを用意して、慣れない千葉工場のオフィスの廊下を走る。

　会議室に着くと、前置きなくいきなり打ち合わせが始まった。同じ会社なのに、私にはよくわからない専門用語が飛び交う。

　私……ここでうまくやっていけるのかな？　あまりに心配だ。




　緊張の異動初日を終え、私は急いで電車に飛び乗った。

　待ち合わせは八時だけど、ギリギリまで仕事をしていたから、遅刻寸前だった。

「初出勤はどうだった？」

　なんとか間に合い、少し呼吸を荒くしながら、レストランのテーブルに着いた私に、先に来ていた葵が言った。

「やけにハードだったよ」

　それはもう想像以上に。

「確かに……疲れてるな」

「課長は厳しいし。『女性だからって特別扱いはしない』って宣言されちゃった。それを言うほうが女性差別な気もするけど」

「大変かもしれないけど、品質保証の課長は、うちの会社唯一の女性課長だ。その下で働くのは、彩にとってプラスになる」

「〝唯一の〟？　……そうなんだ」

「真壁なんかは、かなり意識してる相手だ。あいつは出世欲が強いから」

　葵がうんざりした顔で言う。

「真壁さんか……仕事はデキるけど、いつも機嫌が悪いよね。私がいなくなったら、攻撃先がなくなって、ますます機嫌が悪くなりそう」

　半ば独り言の私の呟きを聞き逃さず、葵は苦笑いを浮かべた。

「心配ない。今日は、まどかを相手にやり合ってたから」

「えっ？　朝井さんにって、だってふたりは同期でしょ？」

「真壁としては、そんなの関係ないんじゃないか？　まどかも気が強いから、大丈夫だろ？」

「葵は知らんフリしてるの？」

「関係ないからな」

　葵はあっさりと言い、お冷をひと口飲んだ。

「そういえば、朝井さんって昔、藤原さんが好きだったんだよね？　真壁さんが、そのことで朝井さんをあまり攻撃しないのはどうして？」

「ああ、それは藤原がまどかを全く相手にしてなかったからだろ？　でも藤原のやつ、彩のことは、ムカつくくらいかまってたからな、だから彩には冷たかったんだろ？」

　葵は顔をしかめたけれど、そのあと思い出したようにぼそりと呟いた。

「まあ、藤原も最近、ようやく気になる女ができたみたいだし、安心だけどな」

「……ええっ!?」

　葵はどうでもよさそうに言ったけど、私は思わず高い声を出してしまった。

　だって……あの藤原さんに気になる女の人って……。特定の人を作らなかった藤原さんにそんな相手が？　一体誰が藤原さんの気持ちを動かしたの？

「そんなに騒ぐことか？」

　コクコクと頷き、私はテーブルに身を乗り出した。

「藤原さんの彼女って社内の人？」

「まだ彼女じゃないけどな、あいつの片想いだし」

「か、片想い？　あんなに完璧な藤原さんが……それで相手って誰なの？」

　葵はなぜか不満そうに眉根を寄せる。それから素っ気ない口調で言った。

「……なんで藤原のことそんなに気にするんだよ」

「そりゃあ気になるでしょ？　だってあの藤原さんだよ」

「ふーん」

　葵はますます面白くなさそうにした。久しぶりの拒絶オーラが出てる？

「葵……怒ってるの？」

　少し心配になって聞いたのと同時に、頭上から呆れたような声が降ってきた。

「当たり前でしょ。さっきから聞いてたら藤原さん、藤原さんって……彼氏の前で無神経すぎ」

　驚き顔を上げると、私の座る椅子の後ろには真希ちゃんと、それから近藤さんの姿があった。

「真希ちゃん、近藤さん……お疲れさまです」

　今日は真希ちゃんも誘っていて、どうせならと、真希ちゃんと同じ部署で葵の同期でもある近藤さんにも声をかけていた。

　真希ちゃんは私の隣に、近藤さんは葵の隣に座り、「はぁ」とため息をついた。

「疲れた～。今日は飲みたい気分だわ」

「ほんと、ハードだったよな」

　設計部もかなり大変みたい。うちの会社って根本的に人手不足なんじゃ……そんなことを考えているうちに真希ちゃんはテキパキと注文をし、しばらくするとテーブルの上には美味しそうな料理がズラリと並んだ。

　食べながら新しい部署の話をしたり、真希ちゃんたちの仕事の愚痴を聞いたり、すごく楽しい時間が過ぎていった。

　葵は基本無口なんだけど、時々小さく笑っていて、リラックスしているのが伝わってきた。

　ひと通り自分たちのことを話し終えると、真希ちゃんが思い出したように言った。

「そういえば、神崎さんは朝井さんの異動の理由って知ってますか？　総務に異動になってわずかな期間でまた異動なんて不自然ですよね？」

「言われて見ればそうだよな」

　近藤さんも頷き同意する。

　葵は少し考えるようにしてから答えた。

「総務の前川さんと揉めたらしい。多分それで総務部長が出したんだろうな。商品管理部からはひとり異動することが決まってたし、それでうちに来たんじゃないか？」

「……そうなの？」

　ベテラン女性社員の前川さんは、密かに総務部長より権力があると噂されている。そんな人となぜ揉めてしまったのだろう。

「揉めちゃいけない相手だよな。バカだな、朝井は」

　近藤さんがちょっとドライに言う。

「そんな理由？　気にして損した」

　真希ちゃんはさらにクールだった。

　盛り上がった食事会が終わり、店の前でふた手に別れた。真希ちゃんと近藤さんはもう一軒行くと言い、夜の街へ。

　私と葵はタクシーに乗り、葵のマンションに向かう。




　部屋の大きな掃き出し窓からはキレイな満月が見えた。その下には、煌びやかな夜景がどこまでも広がっている。

　見とれていると、まるでさらうように抱き抱えられ、そのまま広いベッドに押し倒される。私の視界は葵でいっぱいになった。

　葵は私をまるで怒っているような、いつもより鋭い目で見下ろしてくる。

「葵？　……っ！」

　声を封じるように、荒々しく口を塞がれる。

　息もできないような激しいキス。葵の熱い舌が押し入ってきて、私の思考を奪っていく……。

　静かな部屋の中に、私の吐息がかすかに響いた。

　時々息継ぎの時間を与えてくれたかと思うと、すぐにまた深いキスが始まる。

　こんな風にされたら私はもう何もできない。自然と涙が浮かび、頬を流れていく。頭は真っ白になっていて、葵にようやく解放された時はもう身体の力は一切残っていなかった。

「苦しいか？」

　葵は私の涙を拭いながら言う。

　首をほんのわずかに動かして頷くと、葵は少し怖い顔をして言った。

「藤原のことばかり気にしてたから意地悪したくなった」

　思いがけない言葉に私は目を見開いた。

　まさか……葵、ヤキモチ焼いてるの？

　聞きたかったけど、それは実現しなかった。

「今日は俺の気が済むまで離さないからな」

　そう宣言した葵にあっという間に服をはぎ取られ、そのまま組み敷かれてしまったから。

　それからは敏感な所を一方的に攻められて、私は何も考えられずにただ声をあげるばかりだった。

「彩」

　葵は何度も私の名前を呼び、強く抱き締めてくる。

　こんなに葵が私を必要としてくれるなんて。

　情熱的に何度も求められ、身体が溶け合い、至福の時間を過ごした。




　久しぶりに夢を見た。

　私は明るく広い道を歩いている。

　向かう先にはまばゆい光。隣には優しく私を見つめる人……葵がいた。

　葵が私の耳元で囁く。

　私は温かな、幸福な気持ちに包まれながら、彼の言葉を聞いていた。




「彩……彩！」

　名前を呼びかけられて、意識は一気に覚醒する。

　目を開くと正面に葵の顔があった。

「葵……」

「遅刻するぞ、早く支度しろ！」

　慌てた様子の葵に言われ、私はもっと慌てて飛び起きた。

「何時？」

「七時だけど、前より通勤に時間がかかるんだろ？」

「うん、急がないと！」

　バタバタと支度して、マンションを飛び出す。

「彩、こっちだ」

　乗り換えの駅まで車で行ったほうが早いからと、葵に助手席に押し込まれた。




「なんとか間に合いそうだね」

　時計に目をやりながら言うと、葵は気まずそうな顔をした。

「昨日無理させすぎたよな、ごめん」

「え、あ、あの大丈夫だよ」

　昨夜の行為を思い出してしまい、朝から顔が赤くなってしまう。

「身体、つらくないか？」

　藤原さんのことばかり気にしたお仕置きで、かなり執拗に攻められたけど、つらいよりも嬉しかった。葵がそこまで嫉妬してくれて。

　そういえば私、葵にちゃんと気持ちを伝えてなかった。

「あの、昨日は言えなかったけどね、私、葵だけだからね」

　今さらかと思ったけど、想いを言葉にする。

　葵はとびきり優しく微笑んだ。

　この笑顔をずっと見ていたい。

　あの夢のように幸せな光がこの先に待っていることを信じて。




　目を閉じると思い浮かぶ。

　あなたの、いつもそばで支えてくれた姿が。助けてくれた姿が……。

　臆病で、すぐに逃げ出してしまう私に、いつもあなたが与えてくれていたもの。

　それは温かな愛だった。
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　横浜支社から四年ぶりに本社に戻った感想は『あまり変わっていない』だった。

　大きな組織変更もなく、建物も各部署の配置も以前のままで、本社から離れていたことはほとんど影響しなさそうに思える。

　新しい配属先は商品管理部。横浜支社でも担当していたバイヤー業務だから、仕事内容に関しては特に問題はなさそうだ。

　大した緊張感もなく商品管理部のフロアを訪れた俺を、この部署の責任者で俺の直属の上司になる別府部長が出迎えてくれた。

「神崎、時間ぴったりだな」

　別府部長は俺を打ち合わせブースに連れていって座らせると、何枚か書類の入った薄いファイルを渡してきた。

「必要そうな資料を用意しておいたから」

　ファイルを受け取ると、別府部長が早口で続けた。

「前任者は西東京支社に入れ違いで異動だから、引き継ぎはほとんどできないんだよ。でも神崎はバイヤー経験があるから問題ないな。向こうでの活躍は聞いているぞ」

　本音を言えば、いくら経験業務でもひと通り引き継ぎはしてほしい。

　でも別府部長は、次の予定があるのか、壁の時計をチラチラ見ている。どうやら詳しい業務内容や、商品管理部のことを説明する気はないらしい。

　自分で確認しろってことか。かなり不親切だけど、まあ仕方ない。細かいことをあれこれ言われるよりは、やりやすいかもしれない。

　大雑把な話が終わり、俺は別府部長の後ろについて打ち合わせブースを出た。

　大きな窓からは夏の明るい日差しが差し込んでいる。開放的なフロアの中央部に社員たちの席があった。

　別府部長は皆に声をかけ、商品管理部の社員を集めると、かなり簡単に俺のことを紹介し、慌ただしくフロアを出ていった。




「本日付けで横浜支社から異動してきました神崎 葵です。よろしくお願いします」

　残された俺は集まった社員たちに挨拶をしてから、自分に用意された席に向かった。

　場所はフロア中央部の窓側。明るくて、背もたれの高い椅子は座り心地がよく、なかなかいい席だ。

　机の上に用意されていた新しい名刺や電話機、その他文房具一式を簡単に確認していると、いつの間にか何人かの社員たちが俺の周りに集まってきた。

　さっき挨拶をした時にも感じたが、知らない顔ばかりだ。環境や組織体制はそのままだけど、人はだいぶ変わったようだ。

　こういう時、普通は心細くなるのかもしれないが、俺にとってはかえって好都合だった。昔のことを知っている人間には、極力会いたくない。

　過去、横浜支社に左遷された時のことを引きずっているわけじゃないが、余計な詮索をされるとわずらわしいからだ。

「新人バイヤーの滝たき沢ざわです。よろしくお願いします」

　真っ先に話しかけてきたのは若い女だった。新人バイヤーと名乗っているから、入社二年目だろうか。ほかにも数人が自己紹介を兼ねた会話を振ってくる。

　皆転勤してきたばかりの俺が珍しいようだ。でも俺の愛想のない反応がつまらなかったのか、しばらくするとばらばらと自分の席へ戻っていった。




　ひとりになるとホッとする。仕事は好きだけれど人付き合いは苦手だ。

　真新しいパソコンの電源を入れ、立ち上がりを待つ間、ついさっき上司に渡された資料に素早く目を通す。

　一枚目は商品管理部の組織図だった。

　二枚目は俺が担当となる仕入先の一覧。三枚目は現在、商品管理部が取り扱っている商品の一覧。

　自分の担当については重要な情報だから、特に念入りに確認していく。異動してきたばかりなのに担当業務が多いが、暇よりは忙しいほうがいいか。

　特に不満もなく資料をしまい、立ち上がったパソコンの画面に目を向ける。この部署でのみ使用しているデータを確認しようと、適当に商品管理部共有フォルダを検索したけれど、目的のものは見つからなかった。

　というより、ここのデータはずいぶんと適当に管理されている。そもそもしっかりと保存されているかも怪しい気がしてきた。

　同じ本社でも、以前いた営業部とはまるで違う。

　上司の影響か？　別府部長は細かいことを気にしなさそうだからな。

　必要な資料ひとつ揃えるのも面倒だと、早くも憂鬱になっていると、「あの……神崎さん？」とやけにオドオドした小さな声が前方から聞こえてきた。

　顔を上げると、向かいの席に座っている女が椅子から立ち上がり、俺のことを見ていた。

　こいつ、誰だっけ？　さっき集まってきた社員の中には、いなかった気がするけど。

「あの、神崎さん」

「何？」

「あの……私、広瀬 彩と言います。神崎さんのアシスタントをさせていただきますのでよろしくお願いします」

『広瀬 彩』と名乗った女は、ゆっくりとした口調で言いながら、軽く頭を下げた。

　その瞬間、艶やかな栗色の髪がサラサラと揺れる。

　ずいぶんとキレイな髪だな、思わず触れたくなるような……いや、そんなことを気にしてる場合じゃない。この女が俺のアシスタントだって？

　素早く、さっきしまった資料を再度取り出し、確認する。組織表の俺の名前の隣には、確かに広瀬 彩の名前があった。

　もう一度前方に視線を戻すと、さっきと同じ姿勢で立ったままの彼女は、なぜか困った表情をしている。所在なさそうなその様子は、はっきり言って相当頼りない。

　白くて小さな丸い顔に大きな丸い目。華奢で背も低くて……まるで子供みたいだし、自己紹介をしてきたあとは黙り込んで、突っ立ったままだ。

　この女が俺のアシスタント……まともに仕事できるのか？

　早くも危険な予感を覚えながら広瀬 彩に声をかけた。そうしないと、いつまでも立っていそうだと思ったから。

「こちらこそ、よろしく」

　彼女は途端に笑顔になり、もう一度頭を下げるとようやく椅子に座った。

　静かになったので俺はパソコンに向き直り、自分が担当する仕入先情報と、各材料の過去の購入実績を確認していく。

　いい加減なデータ管理のせいで、ひとつの資料を見るのに時間がかかる。うんざりしていると向かいの席から声が聞こえてきた。

「申し訳ありません。すぐに確認します！」

　高い声で焦ったようにそう言いながら、見えない電話の相手に頭を下げている。

　何かトラブルなのか？

　広瀬 彩は俺のアシスタントらしいから、俺にも関係があるかもしれない。そう思って様子を窺っていると、また電話がかかってきて、彼女はその応対を始めた。

　誰が相手かはわからないけれど「あっ、共きょう栄えい電でん工こうの件ですよね？　申し訳ありません。すぐに確認します！」とさっきと似たようなセリフを口にする。

　なんだかずいぶんと立て込んでいるなと思っていると、またまた電話がかかってきて、しばらくするとまた同じセリフが聞こえてきた。

　こんな短時間に三件の問題が発生している。本社の商品管理部は、毎日こんなに忙しいのか？

　思わず眉をひそめていると、電話を終えた広瀬 彩はなぜかぼんやりと画面を見つめ、動かなくなってしまった。

　おい！　すぐに確認するんじゃないのかよ？　しかも三件。

　慌てて動きだすと思っていたのに、全くその気配がない。

　さすがに黙っていられなくなり、俺は立ち上がり、彼女のデスクに回り込んだ。

「トラブルみたいだけど、大丈夫？」

　そう声をかけると広瀬 彩はハッとした様子で顔を上げた。見つめてくるその瞳は不安そうに揺れている。

　さっきよりも嫌な予感が全身を走る。

「ダメです……納期遅延が発生しちゃって……三件も……私どうすればいいのか」

「は？」

　納期遅延ってことは約束の日までに、必要な部材を準備できなかったってことだ。材料が準備できないと工場での生産が遅れて、商品が市場に出るのが遅れてしまう。それは会社にとって大きな損害になるから、俺たち商品管理部の社員にとって、最も大きなミスだ。

　それが三件も連続で発生したから、彼女はパニックになって固まっているってことか？

「状況説明して」

　広瀬 彩は俺の言葉に頷くと、机からファイルを取り出し、渡してきた。そこには必要な書類が見やすく整理されている。

　おかげですぐに状況を把握することができたのはいいけれど、記載されている情報に、衝撃を受けた。

　半ば予想はしていたけど、トラブルはすべて、今後、俺が担当する案件のものだった。ひどい手配ミスをしていてかなりヤバい状況だ。

「なんでこんなことになってるんだよ？」

　思わず声を荒らげてしまうと、広瀬 彩はビクリと肩を震わせた。

「す、すみません……」

　萎縮してしまった様子を見てまずいと思い、気を取り直して穏やかな声でもう一度問いかけた。

「この件の前任者はどこ？」

　前任者と入れ違いになるから引き継ぎはなしだと言われていたけれど、ここまでひどいトラブルとなれば話は別だ。

　すぐに呼んで経緯を説明してもらおうと思ったのに、彼女は首を横に振って言った。

「いません。先週異動で西東京支社に行ってしまいましたから。神崎さんが来るまでの間は、私がひとりで処理してました」

「は？」

　俺が見ても少し多いと思った業務を、彼女がひとりで？　この頼りない小動物のような雰囲気の、『アシスタント業務すら大丈夫か？』って疑いたくなる彼女が？

　できるわけがない！　なんでそんな無謀なことをしたんだ？　この女は。

「すみません……私がうまく手配できていなかったから」

　泣きだしそうな顔をする彼女を見て、ハッとした。

　そうだ。このいい加減な引き継ぎを決めたのは、彼女じゃない。彼女だって無茶な仕事を押しつけられて、混乱していたんだろう。怒りを向けるならそれを決めた別府部長と、最後まで責任を持って仕事をしなかった前任者に対してだ。

「とにかくなんとか俺たちでフォローするしかない。今から言うものを準備して」

　気持ちを切り替え、早口で次の行動を指示すると、広瀬 彩はさっきまで固まっていたのが嘘のように、素早く動きだした。




　午後八時。

　仕入先に頭を下げまくり、材料の確保ができたおかげで、トラブルはなんとか収められたけれど、転勤初日から残業になってしまった。

　商品管理部の社員は皆帰ってしまい、広いフロアに残っているのは俺と広瀬 彩のふたりきり。

　シンとしたフロアに彼女の叩くキーボードの音が響いている。本人のイメージとは違い、速く滑らかなタッチだ。

　なんとなくそれを聞きながら、ようやく朝の作業の続きにとりかかる。

　日中、彼女とトラブル対策をする合間に、各種データの保管場所は聞き出してあったから、今度は作業がスムーズに進む。

　そういえば、欲しいデータのありかを聞いた時、すぐに答えが返ってきたな。紙ベースの資料も見やすくまとめてあったし、細かいデータのとりまとめなど、事務作業は得意なのかもしれない。交渉力や決断力はなさそうだけど、指示をしてやれば素早く動いていたな。

　そんなことを考えながら、頼りないアシスタントになんとなく目を向けた。すると広瀬 彩もこっちを見ていたようで目が合ってしまった。

　あからさまにビクリとする彼女の態度に俺は眉をひそめた。

　どうしていちいちオドオドするんだ？　なぜか気に障る。

　いつもなら同僚の態度なんて気にならないけれど、今日は異動初日にもかかわらず、関係部署や仕入先に散々文句を言われたから、神経過敏になっているのかもしれない。

「まだ何か問題があるわけ？」

　少しきつい言い方をしてしまうと、彼女は一瞬傷ついたような顔をして、でもすぐにそれを消して言った。

「異動初日なのに、ご迷惑をかけてすみませんでした。一緒に対応してくださって助かりました」

「気にしなくていいから。今日から俺の担当の案件なんだし」

　そう言うと、彼女の表情が急に曇った気がした。

「そう……ですよね。神崎さんがバイヤーなんですもんね」

「そうだけど」

　態度の変化が気になったけれど、わざわざ聞く必要はない。仕事の続きに戻ろうとすると、再び広瀬 彩の声がした。

「別府部長にもお礼を言わないとですね。普段はきついことばかり言うけど、いざって時は頼りになりますよね」

　彼女は、今日のトラブルを解決したのは、別府部長だと思っているようだ。途中、状況を報告しに行ったから、別府部長が仕入先と話をつけたと勘違いしているのかもしれない。

　実際は、解決したのは俺だけど……いちいち口に出して訂正することでもないから、誤解させたまま会話を終わらせた。




　それから二週間。

　広瀬 彩はほとんど毎日のようにミスをしては、バタバタと対応に追われていた。大体が小さなケアレスミスで、異動初日のような大問題になることではない。

　でも本来は必要がない、ミスをカバーするための仕事が増えるから、彼女はいつも忙しそうにしていた。

　フォローするほどのことでもないから放っているけれど、なぜ毎日毎日失敗するのか、不思議で仕方ない。ルール通り処理をし、しっかり確認しておけばミスなどしないはずだ。しかも毎日の作業で、慣れている仕事ならなおさらだ。

　それなのにどうしてだろう。俺のアシスタントらしいけど、これでは仕事をおちおち頼めない。

　俺のほうはこの二週間でだいぶ新しい環境と仕事に慣れたから、アシスタントがイマイチでも特に問題なく過ごせてはいるけれど。

　午後、仕入先を訪問して会社に戻ると、フロアの出入口近くにある給湯室から広瀬 彩の声が聞こえてきた。

　揉めてるような気配で、内心『またトラブルか』と呆れながら仕切りの中を覗いてみる。

　彼女は険しい顔をして新入社員に何か指示していた。これは本当に珍しい光景だ。いつも、のほほんとしている広瀬 彩が怒っていること、後輩に厳しく注意していること。彼女にはありえないことに思える。

　一体何があったのだろう。

　いつにない状況に興味を引かれたけれど、その後、聞こえてきたのはなんとも力の抜けてしまう会話だった。

「神崎さんにだけお土産を配り忘れたでしょ？　これで三回目だよ？」

　広瀬 彩の厳しい声。こんな声も出せるんだな……いや、それよりそんなどうでもいいことで怒ることができるなら、仕事でもそれくらいの強さを見せろよ。

「え？　そうでしたっけ……すみません、うっかりしてました。神崎さん、影が薄いからかな～」

　あっけらかんとした新入社員の声が返ってきた。

　確かに新入社員の言う通りだ。俺は影が薄い。愛想がないし、飲みの誘いもなるべく断っているから部内では早くも孤立ぎみだ。面倒な人付き合いを避けるためにやっているから、それで問題はないけれど。

　でも広瀬 彩はそれが大問題かのように声を大きくした。

「神崎さん、自分だけお土産がないって気づいたら、悲しむと思うよ」

　悲しまねえよ！　俺ってそんなセコイやつだって思われてるのか？　いや、それよりたかだか土産で、ここまで真剣になれる彼女の感覚がわからない。

　広瀬 彩はそのあと新入社員と何か少し話し、自分の席に戻って、その場で立ち止まった。しばらくそのままでいたかと思うと、自分の席に置いてあった何かを俺の席に移動させた。

　あれは……なんだ？　今問題にしていた土産なのか？　なんであんな行動をするんだろう。俺は土産がないくらいなんとも思わないのに。

　大体、俺が帰ってきていることに、さっきから気づかないのが信じられない。普通、気配でわかるだろ？

　なんとなく、すぐには席に戻りづらくて、先に別府部長に報告を済ませに行った。それから自分の席に戻ると、たくさんの書類の山の片隅に、小さな紙皿に乗った生八橋があった。

　……これがさっき広瀬 彩が騒いでいた土産か？　忘れられた俺のことを可愛そうだって、自分のぶんを回してくれたってことか？

　ありがた迷惑とはこのことだ。俺、生八橋大嫌いなんだけど。学生の時の修学旅行で食べて以来、口にしていない。はっきり言って一番嫌いな食べ物だ。こんなむき出しの状態じゃ、持って帰ることもできないし……余計なことしやがって！

　イライラしながら目の前の彼女に視線を向ける。

「神崎さん、お疲れさまです」

　全く悪気のない笑顔を返された。

　だから、俺は喉元まで出かかった文句を呑み込んだ。こいつには悪意なんて微塵もなくて、親切心でやったことだから。

　広瀬 彩は要領が悪くて方向違いで、でも基本的にいつも優しいんだ。愛想のない俺を見限ることなく、声をかけてくれる。

　だから、本当はゴミ箱に捨てたいほど嫌いな生八橋だけど、そんなことはできなかった。彼女の親切心を捨てることができなかった。

　覚悟を決めて口に入れる。一瞬眩暈がしたけれど、無理やり飲み込んだ。




　生八橋を食べた次の日、広瀬 彩は俺の机の上のトレーにたまっている書類を見て言った。

「神崎さん、書類のファイリングでしたら私がやりますよ」

　俺もいい加減、書類を整理しないとまずいと考えていたから返事を少し迷った。

　彼女はファイリングは得意だから安心して任せられるし、正直助かるけれど、そう言う彼女の机こそ、入力が必要な書類でいっぱいになっていた。

　俺のことにかまっている余裕なんてないように見える。

「自分でやるから」

「……そうですか」

　彼女はがっかりした様子で言うと自分の仕事に戻っていった。

　なんでそこでがっかりするのかわからない。今回は失敗したわけでもないのに。




　一時間後、俺は予定していたケイテック社への訪問のため、会社を出た。

　ケイテック社は俺の担当ってわけじゃない。というより、うちの会社はまだ取引していない。

　でも、うまく契約ができればうちの会社の仕事の幅が広がるから、取引の交渉をするため、今までも数回訪問していた。今日はついに、取引可否の返答をもらう日だ。

　ケイテック社の担当者とは運よく気が合ったから、これまでの交渉に手ごたえはあった。

　今まで聞き出したケイテック社サイドの希望と、市場の相場を念入りに確認して作成した資料をもとに、最後の話し合いをした結果、無事に契約に漕ぎ着けることができた。

　オフィスに戻って、アシスタントの広瀬 彩に報告しようとしたけれど、彼女はあたふたと電話をしていて、話をする余裕はなさそうだ。

　荷物を置くと、別府部長への報告に向かった。




　上機嫌な別府部長に、会社近くの居酒屋に半ば強引に連れてこられた。

　転勤して初めての飲みだ。酒は強いほうだけど、大勢の飲み会の雰囲気はあまり好きじゃない。かといって別府部長とふたりきりで飲むのも、居心地がいいとは言えないけど。

　別府部長は、ケイテック社との交渉の成果をことのほか喜んでいた。

　俺はそこまで態度には出せないけど、久しぶりに仕事の達成感を得られて、正直、相当嬉しい。

　俺が三杯目のビールジョッキを空にした時、別府部長が言った。

「広瀬がアシスタントじゃ大変だろう？」

「……いえ」

「ここでは本音を言っていいんだぞ。あいつはすぐミスするし、積極性もないから、組んだバイヤーは大変なんだよ」

　同情したその口調に、俺は無意識に眉をひそめていた。

　別府部長の言う通り、広瀬 彩はミスが多い。事実なのに俺はなぜか別府部長の言葉に不快感を覚えた。

「あいつ、あれでうちの部に来て丸三年なんだよ。それなのにまだアシスタントだ。普通なら〝悔しい〟とか〝情けない〟って思いそうなのに、あいつは平気でヘラヘラしてるんだよな。向上心がないんだよ」

「ほかにやりたい仕事があるんじゃないですか？」

　新人の時に配属される部署は選べない。彼女はたまたま商品管理部になったけれど、本当は別の部署を希望していたのかもしれない。

　例えば総務部とか……データ管理や庶務的なことは向いてそうだ。

「ふーん。だったら商品管理部から出そうかな。まだ打診されてる状況だけど、うちからひとり寄越してほしいって話はあるんだよな」

「どこに異動させるんですか？」

「千葉工場」

　……それは少し違う。

　千葉工場の仕事は商品の加工に関わることが多く、広瀬 彩が得意なデータ管理を活かせるとは思えない。嫌がりそうだな……。




　別府部長と別れたあと、俺は個人用のＵＳＢを机に入れたままにしていたことに気づき、一度会社に戻った。

　商品管理部のフロアには、まだ灯りが点いている。

　こんな時間まで働いているなんて、大変だな。

　邪魔しないように、静かに中に入ろうとして驚いた。そこにいたのが広瀬 彩だったから。

　咄嗟に壁の時計を見ると、午後九時五十分。

　あいつ……こんな時間まで何をしてるんだ？　まさか、また何か失敗してひとりで残っているのか？

　声をかけようとした俺は、すぐに言葉を呑み込んだ。彼女の横顔が今までに見たこともないくらい真剣だったから。

　広瀬 彩は図面と商品のカタログを見ては、何かメモをとる作業を繰り返している。

　しばらく様子を見ていて気がついた。あれは通常の仕事じゃない。彼女は商品の勉強をしているんだと。

　ついさっき聞いた別府部長の言葉を思い出した。

『普通なら〝悔しい〟とか〝情けない〟って思いそうなのに、あいつは平気でヘラヘラしてるんだよな。向上心がないんだよ』

　違う……あいつは本当はやる気があるんだ。アシスタントから卒業しようと、こうやって見えないところで努力していたんだ。

　普段はそんな風には見せていないけど、あれでいろいろと仕事のことや自分の立場について悩んでいたのかもしれない。

　結局ＵＳＢは諦めた。広瀬 彩に声をかけずに俺は会社を出た。

　こんな遅い時間にひとりだけ残して帰ってしまったことが少し気になったからなのか、その日は何度も彼女の顔を思い出した。




　それから俺は彼女により厳しく接するようにした。今まではわざわざ言わなかった、ただの入力ミスも指摘することにした。

　彼女が本気でバイヤーになりたいのなら、そのほうが本人のためだと思ったからだ。

　けれど広瀬 彩が俺のそんな気持ちに気づくはずもなく、彼女は俺を恐れ、だんだん距離を置くようになっていった。




　本社に異動して一ヶ月と一週間。

　話の流れで広瀬 彩にケイテック社との契約締結のことをようやく伝えた。

　彼女は予想以上に驚き、それまでと違った尊敬の眼差しらしきもので俺を見つめてきた。

　どうやら、それまではあまり大したことがないと思われていたようだ。彼女にとっての俺は、愛想がなくて冷たくて、ミスを細かく指摘してくる嫌なやつなんだろうな。

　気になることがあると、すぐに気持ちを切り替えられないのが彼女のクセだ。席に戻ってからも、何かと俺のことを気にしている。だから、「早く見積りとったら」と素っ気なく言うと、慌てて仕事に戻っていった。




　俺の広瀬 彩を見る目は、彼女の真剣な横顔を見たあの夜から変わった。そして、今までは呆れていたケアレスミスも、よく見てみれば彼女の環境が悪すぎるせいだと気がついた。

「広瀬さん、トナーがもうないよ」

「広瀬さん、書留っていくらだっけ？」

　商品管理部の社員は、雑用のほとんどを広瀬 彩に押しつけている。彼女はそれを自分の仕事ってわけでもないのに、嫌そうな顔ひとつせずに、当たり前のように引き受ける。その結果キャパオーバーになり、ミスをする。

　複数のことを器用にこなせるタイプじゃないんだから当然だ。どうして余裕がないのに頼まれ事を断らないのだろうと、もどかしくなる。

　そして彼女のミスは、自信のなさも原因のようだった。

　ケアレスミスのせいで別府部長に日々罵倒され、自分で決断する自信が持てずに判断が遅れてしまう、という悪循環だ。どうしてもっと堂々とできないのだろう。

　そうイライラしながらも、気づけば俺は広瀬 彩のことを目で追っている。考えている。

　彼女の密かな努力を実らせたいからか？　それとも……。




　とりあえず、俺は彼女の環境を変えることにした。まずは仕入先の訪問に同行させる。交渉の場に同席したら勉強にもなるし、社内の雑用からも解放される。

　別府部長のしつこい飲みの誘いも、強引に邪魔をした。これで二日酔いで集中力がなくなることを防げる。

　ケイテック社での打ち合わせの時、広瀬 彩は最高に緊張していた。彼女は顔にすぐ出るからわかりやすい。

　それでも彼女のもともとの柔らかい雰囲気がケイテック社の担当者に気に入られたようで、打ち合わせはいい雰囲気で終わらせることができた。




　ケイテック社を出たあと、ふたりで適当なファミレスに入る。

　席に着き、なんとなく窓の外を眺めていると視線を感じた。

「……何？」

　そう言うと、広瀬 彩は慌てた様子で目を逸らした。

「え？　いえ、なんでもないです」

「なんでもないわけないだろ？　さっきから人の顔、ジロジロ見て」

　それに、実は最近、何かと目が合う。

　生八橋事件の頃も、夜のフロアで勉強していた頃も、俺の存在なんて全く気に留めてなかった広瀬 彩が、何かにつけて俺のほうを向いている。

　俺が最近、やたらと彼女を気にしているから目が合うのかと思っていたけど、それだけじゃないんじゃないか？

「今だけじゃなく、最近俺の顔を何かと見てるだろ？　言いたいことがあるなら言えよ」

　すると、彼女は思いがけないことを言いだした。

　俺を夢に見たと言う。なんで俺が広瀬 彩の夢に？

　彼女はすっかり困っている。この様子じゃ、どうせまともな答えなんて返ってこないだろうから、追及は諦めるしかないか。

　それにしても、こいつの単純さには驚いてしまう。夢で見たからって気にするなんて、小学生かよ。




『なんでもないです』と言ったくせに、広瀬 彩は何かと視線を送ってくる。日に日に俺を意識しているようだった。

　自意識過剰ってわけじゃない。あまりにあからさまだから、逆にこっちが恥ずかしいくらいだ。一応気づかないフリはしているけど、正直気になって仕方がない。

　そんな日々の中、俺の不在を狙ったように、同期の藤原雪ゆき斗とが商品管理部にやってきた。こいつはやたらなんでもできるエリートだけど、結構気さくでそれでいてうるさくなくて、俺とも意外に気が合った。

　俺が横浜支社に転勤してからは疎遠だったけど、ついに関わる時が来たか。

　藤原は広瀬 彩に無理なスケジュールを渡して、強引に話を進めようとしていた。

　彼女はバカ正直にそれを受け、必死になんとかしようとしている。

　スケジュールのほうがおかしいってことに気づいてもいない。口のうまい藤原にあっさりと丸め込まれたんだろう。

　藤原にも彼女にもイラ立った俺は営業部へ突撃した。




　営業部は完全なアウェーだったが、俺は間違ったことは言っていない。妥協せずに藤原と戦っていた。

　それなのに、なぜかついてきていた広瀬 彩が、俺を止めようとしてきた。

　藤原を庇っているのか？　嫌な感情が身体を駆け巡る。

　ここで引き下がりたくはなかったけど、外せない打ち合わせがあるのを思い出した。仕方なく、営業部のフロアを出て階段を下り始めると、慌てて俺を追ってきた広瀬 彩が、下から駆け上がってきた男にぶつかり、階段から落ちそうになった。

　なんでまともにぶつかるんだ？　焦りながらもなんとか咄嗟に抱き止める。その瞬間、信じられないことに心臓がドクリとひと際大きく鳴った。

　腕の中の彼女の柔らかな身体の感触。フワリと揺れる髪からする、甘い香り……。

　それらを感じ、クラリと眩暈のような感覚に襲われる。

　こんなことで動揺するなんてどうかしている。俺は何歳なんだよ。子供じゃないんだぞ。

　それでも鼓動が速くなるのは収まらない。慌てて彼女を離したけれど、動揺は消えなくて、それを隠すために素っ気ない態度をとってしまった。




　恋愛は初めてじゃない。ここ数年はひとりだけど、以前は恋人だっていた。だからこの動揺の正体はすぐにわかった。

　――俺は広瀬 彩が好きなんだ。

　正直理想のタイプじゃないし、初めて会った時は、こいつを好きになるなんて想像もしていなかった。

　でも、この気持ちは理屈じゃない。広瀬 彩と過ごした時間は短いけれど、毎日少しずつくれた彼女の優しさと、ひとりで頑張る姿に引き寄せられて、もう心の中は彼女で染められていた。




　広瀬 彩への恋を自覚して一ヶ月。

　俺たちの関係にはなんの変化もなかったけれど、仕事は日に日に順調にこなせるようになっていた。

　最近の彼女は落ち着いていて、以前よりは判断力が出てきたと思う。藤原と連携している案件もうまく進んでいた。

　それはいい傾向だけど、ひとつだけ気がかりなことがあった。それは藤原と広瀬 彩がやけに親しくなっていること。

　彼女は俺のアシスタントだっていうのに、藤原はやたらとかまってくる。藤原も関係する仕事とはいえ、彼女のミスに先回りして気づいてはフォローをしたり、必要以上に世話を焼いているようだ。

　そんなふたりの様子に、ついイライラしてしまう自分がいた。

　多分、藤原は広瀬 彩のことを個人的に気に入っているんだろう。そして彼女に至っては明らかに藤原に好意を持っていた。

　藤原と話す時の嬉しそうな顔。藤原が商品管理部へ来た時に向ける微笑み。

　俺としては全く面白くない。つまらない嫉妬だってわかっているけど、楽しそうなふたりとは対照的に、俺はかなり機嫌が悪くなっていった。




　そんなある日、広瀬 彩と藤原が商品管理部のフロアにふたりきりでいるところを目にしてしまった。

　かなり遅い時間で周りに人はいない。ふたりきりで何をしているんだ？

　声をかけようとするより早く、藤原が突然、彼女を抱き締めた。

　その瞬間、驚きと胸に突き刺さるような痛みを感じた。それから強い怒りが襲ってくる。藤原への怒り、広瀬 彩への怒り。ふたりは何も悪くない。理不尽だってわかっているけれど、抑えられなかった。

　その後のふたりの態度で、まだふたりは付き合ってはいないんだろうとわかったけど、それでも不快感は収まらない。

　これは嫉妬だ。

　藤原が広瀬 彩に触れることが許せない。彼女が藤原に惹かれていることが許せない。いや、相手が藤原でなくても、俺は広瀬 彩をほかの誰にも渡したくないんだ。




　次の日、彼女と藤原のことが会社で噂になっていた。昨夜ふたりでいたところを俺以外にも見た人間がいたのかもしれない。

　藤原と付き合いたがっている女は多いから、広瀬 彩は嫉妬の的になっている。特に真壁の嫉妬は激しく、彼女に敵意むき出しで、ヒステリックに攻撃していた。

　本当ならこんなくだらない女の争いに首を突っ込むのはごめんだけど、広瀬 彩が責められている姿をこれ以上見たくない。昨夜は彼女に冷たい態度をとったけど、他人が彼女を理不尽に責めるのは許せなかった。

　俺は真壁の攻撃と周りの好奇の目から広瀬 彩を引き離すべく、強引に話に割って入った。

　そして真壁のセリフに嫌味で返すと、彼女はさらにイラ立ったのか、攻撃の矛先を俺に向けてきた。

「神崎君、今日はずいぶんとしゃべるのね。さっきの態度といい、もしかしたら広瀬さんのこと気に入ってるの？」

　さすがに人の弱みにつけ込むのがうまい真壁だ。当たってるよ。

　でも広瀬 彩にとっては思ってもみないことだったようで、「えっ!?」と声をあげて困惑している。

　その横顔を見ていたら、つい言ってしまった。

「そうだけど？　付き合ってるし」

「ええっ？」

　今度は真壁と広瀬 彩ふたりの声があがる。

　俺も自分自身に驚いた。勢いで発言することなんて、普段なら絶対にしないのに。

　でも、まあいいか。俺が広瀬 彩を気に入っているのは事実だし、それで真壁をはじめとした藤原の取り巻きが引き下がるなら、どうってことはない。




　そうして俺たちの関係は〝上司と部下〟から、便宜上の恋人になった。

　多少は社内で噂になったし、広瀬 彩は戸惑っているけど、俺は全く気にならなかった。むしろ彼女に男が近づかなくなっていい。

　そう思ったけれど、あまりに周りの目を気にする彼女の姿を見て、浅はかな発言をしたことを後悔した。

　俺は広瀬 彩が好きだけど、彼女が好きなのは俺じゃないから、よく考えればこの状況は迷惑だよな。

　だから飲み会の帰りにふたりきりになった時、彼女に謝ろうとした。

　でも――。

「私……神崎さんが好きです」

　俺が謝るより先に、彼女がまさかの発言をした。

　好き？　広瀬 彩が俺のことを？　信じられない。藤原のことが好きだったんじゃないのか？

「本気で言ってる？」

「ほ、本気です」

　彼女は勢いよく首を縦に振る。

「だったら、付き合ってみる？」

　言いながら無意識に手を伸ばし、広瀬 彩に触れていた。

　温かな頬。ああ、これは現実だ。胸のうちに喜びが広がる。

　彼女は恥ずかしそうに頷いた。その可愛い仕草にもっと触れたい欲求が湧いてくる。彼女が愛しくて仕方ない。




　それから俺たちは本当の意味で付き合い始めた。

　でも自信がなくて臆病な彩と、無愛想で気の利いたことの言えない俺は、相性がよくなかったのかもしれない。

〝彩〟、〝葵〟と呼び合うようになっても、週末を一緒に過ごすようになっても、誤解からすれ違い、何度か危機が訪れた。彼女を失うかもしれないと何度も不安になった。

　それでも諦めずに本音を話し合い、互いをわかり合えた時、本当の意味で彩と恋人になったんだと感じた。

　この先も彩と一緒にいたい。守ってあげたい。彼女を抱き締めながらそう思った。




　それから半年――。

　守ってあげたいと思っていた俺の恋人は、いつの間にか、やたらと強くなったようだ。

　久しぶりに本社に来た彩は、昼休みに俺の隣の空いている席に座り、リニューアルする商品の資料を熱心に眺めていた。ひと通り目を通すと資料から顔を上げ、不満そうな顔をして言う。

「ねえ、葵。この部品の品質じゃ、また不良品が出るんじゃない？　仕入先を変えたほうがいいんじゃないかな？」

　彩の働いている千葉工場の品質保証部は、その名の通り、商品の品質を管理・維持する部署で、商品の高い知識が特に必要とされる。

　彩はそんな環境の中で着実にスキルアップしていき、最近では仕事のことで堂々と俺に意見してくるようになっていた。

「そう簡単に変えられるもんじゃないだろ？　付き合いだってあるんだし」

「そんなこと言って、古い習慣を変えないから、毎回同じような不具合品が出ちゃうんじゃないの？　仕入先だって競争だってわかったら、もっといい部品を作るために頑張るだろうし、一部だけでも変えてみたほうがいいんじゃないかな？」

　おいおい、お前いつからそんな強気なことを言うようになったんだよ。前はその古い付き合いの仕入先と、ろくに交渉もできなかったのに。

　それに、考え方も厳しいというかドライというか、以前ではありえなかった発言だ。

「彩は冷たくなったよな」

　ぼそりと言うと、彩は驚いたように目を見開いた。

「簡単に仕入先を切れって言うけど、うちの会社に仕事を切られたら、その仕入先は潰れるかもしれない。そうなった時、その会社のたくさんの社員たちがどうなるか、考えたことはあるのか？」

　淡々と早口で言うと、彩は慌てて弁解してきた。

「私そんなつもりで言ったんじゃないよ？　ただ不良品は出さないようにしないといけないから、どうすればいいのか考えて……」

　まだ潰れてもいない仕入先に罪悪感を持ってしまったのか、彩はしょんぼりとうつむいた。

　その様子は昔のままで、仕事への姿勢は少し変わったかもしれないけど、本質的には全然変わっていないんだと改めて感じ、思わず口元が緩んだ。

　彩は変わらず優しいし、いつでも素直に俺の言葉を受け止める。

「冗談だよ。冷たいだなんて思ってない。仕事熱心なだけだろ？」

「えっ……冗談？」

「簡単に仕入先を変えられないのは本当だけど。契約もあるし、それを破ったらこっちが逆に違反で訴えられる」

「あ……そうだよね」

　彩はハッとした表情で頷いた。

「法律のこととか考えてなかった。商品管理部にいた時、研修にも行ったのにな」

「寝てたんじゃないのか？　彩は夢見るの得意だし」

「得意って……もう！　夢に得意なんてないでしょ？　……研修のことは、ちょっと覚えてないけど」

　彩が少しバツが悪そうに言ったと同時に、午後の始まりを告げるチャイムが鳴り響いた。

　彼女は机の上の荷物を片づけると、ガタリと椅子を鳴らして立ち上がった。

　彩はこれから新人を主とした社員たちに、品質保証の仕事について、部署を代表して説明する。

　部の活動内容、目的、目標。それらを知識の少ない新入社員にわかりやすく伝えるための講習会で、彩は週末も俺の家でレジュメを確認しつつ練習をしていた。

『もう大丈夫だろ？』と俺がちょっと呆れるくらい何度も何度も、一生懸命に。

「頑張ってこいよ」

　緊張した彩の横顔に声をかける。

　彩は俺に視線を向けると、ニコリと微笑んで会議室に向かっていった。




　本当は見に行くつもりはなかったけど、やっぱり心配で少しだけ彼女の様子を見に行くことにした。

　広い会議室には今年の新人十二名と、去年の新人で再度の研修が必要とされる数名。それから本人の希望で参加している社員を合わせ、三十人ほどがいた。

　彩は前方のスクリーンの前で、映像を使いながら説明している。練習の甲斐があったのか落ち着いていて、なかなか安定感がある。

「この図面の見方は……」

　苦手だった図面もすっかり得意になったようで、細かくポイントを教えている。

　なんだか不思議な気持ちになった。あの彩がこんな風に人前に立つなんて。異動に泣いて、挫折して泣いて……。自分に自信が持てなかった彩が、今では堂々と皆の前に立っている。

　講習の終わりが近づくと、彩は皆を見回しながら言った。

「物を作る会社にとって、品質の維持はとても大切なことです。よりよい物を作り、不良品を極力なくす。それは製造現場の社員が頑張るだけでは成り立ちません。すべての社員、ひとりひとりが商品知識を深めることが必要です。今日の講習が少しでも役に立てたら幸いです」

　彩は満足そうに微笑むと、頭を下げてから部屋を出ていく。

　不意に、暗いオフィスでひとりで図面を眺めていた時の、彩の姿を思い出した。

　あの時の面影は、今はもうない。




　仕事を定時に切り上げると、俺は会議室で講習会の報告書をまとめていた彩を迎えに行き、一緒に会社を出た。

「ねえ、久しぶりに和食屋さんに行きたい」

　彩が俺の腕をつかみながら、楽しそうに言う。

　彼女が〝和食屋さん〟と呼ぶのは、以前、藤原に連れられていった和食店のことだ。彩はそこの料理がすっかり気に入ったようだった。

　俺も静かで落ち着いた店の雰囲気が気に入っていたから、反対する理由もない。もし嫌だとしても、今日は彩の望み通りにしてやりたい気分だった。




　湯葉の茶碗蒸し、水菜のサラダ、海老しんじょ……。個室の黒塗りのテーブルの上に、彩の好きなメニューがズラリと並ぶ。

「彩はいつも同じ物を頼むよな」

　見慣れた料理を見ながら言うと、彩は嬉しそうに微笑んだ。

「だって好きなんだもん」

「飽きないのか？」

「飽きないよ。私、一度好きになるとしつこいから」

　彩はクスリと笑って言う。

「そうか？」

　だったら俺のこともしつこく好きでいてくれよ。心の中で呟くと、彩はまるでそれを聞いていたかのように言った。

「葵のこともずっと好きだよ」

「……俺は料理と一緒か？」

　本当は嬉しいくせに心を見透かされたような気恥ずかしさで、つい素直じゃないことを言ってしまう。

　彩は気にした様子もなく、上機嫌でサワーをゴクゴクと飲んでいた。そしてしばらくすると、極上の笑みを浮かべながら、俺の名前を呼んできた。

「ねえ、葵」

「どうした？」

「今日はすごく幸せな一日だった。講習会は練習通りうまくできて、受講してくれた人も『よかった』って言ってくれて」

「ああ。俺も途中から見てたけど、よくできていたよ」

「本当？　葵に褒められると嬉しいな。前は怒られてばかりだったから」

「褒めたこともあっただろ？」

　彩はそれには答えずに、テーブルに少し身を乗り出して言った。

「それに、今日は葵と久しぶりに一緒に帰れるし」

「土日はいつも一緒にいるだろ？」

「でも会社帰りは一緒じゃないでしょ？　こうやってゆっくり食事をするなんて、普段はできないから、嬉しいよ」

　彩は本当に幸せそうな顔をして言う。穏やかで安心し切った表情。

「……今日は泊まっていけよ」

　いつもだけれど、特に今夜は離れたくない。




　不器用で弱いけど、頑張る君を好きになった。

　自分に甘いけど、それ以上に人に優しい君を好きになった。

　君がどれだけ強くなっても、その気持ちは変わらない。

　初めて会った時は予想もしなかったけど、今ではもう君を手放せないんだ。





ｆｉｎ












あとがき




　こんにちは。月森さやと申します。

『クール上司と偽装レンアイ!?』を読んでくださり、まことにありがとうございます。

　この作品は私が小説サイト『Berry's cafe』で、初めて書いた作品です。

　連載期間は約一ヶ月半と私にしては短く、勢いに乗ってとても楽しく書いていたことを覚えています。

　一気に書いたぶん、書籍化にともなう改稿作業は結構大変でしたが、自分の書いたお話がこうして形になるのは、とても幸せなことだと思います。

　このような機会を与えていただけたのは、日頃温かく応援してくださる読者の皆様のおかげです。どうもありがとうございました。




　書籍化のお話をいただいた頃は、仕事と子供の学校関係のイベントが重なった、慌ただしい時期でした。仕事はさくさくとこなしていましたが、改稿作業のほうは慣れなくて、通勤途中にスマホでストーリーを読み返して、どう直そうかと迷い、焦りながら進めました。

　悩んだぶん、ひとつ作業を終えたあとの達成感は大きかったです。

　その盛り上がった気持ちが続いたためか、苦手な学校関係の作業もなんとか乗り越え、いい結果が出せました。

　そしてその後もやる気は衰えず、今はサイトで連載している小説の完結を目標に、楽しみながら頑張っています。

　本作の関連作品もありますので、サイトのほうも見ていただけたら幸いです。




　最後になりましたが、編集に携わってくださったすべての皆様。どうもありがとうございました。よい作品になるように指導してくださり、心から感謝いたします。

　また、素敵なイラストを描いてくださった萩原 凛様、初めてラフを拝見した時、その可愛らしさにとても嬉しくなりました。

　そして、本作をお手に取ってくださった読者様。

　本当にありがとうございました！





月つき森もりさや









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。

本書の無断複写・転載を禁じます。










クール上司と偽装レンアイ!?
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